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　灰はい色いろの嘴くちばしが紙かみ一ひと重えの所を過ぎていく──

「くっ……!?」

　冷ひや汗あせを垂たらし、少年はすり抜け様ざまに長ちよう剣けんを一いつ閃せんした。灰はい褐かつ色しよくの羽う毛もうが飛び散り、胴どう体たいに蛇へびの鱗うろこを持つ大鶏おおとり──コカトリスと称しようされる魔ま物ものが甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げる。……だが。

（──浅いっ！）

　それは異いぎ形ようの鳥の命を奪うばうには到らなかった。感覚で悟さとり、少年は即そく座ざに反はん転てん。再び正面から半はん鳥ちよう半はん蛇じゃの怪かい物ぶつと向かい合う。

　右の翼つばさをだらりと下げたコカトリスの眼めには、怒りの炎ほのおが燃えているように見えた。

（……もしこいつが成せい体たいだったら、そのまま石にされてたかもな……）

　一いつ説せつによれば、コカトリスは鶏の頭とう部ぶと翼を持った巨きよ大だいな蛇へび──竜りゆうの一種に分ぶん類るいされる魔物、バシリスクの幼よう体たいなのだという。彼かの怪かい物ぶつには、視し線せんだけで対たい象しようを石に変える力があるそうで。もしも子供の頃ころからその力を使えていたら……戦いはとっくに少年が負けていたかもしれない。

（いや、今も気を抜いたらそうなるか……）

　確かにコカトリスは視線にまでは石せき化か能力は無いが、嘴に触れたものを石へ変える力がある。少年は剣の柄つかを握り直した。

　見た目は鶏と言っても、コカトリスは普通の鶏より大きい。高校二年、一六歳さいの平へい均きん身長を上回る少年の胸の高さに頭とう部ぶがある。当とう然ぜん嘴の長さもそれ相そう応おうのもので。もしそれで急きゆう所しよでも突かれたら……仮に石化されなかったとしても、命に関わることになるだろう。

　──だが、少年は臆おくすることなく踏み込んだ。風を裂さき振るわれた刀とう身しんがコカトリスの首くび筋すじを狙ねらう。鶏けい頭とうの魔物は左さ翼よくだけで羽ばたいて後ろへ退のいた。──が、少年はそれを予測している。切り返された刃やいばが逆ぎやく風ふうの軌き跡せきで跳はね上がった。

　先よりもはっきりと肉を断つ感かん触しよくが少年の手に伝わる。コカトリスも反はん撃げきに嘴を突き出すが、その瞬しゆん間かんには少年は跳び退いていた。ガクガクと震える敵に少年は小さく拳こぶしを握る。

　戦いの趨すう勢せいは少年に傾きつつあった。しかし、こういう流れはいつ逆に傾くか解わからない。さらに言えば、少年には弱った相手をいたぶる趣しゆ味みも無かった。このまま一いつ気きにケリを付ける──その決意の下もと、少年は剣を腰だめに構えて……。




「──もう、お兄にいちゃん何騒さわいでるの？」




　唐とう突とつに、コカトリスの背後の階段上じようから声が掛かった。軽けい快かいにそれを降りてくる足音。伴い見えてくるのは……パンダ柄がらのパジャマを着た一三、四くらいの少女。腰ほどの髪かみを下ろした少女は目もく前ぜんの怪物──ではなく少年を見るなり赤せき面めんし、履はいていたスリッパを投とう擲てきした。

「お、お兄ちゃん!?　何で腰にタオル一丁!?」

　少女の指し摘てき通り、少年は全ぜん裸ら一歩手て前まえの格かつ好こうだった。通った鼻はな筋すじにスリッパの直ちよく撃げきを喰らい、のけ反ぞりつつ少年は反はん論ろんする。

「風ふ呂ろから出た直後だったんだ、仕方ないだろ。むしろ、そんな時でも剣だけは持ってきていた先せん見けんの明めいを褒ほめてもらいたい！」

「パンツや着替えは!?」

「忘れた！」

「何も褒められる要よう素そが無いよ、お兄にいちゃん!!」

　柳りゆ眉うびを逆さか立だてる少女に、少年は肩をすくめた。

　……改めて現状を確かく認にんしよう。

　少年が剣を持ち、魔ま物ものコカトリスと相あい対たいしている。ただ、その空間は板いた張ばりの磨みがき抜かれた廊下であり、薄うす暗ぐらいそこに最さい低てい限げんの視し界かいを確かく保ほするように小さい電でん灯とうが灯ともっている。

　──何ど処こをどう見ても、ここは一いつ般ぱん的な日に本ほんの住宅。場ば違ちがいなのはコカトリスと少年の持つ剣の方だった。

「というか得える藻も。そこに居ると危ない。そいつに噛かまれるぞ」

「へ？　うひゃあ!?　な、何でこの魔物、家の中にまで上がってきてるの!?」

　そこで初めてコカトリスの存在に気付いたのか、得藻という名前らしい少女はバッと退のく。……とはいえ、その反応は身の危険を感じたというよりは、ゴキブリなどに遭そう遇ぐうした時のそれに近い感じだったが。

　さすがにそれは魔物として心しん外がいだったのか、コカトリスの目がギンッと光り目もく標ひようを少年から得藻の方へ変える。突き出された嘴くちばしが少女の胸を掠かすめた──

　ピシッ、パンッ──プルルン？

「──にゃああああああああっ!?」

　得藻のパジャマの胸むな元もとが石せき化かし、割れ散った。そこに収められていた膨ふくらみが悩ましく揺れて零こぼれ落ちる。……年ねん齢れい不ふ相そう応おうに、大きい。

「得藻……寝る時はブラを着けないんだな」

「妹にセクハラ発言してないで助けてよ！」

　親おや指ゆびを立て生なま暖あたたかく見守る兄に、妹が涙なみ目だめで訴うつたえた。

「まあ、あまり騒ぎ過ぎると父とうさんや母かあさんにも気付かれるかもしれないし。とっとと倒してしまおうか……ん？」

　そう言って少年が一歩踏ふみ出した途と端たん──足が何かを踏んだ。小さい取っ手。少年は少しの間無む言ごんでそれを見下ろし……意を決して摑つかんだ。上へと引っ張る。カチリという音の後、廊下の床が人ひと一ひと人りくらい通れる大きさにパカリと開く。




　その向こうに無む数すうの人ならざる『何か』の目。少年に見付かった瞬しゆん間かん、凄すさまじい勢いで下へと逃げていった。

「こいつら!?　また勝かつ手てに出入口を……！　そうか、コカトリスもここから──」

「それはいいから助けてよー！」

　妹の悲ひ鳴めいに、少年が慌あわてて顔を上げると──パジャマのズボンのお尻しりの部分も石化せきかされ砕くだけ散るところだった。白しろ地じに青と黄のドット柄がらが、桃ももを思わせる曲きよく線せんに密みつ着ちやくしている。

「サービスシーンだ、頑がん張ばれ！」

「ぶっ殺すよお兄にいちゃん！」

　瞬しゆん間かん、得える藻もの突き出された右手に光が走った。細い線となり円を描くそれが──紅ぐ蓮れんに染まり火ひの粉こを散らす。

「ば……家の中で!?」

「︽ファイアァァブラストォォオオオオ︾!!」

　乙女おとめの羞しゆ恥うちが炎ほのおとなって、兄と（コカトリスをついでに）呑のみ込んだ。




　日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ、一六歳さい。白しろ鐘がね学園高こう等とう部ぶに通う二年生男だん子し。目もつ下かの悩みは彼女居いない歴れきが年ねん齢れいとイコールであることと──自身と妹の進級に合わせて引っ越した新しい自じ宅たくの地下に、魔物ま　ものが蠢うごめくダンジョンが広がっていたこと……。

　焼き鳥と化したコカトリスが、割と香こうばしい匂においを上げている。

「……全く、お前は兄を焼き殺す気か、得藻？」

「そのつもりだったんだよ!!」

　肩を怒らせる妹の前で、慧慈は肩をすくめる。

「ともかく、地下の魔物がまた地上に出ようとしてるみたいだ。この出で入いり口ぐちを塞ふさげばひとまずは凌しのげるけど……ちゃんと止めるにはこの奥に居るはずの、これを企くわだてた親おや玉だまを倒さないと。……得藻」

　慧慈は剣を拾い鞘さやに納めると、妹へ手を差し伸べる。

「世界を……なんて大きいことは言わないけど。この家を奴やつらから守れるのは俺おれたちだけなんだ。行こう、この地下に広がる──ダンジョンへ」

　穏おだやかに笑って言う慧慈に、得藻は──

「──その前に前を隠かくせぇぇええええ!!」

『ほぼ全ぜん裸ら』から『ただの全裸』へと華か麗れいなるクラスチェンジを遂とげた兄に、奇き跡せき的てきに焼けずに残っていたタオルを叩たたき付けた。
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　春の穏おだやかな陽ひ射ざしの下もと……身長一メートルほどの小こ鬼おに──『ゴブリン』が倒れている。

　ご近所共有のゴミ捨て場の前で。

　近くの電線の上で、鴉からすたちが勝ち誇ほこっていた。

　そちらとの縄なわ張ばり争いに負けたらしい……。

　ちょうどやって来たゴミ収しゆう集しゆう車しやの人が、邪じや魔まそうにゴブリンを収集車に放り込む。

　……ゴブリンは燃えるゴミのようだ……。




　その光こう景けいを見み詰つめつつ、高校生くらいの少年が憐れん憫びんを表情に籠こめて天を仰あおぐ。

「この無むじ常ようが世の常つねなのか……？　せめてあの小さき魔ま物ものが、来らい世せでは鴉に負けない存在へと生まれ変わることを祈ろう……」

「兄にいちゃん、そのゴミ捨てなくていいのか？」

「あ、お願いしまーす」

　咽むせび泣いていたかと思えば、アイドル顔かお負まけの笑顔をキラリン☆　テンションの切り替えが早い少年にやや鼻はな白じろみながら、ゴミ収集業ぎよう者しやはパンパンに膨ふくらんだゴミ袋ぶくろを受け取った。

「……兄ちゃん、見ない顔だな？」

　収集業者は少年を眺ながめ、疑問を呈ていする。

　無む造ぞう作さ風ふうに整えられた髪かみが飾る、甘いマスク。歳としの割に身長は高く、身体からだつきも引き締まっている。控えめに言って芸げい能のう人じんと見み紛まごう美び形けい──この近所の人間なら、記き憶おくに無いのは不ふ自然な存在感かんなのだが……。

「今日きよう引っ越してきたんですよ。今、荷物整せい理りの真まっ只ただ中なかです」

「……ああ、なるほど」

　時期は三月の終わり。新しい地域で心しん機き一いつ転てんという人間が増える頃ころだ。

「日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じと言います。以後よろしく☆」

　聞いてもいない自じ己こ紹しよう介かいをして去り行く少年の後うしろ姿すがたを、収集業者は何となく見送り──

「……まあ、春だし変なのは増えるよなぁ」

　やれやれと肩をすくめた。




　近くの家の塀へいの上をゼリー状生物『スライム』が這はって行き、コンビニのゴミ箱を漁あさっていた直ちよく立りつした犬のような種しゆ族ぞく『コボルト』が店員に箒ほうきで追い払われる。

　背せ広びろ姿すがたのサラリーマンが腰に長剣を提さげ、杖つえを構えた小学生が起こした風の魔法が制せい服ふく姿の女じよ子し高生のスカートを捲めくり上げる。

　そんな光こう景けいが当たり前の現代日本。

　物語はそのような世界の、本当に小さな一いつ角かくで始まる──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「慧けい慈じ、私はね。一いつ国こくとは言わない……けれどせめて、一いち城じようの主あるじになりたいのですよ」

　いつかそんな風ふうに言っていた父を慧慈は思い出した。髭ひげを蓄たくわえナイスミドル然ぜんとした父が、その時は子供のように目を輝かせていたことも。

「おめでとう、父とうさん」

　だから父のその『夢の具ぐ現げん』を前に、慧慈は素直に祝しゆく福ふくの言葉を述べた。

　外がい観かんはシックな色合いのヨーロピアン調ちよう。緑みどりの多い広い庭に立てば、面した大きなガラス戸から悠ゆう々ゆうとしたＬＤＫが望めた。視線を上げたなら、二階から張り出すバルコニー。屋根には三階へと通じる天てん窓まども見える。

　敷しき地ち面積千せん平へい方ほうメートル弱、延のべ床ゆか面積四〇〇平方メートル強。都と心しん部ぶからやや離れているとはいえ、この近きん辺ぺんも土地の値ね段だんは高い。そこにこれだけの規き模ぼの家なら、それは充分に『城しろ』と呼べるのではないだろうか。

　これが、本日より慧慈たち日ひ暮ぐれ坂ざか家けが住まう新しい家である。

「──わぁ、いい眺ながめっ」

　聞こえた明るい声に慧慈が視線を上げれば、二階のバルコニーから身を乗り出す少女の姿すがた。整った顔かお立だちの中で、猫ねこを思わせる大きな黒こく瞳どうがくりくりと動く。左右で一ひと房ふさずつだけポニーテイルにされた黒くろ髪かみロングが爽そう風ふうに揺れていた。……ついでに春はる物もののブラウスに包まれた細ほそ身みの肢し体たいの中で、そこだけ一三歳さいという歳としにそぐわないほど実った膨ふくらみも揺れていたが──

「……妹の胸がいくらＤカップでもなぁ──」

　──横に振られた慧慈の脳のう天てんに、少女の膝ひざが物もの凄すごい音を立ててめり込んだ。

「藪やぶから棒ぼうに妹にセクハラ発言はやめてよね！」

「や、藪から棒に兄に膝ひざ蹴げりするのはいいのか？　それも二階からダイブしてまで……」

　緑の絨じゆう毯たんに突つっ伏ぷして慧慈が訴える。身の丈たけ一五〇センチ前後の体重と二階分ぶんの高さの位置エネルギー……それは当たり所次し第だいで人を殺しかねない。

　日暮坂得える藻も。四月に中二に上がる慧慈の妹である。部ぶ活かつで体たい操そう競きよ技うぎをやっている為ため、二階の高さから飛び降りる程てい度どならお手の物だ。

「……ちなみに下した着ぎは柄がら物もの好ずき。今日きようは白と緑の細ボーダー」

　ぼそりと告げた慧慈に、得藻が頬ほおを赤らめてミニギャザースカートを押さえた。そんな服ふく装そうで二階から飛べば見えても仕方ないが……妹いもうと君ぎみにはそんな理り屈くつは通じない。

「スケベっ、エッチ、どエロ！」

　すらりとした脚きや線くせ美んびで慧慈を罵ののしりながら踏み付けてくる。その手の趣しゆ味みの人には逆にご褒ほう美びかもしれないが──

「生あい憎にく俺おれは、その手の趣しゆ味みはちょっとだけしかないっ。そもそも妹からされても嬉うれしくない！」

「嫌いやなカミングアウトが聞こえたよ!?」

　兄の変へん態たい性せいに得える藻もがドン引きする──と。

「あらあら？　慧けい慈じ、得藻、騒さわいだらご近きん所じよに迷めい惑わくよ。どうしたの？」

　居い間まへのガラス戸が開き、穏おだやか……というよりスローペースな雰ふん囲い気きの女性が顔を出す。

　癖くせの無い黒くろ髪かみは柔にゆ和うわな顔かお立だちを引き立てて、若い頃ころと言わず今でも充じゆう分ぶん美人と感じさせる。エプロンの似に合あう体型も三〇代後こう半はんの実じつ年ねん齢れいを感じさせぬ均きん整せいの取れたもので、もしかすると一〇歳さいくらい若くサバを読んでも気付かれないかもしれない。

　日ひ暮ぐれ坂ざか桜乃さくのという慧慈たち兄妹の母だった。

　彼女は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげると、息子むすこへと問い掛ける。

「慧慈……あなたは何で、上半身裸なの？」

「わたしが必ひつ死しで目を逸そらしてた事実に躊躇ためらい無く踏み込まないでよ、お母かあさん!?」

　肩を怒らせ母を非ひ難なんする妹を前に、慧慈は肩をすくめつつ立ち上がった。

「やれやれ、得藻、母さん。そんな不ふ思し議ぎな話でもないだろ？　荷物整せい理りしてたら暑くなった。結けつ構こうな運動量りようだったしね。だから脱ぬいだだけさ」

「まだ春はる先さきだよ!?　どれだけ暑くても上じよう半はん身しん裸はだかになるのは早いと思う！」

「解わかってないな、得藻は。夏場になれば下半身も脱ぐ！」

「脱ぐなぁぁああああああっ！」

　猥わい褻せつ物ぶつ陳ちん列れつを予よ告こくする兄の腹ふつ筋きんへ、妹は強きよう烈れつな前まえ蹴げりを突き刺さした。

　まあ、要するにこの慧慈おとこ、先さき程ほどゴミ捨て場に行った段階で上半身裸だったわけである。収しゆう集しゆう業ぎよう者しやの人も『春だし変なのは増えるよなぁ』と言うはずだ。もしその事実を知れば得藻はさらなる折せつ檻かんを慧慈に行うだろうが……現げん時じ点てんではそれはともかく。

「慧慈、得藻。まだあなたたちの荷物の整理、終わってないでしょう？　早くやりなさいね」

「「は〜い……」」

　母に促うながされ、息子と娘むすめは新しん居きよの中へ入った。




「というわけで、まずは部屋割わりを決めよっ」

「お〜」

　二階の好きな部屋を使っていいと言われた兄と妹は、ひとまず一ひと通とおり見て回ることにした。……ちなみに慧慈のテンションが微びみ妙ように低いのは、得藻に無む理り矢や理りＴシャツを着せられたからではない……と信じたい。

　一つ目の部屋の扉とびらを開ける。八畳じようの洋室。窓から射さし込む陽ひは暖かく、白い壁かべ紙がみが高級感かんを演えん出しゆつしている。

「素す敵てき……深しん窓そうのお嬢じよう様さまの部屋みたいっ」

　得える藻もが夢ゆめ見みる瞳ひとみで虚こ空くうを仰あおぐ。お嬢じよう様さまっぽくこの部屋で過ごす自分を想そう像ぞうしているのだろう。

「まさしく。そんな新しん雪せつの如ごとき部屋を俺おれ好ごのみに染め上げる楽しみがある。清せい純じゆんな乙女おとめを俺好みに染め上げるように」

「……」

　二つ目の部屋。八畳じようの洋室。バルコニーへと通じており、そこから庭を一いち望ぼう出来る。

「バルコニーも結けつ構こう広いっ。ここにテーブルを持ってきて、紅こう茶ちやとか飲みたいかも！」

　これからの季節、庭に咲く草花も美しいはず。それを眺ながめながらのティータイム。得藻が再び夢見るように呟つぶやく。

「これだけ広いと結構動いても大だい丈じよ夫うぶそうだ。彼女をここに連れてきて『いや、駄だ目め、外から見えちゃう、恥はずかしいっ』と騒さわぐ彼女を強ごう引いんに……夢が広がる」

「…………」

　三つ目の部屋。八畳の和わ室しつ。新しい畳たたみの香りが情じよう緒ちよを醸かもし出す。

「新しい畳って凄すごくいい匂におい……ここでお昼ひる寝ねすると気持ちいいかも──」

「押し倒した彼女の素す肌はだに畳の跡あとが付くほどに激しく──」

「──いい加か減げんにしろぉ!!」

　得藻の延えん髄ずい切ぎりが慧けい慈じを撃げき沈ちんした。

「さっきから横で卑ひ猥わいな妄もう想そう滾たぎらせて……！　大だい体たい彼女なんて居ないくせにっ！　妹相あい手てでもセクハラだよ訴えたら賠ばい償しよう金きん取れるんだよ!?」

「え、得藻のこの暴ぼう力りよくも訴えたら賠償金取れると思う……」

　頬ほおに畳の跡が付くほどぐったり倒れながら、慧慈が妹を見上げる。角かく度ど的にスカートの中が丸まる見みえだが、このタイミングでそこを指し摘てきするほど慧慈は──

「蹴けり過ぎか？　さっきより縞しまパンが食い込み気ぎ味みだぞ」

　──馬ば鹿かだった。

　手て近ぢかにあった棍こん棒ぼうを拾い、得藻は慧慈を乱らん打だする。さすがに頭に喰らうと本ほん気きでまずそうなので慧慈は身を丸め、背中でそれを受け止めた。

「ぐぉぉ、それでもやっぱり痛──」

　──そこで、不自然なことに気付いた。

「ちょ、待った得藻、タイムタイム！」

「命いの乞ちごいは聞かないよ……!?」

「いや、出来ればそれも聞いてほしいけど──それよりもそれ！」

　慧慈は妹が握る棍棒を指ゆび差さす。握り手に革かわの巻かれた硬い木の棍棒、いわゆる『ブラジオン』。

　得藻もしげしげとそれを眺ながめ……慧慈を見る。

「……これ、お兄にいちゃんの？」

　中高生でも武器の一つや二つ持っているのは当たり前のこのご時じ世せい、慧慈も自分用ようの武ぶ器きは当とう然ぜん持っている。だが──

「俺おれは剣や槍やりは持ってるけど、そんなスマートじゃない鈍どん器きは手持ちに無い」

「でも、わたしのでもないよ？」

「父とうさんや母かあさんも、多分そんな物は持ってはなかったと思う……」

　では、その棍こん棒ぼうは何ど処こから湧わいて出たのか？　その答えは意い外がいに早く解わかりそうであった。

　──ガタッ。

　押し入れから不自然な物音──

　慧けい慈じたちが振り向けば、少しだけ開いた隙すき間まから覗のぞく目が見え、直後にそれが奥へ引っ込む。

（（……何か居る!?））

　跳はね起きた慧慈は得える藻もと顔を見合わせた。

　折せつ角かくの新しん居きよに謎なぞの侵しん入にゆう者しやとは穏おだやかではないが、確かく認にんしないわけにもいかない。慧慈は兄として意を決し──

「得藻、見てくるんだ」

「何でそうなるの!?」

　兄の背を得藻は蹴けり飛ばした。

　弾はじけ飛んだ慧慈は押し入れに突とつ貫かん、新しん品ぴんの襖ふすまが外れてひっくり返る。目の前に星を散らした慧慈はしかし、意い外がいに衝しよう撃げきが小さいことに気が付いた。

（これは……何かがクッションになってる？）

　絶ぜつ妙みような温あたたかさがある物体が自分を受け止めている感かん触しよく。頭を振りつつ、慧慈は自分の下した敷じきになっている存在を見み遣やる。そこには──




　──慧慈が押し倒す形で、ゴミ捨て場で見たのと同じ小こ鬼おにが居た。若じやつ干かん頬ほおを朱しゆに染め、潤うるむ瞳ひとみで慧慈を見上げている……。




　ゴブリンへ、マウントポジションで拳こぶしを叩たたき込む慧慈。




「お、お兄にいちゃん!?　こんな能のう面めんみたいな顔のお兄ちゃん、初めて見たよ!?」

　それほど不ふ快かいだったのか、慧慈は得藻が冷ひや汗あせを垂たらすほどの勢いでゴブリンをボコボコにする。……一通りその作業を終えてから。

「しかしコイツ、何ど処こから入ってきたんだ？　多分その棍棒はこれの持ち物なんだろうけど」

　慧慈は首を傾かしげる。この日ひ暮ぐれ坂ざか家けの新しん住居は、本ほん日じつ慧慈たちがやって来るまでは厳げん重じゆうに施せじ錠ようがされていたはずだ。ゴキブリやハエなどならばともかく（新居にそれらがいきなり出現したらそれはそれで不ふ穏おんだが）、一メートルはあるこのゴブリンが入り込んでくるような隙間はあってはならないはずである。しかし、現にこの小鬼はここに入り込んでいたわけで──

「……まさか、欠けつ陥かん住宅？　何ど処こかに大きな穴が開いてるとかないよな……？」

　疑わしげに慧けい慈じは辺りを見回した。

「えぇっ!?　新しい家が欠陥住宅なんて……わたしそんなの嫌いやだよっ！」

「俺おれだって嫌だよ。それにまだそうと決まったわけじゃない……」

　得える藻もにそう返しつつも、慧慈も不安が湧わいてくる。……父がああも夢ゆめ見みていた『城しろ』が欠陥住宅など……もしそうであればどう説明すればいいのか……内ない心しんで自じ問もん自じ答とうしながら、慧慈はゴブリンが隠かくれていた押し入れを覗のぞき込む──

「…………」

　……見えたものが信じられず、慧慈は得藻を手て招まねきした。場所を代わり妹にも見てもらう。

「……得藻。俺の目は変になったみたいだよ。押し入れの中に下に向かう梯はし子ごが見える──」

「うん、わたしにも見えるけど」

「ええぇぇええ!?」

　物もの凄すごく嫌そうに慧慈は妹を振り向いた。

「いや、そんな本当に苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で見られても、わたしも困るから。ちゃんとあるよ、何か下に降りていく梯子」

　押し入れの上下の段が取り払われ、さらに床ゆか部分に穴があり、それを下りていく形で梯子が設置されていた。

　得藻が四よつん這ばいになってそれを覗き込む。そういう格かつ好こうになった為ため、あと少しでスカートからパンツに包まれたお尻しりが覗きそうだ。慧慈は逃とう避ひ気ぎ味みにそれをまくり、縞しま々しまで強きよう調ちようされた桃もものような妹いもうと尻じりを鑑かん賞しようする──




　──角かく度ど的てきに見えぬはずなのに、得藻は正確に慧慈の顎あごを後ろ蹴げりで打ち抜いた。




「本ほんっ気きでこういうのやめてよね！　エッチ、どスケベっ!!」

「い……今のは流石さすがに悪かったと思う……」

　仁に王おう立だちしてスカートの前後をギュッと握り、兄を見下ろす得藻。その眼がん光こうはとても険しい。慧慈は顎あごの痛みを堪こらえつつ土ど下げ座ざした。

　改めて、押し入れの穴と梯子を観察する。穴はこの部屋の真ま下した──確かここと同じく八畳じようの和わ室しつ──の押し入れもぶち抜いて、さらに下、地下へと続いているようだった。

「……何だ、これ？　前に父とうさんからこの家の間ま取どり図ずを見せてもらった時はこんな穴も梯子も無かったはずだけど……？」

「実際に造る時になって大だい工くさんが追加したってこと？」

「……いや、それも無い。引ひっ越こし前の下した見みで、確か俺はこの下の部屋を見てるんだよ。その時押し入れも開けたはずだけど……穴とか梯子は見た記き憶おくが無い……。それに、この穴も梯子もやけに雑というか造りが粗あらいというか……」

　得える藻もに説明しつつ、慧けい慈じは首を捻ひねる。つまりこの穴と梯はし子ごは、下した見みから引ひっ越こしてくるまでの間（ちなみに期間は一週間ほど）に造られたということになる。一いつ体たい何者が何の為ために……と兄妹揃そろって思し考こうに没ぼつ頭とうしていた瞬しゆん間かんだった。

　背後で慧慈がボコボコにしたゴブリンが飛び起きる。そのまま押し入れ前に並んでしゃがむ日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹へ突とつ撃げきしてきた。

「きゃっ……!?」

　咄嗟とつさに慧慈は跳び退のき避けるが、得藻は肩かた口ぐちを引っ掛けられる。それで体勢を崩くずした小こ鬼おには頭から穴に突っ込み落ちていき……得藻も巻き込まれる形で穴の中へ──

「得藻!!」

　慧慈の反応は早かった。妹を追って自分も穴へ飛び込む。穴の中宙ちゆうに浮いた得藻へいっぱいに手を伸ばし、何とか摑つかむと、もう片方の腕を壁の梯子へと引っ掛けた。

　衝しよう撃げきと妹の体重が両腕に負ふ荷かとして掛かるが、慧慈は妹も梯子も離さない。みしみしと腕と肩、梯子が軋きしむ音に耐え……それがようやく一いち段だん落らくついたところでほっと一ひと息いき──

「きょわぁぁああああ!?」

　──吐つこうとした途と端たん得藻の悲ひ鳴めいが耳を叩たたく。何事かとそちらを見れば……。

「──あ」

　慧慈が掴んだのは得藻のスカートで、それが段だん々だんとずれて脱ぬげていっていた。それはつまり、徐じよ々じよに落ちていっていることにもなるわけだが。

「お、お兄ちゃんの馬ば鹿かー！　何でそんなとこ？むのよっ！　脱げ……落ちちゃうー!!」

「ちょ、得藻待まて！　落ち着け暴あばれるなっ！　動くと余よ計けいに危ない──」

　落ち着いてすぐ横の梯子に手を伸ばせ──と慧慈は言うつもりだったが、それが発せられることは結局なかった。

　──ボキンッ。

「……あれ？」

　やけに雑、造りが粗いと称した梯子。それは本当に見た目通りの代しろ物ものだったようで……慧慈と得藻二人ふたり分ぶんの体重、そして得藻が暴れた分の反はん動どうは支え切れず──

「うわ!?　おわわわわっっ!!」

「んきゃああああああああああああっっ!?」

　壁から剝はがれ、慧慈と得藻ごと下に向かって落らつ下かしていった……。




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「きゃうっ」「ぐぁっ！」

　多た分ぶん数秒──正確な時間は解わからないが心しん臓ぞうに悪い空中遊ゆう泳えいを終え、日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹は穴の底へと到とう達たつした。

「……あれ？　思ったより痛くない──」

「得える藻も、何な故ぜか俺おれの視し界かいが真まっ暗くらなんだけど」

「──んきゃーっ!?」

　得藻の下した敷じきになった慧けい慈じが、妹のスカートの中から述べた。飛び上がった得藻が兄の頭をサッカーボールのようにシュートする。

「……し、下敷きになって庇かばってやった兄へとなんて仕打ちを……」

「そこはごめんだけど、今日きようお兄にいちゃんわたしのスカートの中覗のぞき過ぎ！」

　得藻が指を慧慈へ突き付け糾きゆう弾だんの姿し勢せい。だが顔の赤さが何ど処こか微笑ほほえましい。

「……だけど、俺の方もあまり身体からだが痛くないな？　何かがクッションになったのか──」

　半身を起こした慧慈は見てしまう。自分の下に横たわる先に落らつ下かしたゴブリンを。……真に文字通り潰れている。

「……得藻」

「……な、何、お兄ちゃん？」

「Ｔシャツ、流石さすがに脱ぬいでもいいよな？」

「……うん……」

　紅あかに染まった慧慈の背中に、得藻も首しゆ肯こうした。

　再び上じよう半はん身しん裸はだかになった慧慈は現状を鑑かんがみる。

「……これは……登れないな……」

　自分たちが落ちてきた穴を見上げ、慧慈は頭を掻かく。──垂すい直ちよくに天へと向かう穴は、完全にその壁から梯はし子ごを剝はく離りさせていた。梯子無なしでその穴を登っていくのは、登とう攀はん道具が一いつ切さい無いこの状態では無む理りな話である。……仮に道具があったとしても、登れるか疑わしい。

「……というか、そもそもここ──」

　慧慈が周囲を見回す。地下であるはずだが、視界は充分に確かく保ほされている。何な故ぜならば、壁に等とう間かん隔かくで篝かが火りび的てきな物が灯ともされているからだ。

『的な物』と称しようした理由は至って簡かん単たん。色が妙みように青白い。ガスの火をより白っぽくした感じか。しかも灯っている台だい座ざを覗のぞいてみれば、薪まき等などの燃ねん料りようが全く見当たらない。その上うえ顔かおを近付けた時とき気付いたが、熱を全く放っていないのだ。

「明らかに普通の火じゃないな……」

　それが照らす周囲も、先まで居た日に本ほんの住宅とは一いつ線せんを画かくしている。むしろ隔かく絶ぜつしていた。

　──灰はい色いろの石いし畳だたみ。同色の石せき材ざいで構こう成せいされた壁。所々ひび割れ、苔こけむしている。三メートルほどの幅の通路は前も後ろも遥はるか先まで続き、慧慈たちの位置からでは果てが見えない……。

「ここは……まさか『ダンジョン』か？」

「ええっ!?　ここ……ダンジョン!?　わたし、初めて入るよ……」

　慧けい慈じの言葉に、得える藻もが不安そうに兄の腕へとしがみ付いてきた。

　ダンジョン──その言葉が一いつ般ぱんに浸しん透とうしたのは一九八〇から九〇年ねん代だいに掛けてだ。その頃ころに日に本ほん、いや世界の各地に、乱れ撃うちの如ごとく出現した謎なぞの建けん造ぞう物ぶつ。

「ダンジョンて、もっと街から離れた所にあるんじゃないの!?　何で家の真ま下したに──」

「いや、そうとは限らない。俺おれは前に地下鉄の隣に入口があるダンジョンを見たことがあるし」

　あるものは深い森の奥にあるが、中には都会のど真まん中なかに姿すがたを現したものもある。出しゆつ現げん場所は多た様ようであるが、それらにはいくつかの共きよう通つう項こうがあった。基本的には『地下迷めい宮きゆう』であること。下へ下へと複雑に広がるそこに、地上の生き物とは似ても似つかぬ『魔ま物もの』と呼ばれる生物が多数生せい息そくしていること──

「……俺たちが生まれる以前は、そこから魔物たちが這はい出して結けつ構こうなパニックになることもあったらしい……」

　その時の混乱が今なお尾を引き、いざ魔物と遭そう遇ぐうした時の為ために一般人じんでも剣や槍やりなどの武ぶ器きを携けい帯たい出来るようになったのだが……その混こん迷めいはある日突とつ然ぜん終わりを告げたと記録されている。

「何な故ぜかは解わからないけど、それまで無む法ほうに地上に出てきていた魔物たちが唐とう突とつにほとんど外に出て来なくなったらしい。出てくるのはまあ、『スライム』とか『コボルト』とかほぼ無む害がいな連れん中ちゆうだけ。『リザードマン』とか『キマイラ』とかはもう地上では見掛けなくなってる……」

　蜥蜴とかげと人の特とく徴ちようを併あわせ持つ亜あ人じんや獅し子しを基本に山や羊ぎと蛇へびを合ごう成せいしたような猛もう獣じゆうを例に挙げ、慧慈は説明した。ちなみに戦せん車しやさえも粉ふん砕さいする一つ目巨きよ人じん『サイクロプス』や、アメリカでは一体で一つの都市を滅ほろぼしたという最強の魔物『ドラゴン』は、今は生きた個こ体たいどころか死し体たいの一部さえ発見されていないほどである。

　何故魔物たちはダンジョンから出なくなったのか？　それは今こん日にちになっても答えは出ない。

「……一いつ説せつには全てのダンジョンは地下で一つに繫がつなっていて、その最さい奥おうにダンジョンを生み出した魔物たちの王『魔ま王おう』が潜ひそんでいる──その魔王が何者かに倒された為、それに怯おびえた魔物たちはダンジョンへ引き籠こもってしまった……って話もあるけど」

「あー、わたしもそんな話聞きいたことあるよ。……でも、それってほとんどの人から笑い話として扱われてるトンデモ説だよね？」

　ともかく、ほとんどの魔物が地上に這い出て来なくなり、けれどダンジョンへの入口は各地に残された……というのが世界の現状だ。その中でのダンジョンの扱いといえば──

「……お兄にいちゃん、確か去年ダンジョン探たん索さくに行ってたよね？　アルバイトで」

「夏休みと冬休みにな。割がいいから今年の夏も行こうかって思ってたんだけど……」

　得藻の確かく認にんに慧慈は首を縦たてに振る。

　このあまりに未み知ちな地下の秘ひき境よう。放っておくのも危険だと探索は継けい続ぞく的に行われているが、その数は天てん文もん学がく的な上に一つ一つが深ふか過すぎる。なので危険性が高いものや到とう達たつだけで数日から数ヶ月が掛かる深しん層そう部ぶの探たん索さくは政せい府ふの組そ織しきした専門チームに任されているが、比ひ較かく的てき危険度の低い浅い階かい層そうの探索は民みん間かんに丸まる投なげされているのであった。

　今ではダンジョン探索を生なり業わいとする『冒ぼう険けん者しや』が、高校生のアルバイトになってしまうほど世に浸しん透とうしている。

　慧けい慈じも一応、そんな高校生アルバイト冒険者の一人なのだ。

「……でも、だから俺おれ、この辺りのダンジョンの分ぶん布ぷをある程てい度ど知ってるけど……こんな所にダンジョンなんてあったかなぁ……？」

（……もしかして今まで未発見のダンジョン？　そうだとすると、結けつ構こうまずいんじゃ──）

　慧慈が思し考こうに沈み掛けた時、甲かん高だかい声が耳に届いた。

「……得える藻も。前ぜん述じゆつした情報を思い出してみよう」

「……ダンジョンには、多数の魔物が生息している──ってやつ……？」

　日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹が恐る恐る振り返ると、一〇体を超すゴブリンが手に手に武ぶ器きを持ってこちらへ駆かけてくるところだった。パッと見て、怒っているっぽい。

　慧慈と得藻の目が、自分たちの傍そばのゴブリンの骸むくろへ注そそがれる。モザイクを掛けなければ映えい像ぞうに出来ないような無む残ざんな有あり様さま……一つの考えが二人の脳のう裏りを過よぎる。

「……あのゴブリンたち、俺たちが仲間を殺さつ害がいしたって思ってないか？」

「うーん、でも実際お兄にいちゃんが潰つぶして殺したんだよね？」

「さらにその上にお前も乗ってただろ得藻」

　当たらずとも遠からず。ゴブリンたちの怒りももっともだ。短たん剣けんを手に突っ込んでくる小こ鬼おにに慧慈は観かん念ねんしたように肩を落として──




　──旋つむじ風かぜのような後ろ回し蹴げりでそれを吹き飛ばした。




「そもそもうちの新しん居きよに不ふほ法うし侵んに入ゆうしてたコイツが悪いっ。俺たちが襲おそわれるのは理り不ふ尽じんだ！」

　潰れたゴブリンを一いち瞥べつし、慧慈が踏み出す。手て斧おのを持ったゴブリンの鼻はな先さきを拳こぶしで打ち抜き、短たん槍そうを構えたゴブリンの頭を回し蹴りで薙なぐ。

　……ゴミ捨て場で鴉からすに負けていたことからも解わかる通り、ゴブリンは弱い。『最さい弱じやくの魔ま物もの』の名をほしいままにするほどに。高校生の平へい均きん的な体格を上回る慧慈なら、たとえ素す手ででも負けることはまず無かった。一分も待たず、ゴブリンたちは来た道を逃げ帰っていく。

「これで当面の危き機きは去ったわけだけど──」

　慧慈はゴブリンたちの背が見えなくなるまで見送った後、それとは反対側がわへ目を向ける。

「どうせ落ちてきた穴を登ることは出来ない。得藻、急いでこの場を離れよう。こっちだ」

「え？　あのゴブリンたち追い掛けないの？」

　意い外がいそうに訊きき返す妹に慧慈は首を横に振る。

「追い掛ける意味がほとんど無い。あいつらが他の出口を知ってるかも解わからないし。それに、ゴブリンは基本的に群れで行動するんだよ。今の奴やつらで群れの全員だとはちょっと思えない。仲間を連れて戻ってこられると、今度は流石さすがにまずいかもしれないしな」

　言って慧けい慈じは歩き出す。得える藻ももそれ以上異いを唱となえることなく付いてきた。

　たとえ蟻ありでも、何百万、何千万匹びきと集まれば象ぞうでも倒す。一〇体たい程てい度どのゴブリンなら圧あつ勝しようの慧慈でも、二〇、三〇と数を揃そろえられれば敗はい北ぼくするかもしれない。リスクを冒おかすのは得とく策さくではなかった。

「……それに、大だい部分のゴブリンは弱いけど、中にはそうじゃない奴も居るからな……」

「え？　強いゴブリンなんて居るの？」

　慧慈が何なに気げ無く漏もらした知ち識しきに得藻が問うた。兄らしく慧慈が説明してやる。

「ゴブリンとはまた別の魔ま物ものとして扱われてるけどな。奴らの近きん縁えん種しゆにそこそこ強いのが──」

　そこまで言った慧慈の背中に、空気を震わす雄叫おたけびがぶつかった。

　思わず振り返った慧慈と得藻は、ゴブリン共がまたこちらに向かってきているのを見付ける──が、先さき程ほどと違うことが一点。一〇体の小こ鬼おにの中に、ずっと大おお柄がらな影が三つ交じっている。

　身長は二メートルを軽く超す。胸むな板いたはゴムを詰つめ込んだように厚く、腕は丸まる太たのように太い。だがその顔は共に走るゴブリンと酷こく似じしていた。

「ヤバい、『ホブゴブリン』!?　得藻、走るぞ！」

　慧慈は妹の手を引き駆かけ出した。

　ホブゴブリンは、ついさっき慧慈が挙げようとしたゴブリンの近縁種の一つである。身長は普通のゴブリンの倍ばい以上、体重など一〇倍では利きかないはずだ。そのプロレスラーを凌りよ駕うがする体格から想そう像ぞう出来る通り、その戦せん闘とう力りよくは普通のゴブリンなど問題にならない。当然、ただ喧嘩に強い程度の高校生では相手にならない。

「くそ、何とか逃げ切らないと……！」

　撒まく手段を探して慧慈は辺りを見回すが……地下迷宮ダンジョンであるくせに通路は一本道。脇わき道みち一つ見当たらなかった。どうやら走る速度は慧慈と得藻の方が上のようだが、外がい見けんからして持じき久ゆう力りよくはホブゴブリンたちの方が上だろう。このまま追いかけっこを続けていれば、いずれスタミナ切れで慧慈たちが捕つかまるのは目に見えていた。

（……仕方ないな）

　腹を括くくって、慧慈は得藻に告げる。

「このままじゃ二人とも捕まる。ここは二ふた手てに分かれよう。そうすれば向こうもどちらを追うかで迷うかもしれないし、どちらかは無む視しして片方だけを追うかもしれない。上う手まくすれば俺おれと得藻のどちらかだけは逃げられる……」

「……え？」

　得藻は兄が何を言っているか意味が解らない様よう子すだった。それはそうである。ここは一いつ本ぽん道みち、二ふた手てに分かれるなどどうすれば──

「いいか、得える藻も。俺おれが（前方を指ゆび差さし）こっちに逃げるから、お前は（後こう方ほうを指差し）あっちに逃げるんだ」

　──得藻の飛び膝ひざ蹴げりが慧けい慈じの顎あごを砕くだく。

　そのまま転てん倒とうする慧慈。そこにホブゴブリンたちが迫る。あわやのところで跳はね起きた慧慈は、猛もうダッシュで得藻の横に戻ってきた。

「得藻！　今いま危うく捕つかまるところだったぞ──」

「お兄にいちゃんなんて捕まって食べられちゃいなよ！　妹を犠ぎ牲せいにして逃げようなんて……最低だよ!?」

　まだ怒り冷めやらぬのか、得藻が並へい走そうする兄をポカポカ殴なぐる。それを手で捌さばきつつ、慧慈は妹に諭さとすように言った。

「あのな、得藻……お前は正直可愛かわいいと思う。兄の目から見ても魅みり力よく的てきな美び少女だよ」

　唐とう突とつな慧慈の絶ぜつ賛さんに得藻の頬ほおが赤せき熱ねつした。

「な、何いきなり言い出してるの!?　それが今、何の関係が──」

「だからな。その魅力はきっとホブゴブリン共にも通じると思うんだよ。お前ならきっと奴やつらに捕まっても殺されることはない。少年誌しとかでは描びよう写しや出来ない目には遭あうかもしれないけど、命まで奪うばわれることは無いと思うんだ……」

　だから兄を救すくう為ためにその身を捧ささげてくれ──と言う前に慧慈の顎は得藻のアッパーカットの直ちよく撃げきを喰らっていた。

「最さいっ低てい！　妹をそんな女の子として最さい悪あくな目に遭わせようとか、兄の風かざ上かみにも置けないよ!?」

「でも得藻、異い種しゆ姦かん凌りよう辱じよくってのはいつの世でも需じゆ要ようがあるんだよ！　どうするんだよ、今こうして高まってる期待感かんは!?」

「そんなものわたしが知るかぁっ！　そういうのが好きならお兄ちゃんがやれば!?」

　ホブゴブリンたちをビシィッと指差す得藻に、慧慈は何な故ぜか頬を赤らめて言った。

「いや、そうすると俺、本当に目覚めそうだし」

　ドン引きした得藻が慧慈の傍そばから跳び離れた。会話が聞こえていたらしいホブゴブリンたちも急ブレーキを掛ける。彼ひ我がの距離が大きく開き──瞬しゆん間かん慧慈の目がキラーンと光る。

「奴らが止まった！　今の内うちだ得藻、スピードを上げて引き離す!!」

　打って変わって疾しつ走そうを開始した慧慈に、得藻は慌あわてて追つい従じゆうする。ぽかんとしていた魔ま物ものたちは見る見る開いていく慧慈たちとの距離に自分たちが謀はかられたとようやく気付くが、その時には既すでに決定的なほど差が広がっていた。

「ははは、見たか俺の策！　ホブゴブリンたちを見事に引き離してやった!!」

「ええええ!?　ちょ、お兄ちゃん、さっきまでの何ど処こから何処までが演えん技ぎだったの!?」

「『二手に分かれよう』からだよ！」

（まあ、得える藻もがうっかりそれに乗って異い種しゆ姦かんの世界に旅立ったとしたら……それはそれで必ひつ見けんだったかもしれないけど──）

「……って、痛たたたっ!?」

　そんな慧けい慈じの内ない心しんが伝わったか、得藻は走りながら兄の頬ほおをつねり上げた。
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　その後、見付けた脇わき道みちに飛び込み何度か右う折せつ左さ折せつを繰り返して──慧慈はホブゴブリンたちを撒まいたとやっとのことで確かく信しんした。

「……疲れたぁ。脚あしがガクガクするよぉ……」

「頑がん張ばれ得藻。まだ先は長いんだ」

　座り込む得藻に慧慈は励はげますように言った。

　そう、先は長い。まだこのダンジョンを脱だつ出しゆつし懐なつかしの……というには居きよ住じゆう期間が短みじ過かすぎる自宅に戻る手立ては見付かっていないのだから。

　得藻のお腹なかが可愛かわいい音を鳴らす。それで昼食も食べていなかったことを慧慈も思い出した。恥はじらう妹を微笑ほほえましく思いつつ、慧慈は満まん面めんの笑えみで言ってやる。

「お腹が空すいたのなら、俺のバナナを食べるといい──」

　赤あかん坊ぼうの頭ほどある石（壁の一部が剝はく離りした物と思われる）で殴なぐられた。

「……な、何な故ぜ人の厚こう意いに暴ぼう力りよくで返す……？」

「ま、紛まぎらわしいこと言うお兄にいちゃんが悪いんだよっ」

　黄色く細長い果くだ物ものを手に地に伏せる慧慈に、得藻はばつが悪そうに返した。

　ともあれ、兄妹並ならんでバナナを食べる。

「うぅ〜、一本だけじゃ足りないよ……」

「悪いけど二本しか持ってなかったんだ」

　おやつのつもりでズボンのポケットに差していたのが二本だけだったのである。

「だけど、確かに食べ物や飲み物はあった方がいいな……」

　ダンジョンには数日を掛けても踏とう破はし切れぬ広大なものも多い。慧慈たちが居るここがどれほどの広さかは解わからないが……一日で脱出することが出来ない場合も考えておく必要はあった。

「それにさっきみたいなホブゴブリンや、場合によってはもっと強い魔ま物ものとも遭そう遇ぐうする危険もある。何か武ぶ器きは欲しいところだ」

　慧慈は周囲を見回す──と。

「お？　……おおっ……！　まさかこんな都つ合ごうのいい所に……!!」

　慧慈が感かん嘆たんの声を漏もらす。慧慈でさえ一ひと抱かかえするのがやっとな大きな四角い箱。蓋ふた部分だけ丸みを帯びたアーチ型になっているそれは──典てん型けい的な『宝たから箱ばこ』であった。

　誰だれが設置しているのかは全く不ふ明めい。魔ま物ものたちが自分の持ち物をこうして保ほ管かんしているのかもしれないが、正確なところは解わからない。だが、ダンジョン内にはこうした箱が無む数すうに置かれており、その中には地上では手に入らない物品が入っている場合も多かった。

　興こう奮ふんの慧けい慈じに得える藻もも近ちか寄よってくる。

「何、お兄にいちゃん？　中に食べ物でもあるの？」

「そういうこともある。それ以外に武ぶ器きや防ぼう具ぐが入ってる場合もあるな。ともかく、俺おれたちに役立つ道具が入ってる可能性せいは高いよ」

　食べ物は空くう腹ふくの身には嬉うれしいし、武ぶ具ぐは魔物と遭そう遇ぐうした時に役立つだろう。空からっぽの可能性も少なからずあったが、箱を揺らしてみると中で何かが動く音がする。罠わなが無いか慎しん重ちように確かく認にんして、慧慈は宝たから箱ばこの蓋ふたを開ける──

「──お？　お、おおぉぉっっ！」

「──んぇっ!?」

　慧慈が感動を表情に浮かべ、得藻の目が点になる。宝箱の中に入っていたのは──




　──女性の乳ち房ぶさしか隠かくさない板金の胸当てブレストプレート！




　──女性の腰こし回まわりに密みつ着ちやくするデザインの極きよく小しよう面積の腰当て！




　男の夢の幻想フアンタジー──『ビキニアーマー』！




「得藻、この装そう備び早さつ速そく──」

「着るかぁぁああああああああっっ!!」

　鋭い肝臓打ちリバーブローが妹から兄への返答だった。

「そ、そんなに食べ物が良かったのか……？」

「たとえお腹なかいっぱいでもそんな物は絶対装備しないよ!!」

　息を荒げ得藻が兄へ訴える。

「大だい体たい何、その装備っ。そんな面積の物を素す肌はだに着けるのっ？　全ぜんっ然ぜん実用性皆かい無むだよ、防具の意味が無いよ!?」

「いや、装備者しやを身み軽がるにすることで敵の攻こう撃げきを避け易やすくする仕し様ようなんだよ」

「それなら普通の服でいいじゃない！　そんな露ろし出ゆつ度ど上げる意味って本当にあるの!?」

「魅みり力よく的てきな女性が装備することで敵を魅みり了ようする効果の期待もあるんだ。その全てにはちゃんと意味がある、ファンタジーの伝でん統とう的装備だぞ！」

「そんな伝統廃すたれてしまえ!!」

　慧慈と得藻の間には、決して解り合えない壁があった。

　睨にらみ合う兄妹。暫しばし視線が拮きつ抗こうして──フッと慧けい慈じが笑えみを漏もらす。

「……本当に着ないというんだな、得える藻も？」

「何なん度ど言われても私の考えは変わらないよっ」

　強気な態度で言う慧慈に、得藻は毅き然ぜんと言い返した。

「ならば仕方ない……折せつ角かく入にゆう手しゆした装そう備びを死し蔵ぞうするなどもっての外。このビキニアーマー、俺が装備しよう！」

「……え？　…………ちょっと待ったぁ!!」

　ズボンのベルトに掛かった兄の手を、得藻は大おお慌あわてで摑つかまえた。

「おおおおお兄にいちゃん!?　何を、何を考えてるの!?　こんな、こんな所で!?」

「こんな所だからこそさ。周りに他の人の目は無い。何の躊躇ためらいも無く俺おれでもビキニアーマーを着られる……というか本ほん音ねを言うと実は一度着きてみたかった！」

「やめてぇ！　そんなことをしたら兄妹の縁えんを切るよ!?」

　第一話にして妹から絶ぜつ縁えんを訴えられる主人公こう、慧慈。しかしそんなことでは彼は止まらない。早くもビキニアーマーのトップスを自身の胸に当てようとする。

「さっきの潰つぶれたゴブリン以上にモザイク必ひつ須すの事じ態たいはやーめーてー！　何でもするからっ、お願いだから──」

「──本当だな？」

　妹の腕を摑み、その顔を覗のぞき込む慧慈。

「……え？　……あっ、うぅ……」

　それで得藻は自分がハメられたことに気付く。

「い、今の無し──」

「ならばやはり俺が着るしかないっっ!!」

「あーもう、解わかったから！　でも一回だけ……少しの間だけだからねっ！」

　ガッツポーズの慧慈に、得藻は涙ながらに肩を落とした。




　そんなわけで物もの陰かげに隠かくれてこそこそ着き替がえる得藻。

「……一いち応おう言っとくけど、覗いたら殺すから」

「はいはい」

　それくらいは仕方ないだろうと肩をすくめる慧慈。……スマホで撮さつ影えいの準備をしていた。

「写メを撮とったらこの世から消しよう滅めつさせるよ……」

「オ、オーケー……」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような妹の声に、兄は素直にスマホの電でん源げんを落とした。

　暫しばし得藻の衣擦きぬずれの音のみが辺りを支配する。

「うぅ……わたし何でこんな所でこんなことになってるんだろ……？」

「人じん生せいって儘ままならないからな……」

「主おもにお兄にいちゃんのせいでね！」

　姿すがたが見えずともプンスカする妹の顔が脳のう裏りに浮かび、慧けい慈じは苦くし笑ようする。

　──とはいえ、慧慈もスケベ心で妹にビキニアーマーを着せようというわけではない。……というか、本当に妹相あい手てにそんな理由であんなエロ装そう備びを促うながす兄が居たら死んだ方がいい。

（たとえあんな装備でも、一いつ般ぱん的な服より遥はるかにマシだからな……）

　勿もち論ろん、防ぼう具ぐとしての性能が。慧慈が得える藻もへとした説明は間違いではない。一いつ見けんおふざけ装備にしか見えないのは事実だが、ビキニアーマーには装そう着ちやく者しやが動き易やすくなるような工く夫ふうがいくつもされており、普通の服を着ているよりも敵の攻こう撃げきを躱かわし易い。そして魅みり力よく的てきな女性が着た時敵を魅みり了ようする効果も、統とう計けい的に実じつ証しようされている。

（だから、あれを着ておいた方が絶対に得藻の生せい存ぞん率りつは上がる……）

　先さき程ほどホブゴブリンたちへの囮おとりに使おうとする発言はあったが、あれは作さく戦せんの一いつ環かんだ。慧慈も人ひと並なみには妹が可愛かわいい。得藻を生きてここから脱だつ出しゆつさせる為ためには、努力を惜おしむつもりは無い。

　その結果、多少の誤ご解かいを受け得藻に罵ののしられたとしても、慧慈としては構わなかった。

「でも、少しくらい役やく得とくがあっても──」

「隠かくし撮どりしたらもぎ取るよお兄ちゃん……」

　スマホをこっそり再さい起き動どうしようとした慧慈は、声だけで万ばん物ぶつを焼き尽くしそうな得藻の気け配はいにそれを断だん念ねんした──と。

　ドタドタと荒あら々あらしい足音。どんどんこちらに近付いてくる。慧慈ははっとしてそちらに目を向け身み構がまえた。

　見えたのは三さん体たいのホブゴブリンに率ひきいられた一〇体のゴブリン──撒まいたはずの先せん刻こくの一いち団だん。まさか再さい遭そう遇ぐうしてしまうとは……慧慈は舌した打うちする。向こう側も慧慈をその目に捉とらえ、今度は逃がさぬとばかりに走る勢いを増して突とつ撃げきしてきた。どうするべきか、慧慈が一いつ瞬しゆん悩んだ刹せつ那な──

「うぅ〜……こんなの好んで着る人、絶対正しよ気うきじゃないよ……」

　慧慈の後ろの曲がり角かどから、恐る恐る得藻が出てくる。──その瞬しゆん間かん周囲の時が止まった。




　──胸むね当あて、面積小さ過ぎじゃない!?　上うえ乳ちちどころか下した乳ちちも出てるよ！




　──剝むき出しのおへそ、可愛かわいい！　あのお腹なかに頬ほおずりしたいよっ！




　──あれはボトムではない。最も早はや紐ひもだろう。きっとお尻しり側がわはＴバックに違いないぞ!!




　やり遂とげた顔の慧慈がホブゴブリンたちへと振り向く。奴やつらはいい笑顔で鼻はな血ぢを流しながら、慧けい慈じへ向けてサムズアップした。

「──んきゃああああっ!?　何でコイツらがー!?」

　そこへ得える藻もの悲ひ鳴めいが轟とどろいた。居てもまあ、兄だけだから耐えられる──そういう考えだったところにこの遭そう遇ぐう。彼女の顔が火を噴ふきそうなほど紅あかに染まり……プチンと何かが切れる音が聞こえた気がした。

「──え？」

　慧慈の見る前で、得藻の髪かみが舞い上がる。風も無いのに激しくなびいた。火ひの粉このような光が彼女の身体からだから溢あふれ、それは見る見る蛍ほた火るびを経て紅ぐ蓮れんの炎ほのおの如ごとき輝きと化す。

　光は突き出された得藻の右手のひらに集しゆう束そくし、何なん重じゆうにも円を重ねた幾き何か学がく的てき模も様ようを描き出した。

「ちょ、待っ、これ……!?」

「︽ファイアァァァァブラストォオオオオ︾!!」

　慧慈が目を見張る中、得藻の乙女おとめの羞しゆ恥うちが炎となって石造りの通路を覆おおい尽くした──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　ダンジョンの出現によりもたらされたものに『マナ』がある。

　それはダンジョン内に満ちている目に見えぬエネルギーで、ダンジョンの出入口が地上にも開いたことでそこを通って地上にも溢あふれ、拡かく散さんしていった。

　エネルギーと言ってもマナは点てん火かすれば燃ねん焼しようするわけでもなく、ぶっちゃけ多くの人々には利用どころか認にん識しきも出来ないような代しろ物ものだった。

　──だが一部の魔ま物ものはこのエネルギーを利用する術すべを持っている。

　詠えい唱しよう、或あるいは意い志しの力でマナを変へん容ようさせ、炎ほのおを熾おこしたり稲いな妻ずまを放ったり。まさしく『魔ま法ほう』としか呼びようのない現げん象しようを引き起こす──

　──ただ、その力は、一握りだが人間の中にも有する者たちが確かく認にんされていた。

　マナを認識し、自らの意い志しでマナを変容させ、自じ在ざいに超ちよう常じよう現象を引き起こす人間たち──即すなわち『魔法使い』。もしくは『魔まじ術ゆつ師し』。

　日ひ暮ぐれ坂ざか得藻。彼女もまた、そんな稀け有うな才さい能のうの持ち主の一人だった。




　──慧慈は今、その事実を初めて知ったが。




「得藻、お前は何ど処こで魔法なんか覚えたんだ？」

　引き続きダンジョンを歩きつつ、慧慈は得藻に問い掛ける。

　慧慈の疑問も仕方なかった。魔法は、魔物の側ではどうなのか不ふ明めいだが、人間の側では習しゆう得とくが著いちじるしく制限されている。……考えてみよう。何の特別な道具も用いず、先のような迫はく撃げき砲ほうの如ごとき攻こう撃げきをぶちかませる人間が、一握りだとはいえ無む作さく為いに世に出た場合を。……危険過すぎる。

　だから魔ま法ほうは国家資し格かくを得て、専せん門もんの機き関かんで学習しなければ覚えられないのが基本なのだが──

「ん、ネットで覚えたの。『グラサン先生の誰だれでも使える攻撃魔法講こう座ざ』って所で」

「……物ぶつ騒そうな。ネットって怖こわいな……」

　慧けい慈じが嘆たん息そくする。建たて前まえ的てきには前ぜん述じゆつしたように、魔法は簡単には覚えられないはずだが……何ど処こから漏もれたのか魔法の使い方を詳しよう細さいに紹しよう介かいしているＷｅｂサイトがネットには乱らん立りつしていた。そういう所をソースにしてこっそり魔法を習得している野の良ら魔法使つかいは実のところ多い。……当然犯はん罪ざいであるのだが──

「……まさかそんなのが身み内うちに居るとは……」

　顔を覆おおい絶ぜつ望ぼうを表現する慧慈に、得える藻もは心しん外がいとばかりに頬ほおを膨ふくらませた。

「何よ、わたしの魔法でホブゴブリンたち撃げき破はしてあげたのにっ。お礼れいを言ってもいいくらいだよ！」

「……兄をこんな有あり様さまにしたのにか？」

　半はん眼がんの慧慈から得藻は目を逸そらす。

　──慧慈の身体からだからズボンが無くなっていた。何を隠かくそう、先の得藻の魔法に巻き込まれお尻しりに火が付いたのだ。

「……危うく尻に大火傷おおやけどを負うところだったよ」

　大おお急いそぎでズボンを脱ぬぎ捨てて事こと無なきを得たが、そのままズボンが燃え尽きた結果、慧慈は現在トランクス一いつ丁ちようだった。……プロローグに引き続き、着ちやく実じつに全ぜん裸らへの行こう程ていを進んでいる……。

　ちなみに得藻は残念にもビキニアーマーから元もと々もとのブラウス、ミニギャザースカート姿すがたへと戻っていた。慧慈は必ひつ死しで拝おがみ倒したが、女じよ子し中学生の羞しゆ恥うち心しんは慧慈が思うよりずっと強くて頑かたくなであったようである。──誠まことに残念だ。

「大体、魔法を使えるなら探たん索さくに役立ちそうなものはないのか？　食料を生み出したり、水を呼び出したり。そういうのもあるって聞くぞ？」

「わたしそんな地じ味みなの覚えてないよっ。魔法の基本は火かり力よくだよ」

「妹が大たい艦かん巨きよ砲ほう主しゆ義ぎだった件について、誰だれかに相談したい……」

　急速に残念度どを上げる妹に慧慈は脱だつ力りよくした。

「……ん？」

　そんな彼の耳に微かすかに聞こえる音。

「……水が流れてる？」

　言われて得藻も耳を澄すませた。

「……あ、ほんとに水音が聞こえる。この近くに水みず辺べがあるのかな？」

　得える藻もに問われて慧けい慈じは腕を組んだ。地下水すい脈みやくが入り込んでいるとかで、ダンジョン内に水みず場ばがあるのはそう珍めずらしくない。飲いん用ように適するかは不ふ透とう明めいだが……水も食料も全くない慧慈たちにとって、それを補ほき給ゆう出来るかもしれない可能性せいは捨て置けなかった。

　水音の方へ、慧慈たちは進しん行こう方向を変える。やや進むと──

「──うわ、広い……！」

　得藻が驚きよう嘆たんの声を上げる。

　面積は、もしかしたら慧慈たちの新しい家の敷しき地ちと同じくらいあるかもしれない。それほど広こう大だいな部屋。その半分ほどが水すい没ぼつし、透とう明めい度どの高い水を湛たたえていた。

「その上……木がたくさん生はえてる。水はいいとしても日光は無いはずなのに、何で……？」

　疑問を抱いた慧慈が見上げると、通路のそれよりずっと高い天てん井じようにいくつかの光こう源げんが見える。通路に掲かかげられた青白い篝かが火りびとは色いろ合あいも強さも異なる……太陽光こうに近い性質のように慧慈には感じられた。

「これだけ木があるなら、食べられる実が生なる木もあるんじゃないっ？」

「……どうだろ？　仮にあったとしても、実がちょうど生ってるかも解わからないし──」

　その時響ひびいたパシャンッという音に、慧慈は咄嗟とつさに得藻の手を引き近くの木こ陰かげへ飛び込んだ。

「えっ？　何、お兄にいちゃ──」

「得藻、静かに。……何か居る」

　慧慈の硬い声に得藻も口を噤つぐむ。

　考えてみれば、魔ま物ものたちだって物を食べ、水を飲むはずである。なら水も植物も豊富なこの空間は、魔物たちの餌えさ場ばである可能性せいもあった。そういう場所なら、何かしらの魔物が常じよう駐ちゆうしていても不ふ思し議ぎではない。

「……ここに長なが居いするのはまずいか……？　水だけでも汲くんでおきたいんだけど……」

　居るのがゴブリン程てい度どなら何とか出来るかもしれないが。慧慈はこそっと首を伸ばし、先さき程ほど音がした方を確かく認にんする。そこには──

「──おおっ♪」

「──お兄ちゃん待った!!」

　思わず飛び出そうとした兄の首くび根ねっこを得藻が摑んでつか止める。

　木々の向こう、泉いずみのように溜たまった水に少女が一人浸つかっていた。水面みなもで反射した天井からの光が、幻げん想そう的にその姿すがたを演えん出しゆつする。

　歳としは慧慈と同じくらいだろうか──一糸さえ、纏っていない。白く均きん整せいの取れた裸ら身しんを晒さらし、沐もく浴よくの真まっ最さい中ちゆうであった。

　やや垂たれ目、少し子供っぽい顔かお立だちの美び少女。軽く波打った赤い髪かみが、水に濡ぬれた肢し体たいに薄うす絹ぎぬの如ごとく貼はり付いている。腰から下は水中に沈み見えないが……健康な高校生男だん子しを惑まどわすには充分過すぎる色いろ香かであった。慧けい慈じの鼻はな息いきが壮そう絶ぜつなことになっている。

「ごめん得える藻も。俺おれはもう我が慢まん出来ない！　行くよ、イってくる!!」

「ナニしに行く気!?」

　獣じゆ化うか一歩手て前まえの慧慈を、得藻は幾いく度ども叩たたいて止める。そんな風ふうに騒さわいでいると──

「──誰だれ!?　誰か居るの!?」

　警けい戒かい心しんを露あらわにした赤あか毛げの少女の声が、鋭えい利りに慧慈たちの方へ走った。ピタリと動きを止め顔を見合わせる日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹。

「……得藻。お前のせいでばれたじゃないか」

「今のをわたしのせいにするお兄にいちゃんの面つらの皮かわは厚あつ過すぎるよ！」

　理り不ふ尽じんな慧慈の言い分に得藻が噛かみ付く。

「……とにかく、そんなつもりじゃなかったとはいえ、結果的にノゾキをしてしまったんだ。ここは男らしく素直に謝って許しを請こおう──そしてそれをきっかけに何とか口く説どき落とす」

「……お兄ちゃん、後半欲よく望ぼうが漏もれてる……あ、ちょっと待って──」

　得藻が止める間も無く、慧慈は木こ陰かげから歩み出た。その姿すがたを赤毛の少女へ晒さらす。

「──ひっ……」

「怯おびえないでっ。俺は怪あやしい者じゃない。偶ぐう然ぜん……本当に偶然ここに来たんだ。そしたら君が居て……その、見ちゃってごめん」

　慧慈が誠せい意いを籠こめて頭を下げる。しかし少女の怯おびえの表情は弱まらない。慧慈がさらに言葉を重ねようと一歩前まえに出る。少女の顔に恐きよ怖うふが余よ計けいに刻まれた。

（何な故ぜだ……？　何で警けい戒かいを解いてくれない？　まあ……向こうは全ぜん裸らだから心ここ許ろも無とないのはそうだろうけど。だけど、こうもあからさまに怖おそれを抱かれるなんて──）

「お兄ちゃん……自分の格好かつこ顧かえりみた方がいいよ」

　悩む慧慈へと、背後から得藻のアドバイスが飛んだ。

　改めて慧慈は己おのれの格好を顧みる。それは当然トランクス一丁。パンツだけの少年が言葉巧たくみに少女に迫る……法ほう治ち国家である日に本ほんでは確実に変へん態たい認にん定ていだ。

「なんてことだ……！　得藻、着き替がえは!?　何でもいい、替えの服はないか!?」

「あるのはさっきのビキニアーマーだけだよ」

　トランクス一いつ丁ちようとビキニアーマー……どちらが交こう渉しようの席に相応ふさわしいか慧慈は真剣に検けん討とうする。

「……いや、いっそ敵てき意いが無いことを証しよう明めいする為ために──俺も全裸で対応した方が!!」

「間違い無く交渉が決けつ裂れつするからやめて！」

　得藻のツッコミも空むなしく、慧慈の手が下した着ぎに掛かる。それに赤毛の少女は顔を蒼あおくし──

「いやぁああああああっ!!」

　──彼女の浸つかる水が大きく渦うず巻まいた。

「なっ!?」「えっ!?」

　慧けい慈じたちは驚きよう愕がくを表情に浮かべる。水の流れは明確に自然のそれではない。いや、それ以前に──水中に、何か巨大な影が見えた。

「下がれ得える藻も！　何か……ヤバい!!」

　バックダッシュする慧慈。得藻もそれに続く。

　二人が水みず際ぎわから距離を取った直後──水の中より、人間の頭など一いち撃げきでもぎ取れそうな爪つめが陸地へと突き立った。その爪を支点に、巨きよ大だいな影が水中より引き上げられる。

「……っ!?」「こ……これは……!?」

　絶ぜつ句くする得藻を背に庇かばい、慧慈は赤あか毛げの少女を見上げる。男だん子し高校生として平へい均きん以上の身長の慧慈でさえ、頭が彼女の肩どころか……へその辺りまでにも届かない。

「マジか……」

　と言っても、少女の身体からだ自体はそこまで慧慈とサイズが違っているわけではない。大だい体たい目もく算さんで一六〇と少しくらいかと慧慈は見込んでいた。骨格の大きさも、人間の少女ならば普通の範はん疇ちゆうなのである。

　……問題はそんな少女の身体──上半身とは異なり、下半身があまりに人とは掛け離れた形をしていたということ。

　──犬。一ひと言ことで言えばそれ。身を震わせ茶ちや色いろの毛並みに纏まとった水気を吹き飛ばす仕し草ぐさも、犬のそれと相そう違い無い。……ただ、デカい。体高が慧慈の背とほぼ同じくらいある。当然各パーツも大きく、脚あしは周囲の木々の幹みきほども太く、牙きばの並んだ口は人の胴どうを一ひと噛かみで真まっ二ぷたつにすることさえ出来そうだ。何よりそれが一匹分だけではない。総計六匹。複雑怪かい奇きに融ゆう合ごうし、さらにその背から少女の上じよう半はん身しんを生はやしている……。
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「──『スキュラ』か!?」

　慧けい慈じは、前にネットの魔ま物もの研究サイトで見たそんな名の魔物を思い出した。

　水みず辺べに住まい、その美しい上半身で男を誘ゆう惑わく。近寄ってきたところで水中に隠かくしていた凶きよう悪あくな下か半身を用い襲おそい掛かるという魔物……まさに自分がそんな目に遭あいそうになっていたことを理解し、慧慈は身み震ぶるいする。

　スキュラの下半身の、ハンドボールほどありそうな一二の眼がん球きゆうが赤く燃えて慧慈を睨にらんだ。相当の敵てき意いを感じる。戦うか、逃げるか？　頭に浮かんだ選択肢しに慧慈は正解を模も索さくする──

「くっ……!?」

　が、のんびりと考えている時間は無かった。その巨きよ体たいに似に合あわぬ俊しゆん敏びんさで駆かけたスキュラが、一いつ瞬しゆんで慧慈たちとの距離を詰つめる。咄とつ嗟さに得える藻もを横へ押し飛ばすと、慧慈はそれとは逆方向へ跳んだ。

　──ゴゥッ!!

「……ッ！」

　ぞっとするほどの風圧を巻き起こし、巨きよ大だいな爪つめが慧慈のすぐ脇わきを通過していった。もし直ちよく撃げきすればどうなるか──試す気も起きない。

　慧慈はさらにバックステップし、スキュラと間ま合あいを取る。

　スキュラは──慧慈を追ってきた。得藻よりも慧慈を狙ねらっている。少なくとも自分が倒れるまでは妹が狙われる可能性せいは低い……その点を確かめられて、慧慈は内ない心しん胸を撫なで下ろす。

　──安心ばかりもしていられなかったが。

　今度は犬の顎あごが慧慈を襲おそう。一つ目を紙かみ一ひと重えで躱かわすが、即そく座ざに二つ目の頭が襲しゆう来らいした。それを回かい避ひしても三つ目、四つ目……連れん続ぞく六回攻こう撃げきを避け切るだけで慧慈の体力も精神力りよくも大おお幅はばに削けずり取られる。

　そこに耳に届く微かすかな声。囁ささやくような、謡うたうような……慧慈が視線を上げれば、スキュラの少女型がたの上半身が祈るような仕し草ぐさをしていた。それで思い出す──




　マナを操あやつり魔ま法ほうを繰る魔物の中に、スキュラも名を連ねていたことを。




「︽スプラッシュニードル︾ッ！」

　詠えい唱しようが結ばれた瞬しゆん間かん、スキュラの上半身の前に青い光の二にじ重ゆう円えん。内に複雑な幾き何か学がく的てき模も様ようを宿やどしたそれが弾はじけた途と端たん、水が無む数すうの鋭えい利りな針はりの形けい状じようになって慧慈に降り注そそいだ──

「──︽ファイアウォール︾！」

　ほぼ同時、慧けい慈じの前に炎ほのおが噴ふき上がり、それが一枚の壁となる。猛もう烈れつな熱が触れた水の針を蒸じよう発はつさせ、僅わずかに突とつ破ぱしてきたものも慧慈が身を翻ひるがえして躱かわす。

「お兄にいちゃん、大だい丈じよ夫うぶ!?」

　スキュラの向こうから得える藻もが声を掛けてきた。今の炎の壁は妹の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうだと慧慈は察する。

　が、それは舌した打うちしたい事じ態たいを引き起こした。

　スキュラが視線の先を得藻に変えたのである。それも無む理りからぬこと。スキュラからすれば、パンツ一いつ丁ちようで逃げ惑まどうしかない慧慈より魔法を使う得藻の方がずっと脅きよ威ういに感じられるはずなのだから。

　巨きよ大だいで凶きよう悪あくな六つの犬の顔を向けられ、得藻の喉のどが引き攣つれた音を鳴らした。鋼はがねの如ごとき脚あしに力が溜ためられ、スキュラが得藻に向けて跳ちよう躍やくの姿し勢せいを見せる。

　得藻は、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動けない。

　──慧慈に迷っている暇ひまは無かった。

「──やめろっっ！」

　全身のバネを使えるだけ使い、一ひと足あし先さきに慧慈は跳ぶ。スキュラの下か半身の後部から伸びる、これも犬のそれと酷こく似じした尾へとしがみ付いた。

　それだけで慧慈よりも大きなスキュラの尾は、突とつ如じよ摑まってつかきた慧慈を振り落とそうと左右へ大きく振り回される。落とされてなるかと慧慈は死ぬ気で尾を摑み──離れない慧慈に疲れを覚えたのか、尾の動きが一いつ瞬しゆん鈍にぶった。その機を逃のがさず慧慈は、巨きよ大だい犬けんの背中、そこから生はえるスキュラの上じよう半はん身しん目め掛がけて跳び掛かる。

　空中で拳こぶしを振り被かぶり──その刹せつ那な慧慈は目にした。スキュラの上半身の少女……その覚めるような青い瞳ひとみに涙なみだが溜たまっているのを。

「──あ……！」

　天てん啓けいのように慧慈にある予想が過よぎり──

「怖こわがらないで！　俺おれたちは君を殺しに来たんじゃないから!!」

　慧慈は拳を解とき、巨大犬の背中に膝ひざを突いて少女の両手を握り締めた。

「……えっ？」

　突然跪ひざまずいてそんなことをのたまった慧慈に、スキュラの顔が呆ぼう然ぜんとする。だが、瞳にはまだ怯おびえの光があった。それに慧慈は自身の考えが的まとを射いていると確信する。

「君の仲間は人間に殺されてるんだね？　そのせいで俺たちを見てあんなに怯おびえて……攻こう撃げきを仕掛けてきた。違う？」

　考えてみれば……その可能性は充分にあるのだ。八〇、九〇年代ばかりでなく、今でも各地のダンジョンに人は潜もぐり、その過程で魔ま物ものたちと戦って……それを殺しているのだから。

　思い返せば、このスキュラには最初から慧慈たちへの怯えがあった。戦せん闘とうのきっかけは慧慈がトランクスへ手を掛けたことだが……彼女はそれを慧慈が何か武ぶ器きを取り出そうとしていると勘かん違ちがいしたのかもしれない。

（まあ、確かに取り出そうとしてはいたけどね。男なら誰だれでも腰に提さげてる、この世で一振りの剣を！）

　……閑かん話わき休ゆう題だい。

　何にせよ慧けい慈じは、解わかってもらうべくひたすら言葉を重ねる。

「俺おれたちには君を傷付けたり……怖がらせたりする意い志しは無いんだよ。その証しよ拠うこにほら、俺は何も武ぶ装そうしていないだろ？」

　武装どころか人として最低限の衣類も纏まとっていないのだが……その辺はツッコまないでおくのが優しさだろうか？

　慧慈を未いまだ怯おびえと疑いの目で見つつ、赤あか毛げのスキュラは怖こわ々ごわと口を開く。

「それじゃあ……どうしてこんな所に、人間である貴方あなたが……？」

　引っ越した新しい家に何な故ぜかこのダンジョンに繫つながる穴があって──素す直なおに答えようとした慧慈は、ふと気付いてしまう。……長い睫まつ毛げが飾る瞳はサファイアのような煌きらめき。下がった眦まなじりが柔にゆ和うわな印いん象しようを与え、可か憐れんな唇くちびるは珊さん瑚ごのよう。華きや奢しやな肩は抱き締めたら折れてしまいそうで、胸は……得える藻もを見慣れている慧慈にしてみればやや小こ振ぶりに思えるが形かた良ちよく愛らしい。

（結論──無む茶ちや苦く茶ちや可愛かわいい。好みどストライク）




「──君に逢あいに来た、じゃ、駄だ目めかな？」




　慧慈の口は、さらりとそんな言葉を吐いた。

「……え？」

　目を見開くスキュラへ、慧慈はもっと言葉を続ける。

「こんな可愛かわいい君がダンジョンの中で一人……寂しくしてるのが我が慢まん出来なかった。君と話をしたい。君の声を聞きたい。君の瞳ひとみに見み詰つめてもらいたい……そう考えてたらここまで走ってきていた。俺がここに居るのは、そんな理由」

「え……あ、あの……？」

　真まっ直すぐに瞳を覗のぞき込んでくる慧慈に、困こん惑わくした様よう子すでスキュラが目を逸そらした。けれど、微かすかにその頬ほおが、先まで蒼そう白はくな感じだった顔かお色いろが、桜さくら色いろへ転じているのを慧慈は見み逃のがさない。──理解し、確かく証しようを得る。

（この娘こ……押しに弱いタイプと見た！）

　このまま慧慈が押していけば、きっと落ちる。落とせる！　好きに出来る!!

　慧慈は逸らされたスキュラの顔を再さい度ど自分へ向けさせる。互いの息が掛かるほどの距離から見詰め合い、情じよう熱ねつを籠こめて台詞せりふを紡つむぐ。

「俺は君に触れたい。抱き締めたい──キスをしたい。駄目……かな？」

「っ!?　あ……あたしは……」

「嫌いやなら抵てい抗こうして。顔を逸そらして、俺おれをその腕で押し退のけて。でも、受け入れてくれるのなら……今この目を、逸らさないで」

　囁ささやいて、慧けい慈じはスキュラへ顔を近付ける。目を泳がせるスキュラだが、顔は──逸らされることなく。腕も──慧慈の胸に当てられるもののそれだけだ。やがて観かん念ねんしたようにその瞼まぶたがギュッと閉じられ……。

（行けるっ。行ける行けるイケるっっ!!）

　慧慈が勝利を手にしようとした瞬しゆん間かん──




「──︽フレイムアロー︾」




　飛ひ来らいした炎ほのおの矢が、慧慈の頭に直ちよく撃げきした。

「うわっちゃあっ!!　熱、熱い！　何をするんだ得える藻も!?」

「むしろこっちが何をしてるのって訊ききたいよ！」

　髪かみの一部をアフロにした慧慈が吠ほえると、目を吊つり上げた得藻が咆ほう哮こうを返した。

「というかお兄にいちゃん、相手をちゃんと見なよ！　下か半はん身しん犬いぬだよ!?　そんなのを口く説どくとか……正しよ気うき!?」

「女の子を外がい見けんで差さ別べつするな！　下半身が犬？　それがどうした！　上じよう半身がモロ俺好みなんだよ！　比ひ率りつ的てきに一〇パーセントが美び少女なら俺は愛せる!!」

　ある意味懐ふところが深い男、日ひ暮ぐれ坂ざか慧慈。

「でも、相手は魔ま物ものなんだよ!?　もし食べられでもしたら……どうするの!?」

「あ、そこは大だい丈じよ夫うぶっていうか……さっき思い出したんだけど」

　慧慈がスマホを取り出し、インターネットに接続する。向かうサイトは、例の魔物の研究を行っている所。目的のページを表ひよ示うじさせ、得藻にスマホを放る。

「見てみろ」「……ん？」




『スキュラについての補ほ足そく：この魔物が人間、それも男性を襲おそうのは食料にする為ではない。スキュラという種しゆには女性しか居らず、繁はん殖しよくを行うには他の種族の男性を利用するしかないのだ──』




　いい笑顔で「な？」と言う兄を尻しり目めに、得藻は彼のスマホを水の中へぶん投げた。

「俺のスマホぉぉおおおお!?　え、得藻、お前はなんてことするんだ!!」

「知ったことかぁ！　もう許せない！　変へん態たいのお兄にいちゃんはここで粛しゆく清せいするよ!!」

　……何な故ぜか、兄妹対たい決けつが始まろうとしていた。置いてけぼり状態のスキュラが冷ひや汗あせを垂たらし二人を見み比くらべている。慧けい慈じが拳こぶしを握り、得える藻もの前に炎ほのおが踊り、一いつ触しよく即そく発はつの空気が漂ただよう──その瞬しゆん間かん。




「──あー、喧けん嘩かは駄だ目めじゃぞぉ？」




　──周囲の気温が一気に低下した如ごとき錯さつ覚かくを覚えた。




　慧慈と得藻が揃そろって部屋の入口を見る。そこに──異い様ような影が佇たたずんでいた。

　大きさは慧慈とほぼ同どう程てい度ど。ほんの少しだけ小さいかもしれない。漆しつ黒こくのローブで包まれた身体からだは大まかに人の形をしていたが──人ではあり得ない。その身体に肉は無く、皮も剝がはれ、頭ず骨がいが剝きむ出し。その頭とう部ぶでは虚うつろな眼がん窩かの中に種たね火びのような光が浮かんでいた。全身から炎ほのおのようなオーラが噴ふき上がり、時とき折おり向こう側の景色けしきが透すけて見える……。

（な、何だ？　『アンデッド』？　だけど『幽霊ゴースト』でも、『動く死体リビングデツド』でもない？）

　慧慈は胸の内で分ぶん析せきする。死して甦よみがえった存在──不死なる者アンデツド。ダンジョン内では、そういう死んだはずなのにその後も動いたり周囲に影えい響きようを及ぼしたりする存在が実際に確かく認にんされている。

（ただ、アンデッドは大まかに二つに分ぶん類るいすることが出来るはずだ……）

　肉体を失い霊れい……或あるいは残ざん留りゆ思うし念ねんとでも呼ぶべき形になったいわゆる幽ゆう霊れいの類たぐいと。

　生せい命めい活動を停止したはずの肉にく体たいがそれなのにどうしてか動く……いわゆるゾンビの類たぐいに。

（なのにコイツは……？）

　向こう側が透すけて見える以上、幽ゆう霊れいの一種に思える。だがそれが歩くと、明確な足音がした。……いや、ラップ音等など、音を鳴らす幽霊は確かに居るが……それとは明めい白はくに毛け色いろが違う。足の裏が石いし畳だたみを擦こすり、細かい砂を鳴らす、その音がはっきりと聞こえるのだ。

（肉体があるようなのに、実じつ体たいが無いような？　……待てよ？　さっきのサイトでそんな存在を見たような──）

　──それを思い出して、慧慈に戦せん慄りつが走った。

「──得藻！　俺おれが何とか隙すきを作るから、その間に早く逃げろ!!　スキュラの……ええと」

「マリーです」

「マリーは水の中に潜もぐって、早く!!」

　君に相応ふさわしい綺き麗れいな名前だ……とスキュラのマリーに囁ささやきたいところであったが、その余よ裕ゆうは無い。慧慈は少女二人ふたりを急せかし自身は目前のアンデッドに向かい合う。

（コイツが俺の予想通りなら……ヤバいとか、そんな領りよう域いきの存在じゃない！）

　一いち目もく散さんに逃げるべきだと慧慈の本ほん能のうが警けい鐘しようを鳴らすが、問題は部屋の唯ゆい一いつの出入口にそいつが陣じん取どっていることだった。逃とう走そうする為ためには何をどうしてもそれの脇わきを抜けるしかない。

　その隙を生み出すべく、慧慈は彼かの不ふ死し者しやへと疾しつ走そうする。鋭く──風を裂さく速度で拳こぶしを突き出した。……が。

「…………っ!?」

　手て応ごたえが無い……どころか胸に当たった拳がそのまま背中に突き抜けた。にもかかわらず何も問題無ないようにローブの相手は右手でそんな慧けい慈じの腕を摑つかむ。──途と端たん、一いつ気きに慧慈の全身から力が抜けた。

「あ……？」

（『エナジードレイン』……か？）

　アンデッドの中でも有するものが多い能力。生せい者しやの精せい気きを吸収する力。

（だけど……こんな強力なものは……！）

　その上うえ物理的な攻こう撃げきを無む効こう化かする、半はん分ぶん実体、半分精せい神しんの特とく殊しゆな肉体。慧慈はこれが『あの』アンデッドだと理解する。

　──『リッチ』。僧そう侶りよなら一つの宗しゆう教きようの司しき教よう。魔ま法ほう使つかいならば歴史に名を残すほどの使い手。そんな超ちよう越えつレベルの術じゆつ者しやたちが、禁きん断だんの秘ひじ術ゆつを使ってごく低てい確かく率りつで転てん生せいするというアンデッド。

　最さい強きようのアンデッドとして多くの者が答えるのは『ヴァンパイア』だろう。だがそれは違う。何な故ぜならリッチは、生せい前ぜんの段階でヴァンパイアを凌りよ駕うが出来るような強つわ者ものであることが、転生の第一条じよう件けんであるからだ。

　生せい前ぜんの段階でヴァンパイアを上回る使い手が、アンデッド化することでもう数すう段だん階かい上うえのレベルへ到とう達たつした、ヴァンパイアなど問題にならない最さい強きようの不ふ死しの怪かい物ぶつ──それがリッチ。これを前にすれば、たとえドラゴンでも勝利はおぼつかないという。

（確実に、俺おれたちが勝負になる相手じゃない）

　何な故ぜそんな存在がこのダンジョンに……？　気になる点は多いが、ともかく慧慈は兄として、この危険な存在から得える藻もを逃がさなければならない。幸い、今なら彼かの存在は慧慈へと意い識しきを向けている。その脇わきを駆かけ抜け、この部屋から脱だつ出しゆつ出来るかもしれない。慧慈は得藻に目め配くばせ──しようとして気付く。

　妹の周囲に、紅ぐ蓮れんの色のマナが迸ほとばしっているのを。

「お兄にいちゃんを放せ、この骸がい骨こつ!!」

︽ファイアブラスト︾──凄せい絶ぜつな爆ばく炎えんが一いつ直線にリッチ目め掛がけて突き進む。まさしく炎ほのおの竜りゆうの如ごとく。烈れつ火かは牙きばを剝きむ、黒きローブの姿すがたを呑のみ込もうとして……。

「……おや、この魔法は……うーむ？」

　悩むように顎あごに手を当てたリッチは、無む造ぞう作さに左手を前に翳かざした。それに触れた途と端たん──炎の猛もう竜りゆうは火ひの粉この一つさえ残さず、跡あと形かたも無く掻かき消える。

　慧慈が声も出せずにいる視線の先で、顔面を蒼そう白はくにした得藻が尻しり餅もちをついた。格かくが違う……その言葉の意味を痛いほど噛かみ締める兄妹へと底そこ冷びえする眼がん窩かを向け──




「その魔ま法ほう……わしが教えたものじゃな!?　お主ぬし、このわし『グラサン先生』の弟で子しじゃろ!?」




「「……は？」」

　テンション軽く言ってくる最強アンデッドに、慧けい慈じと得える藻もは揃そろってぽかんと口を開けた。




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「インターネットが繫つながっているだと……このダンジョンの中に!?」

　しかも最さい新しん式のかなりいいパソコンを使っている。最強アンデッドに案内された先の部屋で、慧慈は目を丸くしていた。

　結果から言えばこのリッチ、グランディータという名の存在こそ、ネットを介かいして得藻へと魔法を教えた師しし匠ようその人だった。

「妹の師匠がまさか最強のアンデッドだったとは……」

　世界の妙みように慧慈は遠い目をする。そして当の教え子の得藻はというと──

「しかしネットを介した教え子とこうして顔を合わせる機き会かいが来るとはのう……面おも映はゆいわ」

「もー、先生のんきなこと言って。わたしたちの方は本当に怖こわかったんだからっ」

　気き負おいなくリッチと話していた。相手が何者だろうと、ネットを介した知り合いなら気きご心ころが知れた感じに接することが出来る。ネット世せ代だいの強みかもしれない。

　ちなみにマリーもこのリッチとは元もと々もと知った間あいだ柄がらだったそうだ。

「グランディータさんは外がい見けんは本当に怖こわいですから。反はん応のうが極きよく端たんになったとしてもそれは仕方ないですよ」

　勝かつ手てに盛り上がってグランディータへと殴なぐり掛かった慧慈をそう慰なぐさめてくれたマリー。

（でもごめん。それは逆につらい……）

　顔から火が出そうな慧慈である。

「それで──得藻ちゃんとそのお兄にいさんはどうしてこんなくんだりに居るんじゃ？　そもそもここは、本ほん来らい人間は入ってこられんはずじゃが？」

　グランディータの言いい分ぶんに慧慈と得藻は視線を交わし合った。

「……いや、実は──」

　代表して慧慈が事情を説明する。引ひっ越こした新しい家に、このダンジョンに通じる穴が存在したこと。そこに落ち、現在脱だつ出しゆつの為ためのルートを探している最さい中ちゆうであること……。

　慧慈たちの話を聞いていたグランディータの表情……はよく解わからないが、纏まとっている気け配はいが段だん々だんと険しくなる。

「まさか……そんなことになっとるとは……」

　最さい強きようのはずのアンデッドが頭を抱えた。

「あの……グランディータさん？」

「あー、長いじゃろ？　グラでいい」

「えーと、じゃあ、グラさん？」

　慧けい慈じは躊ちゆう躇ちよしつつグラに問い掛けた。

「結けつ局きよく俺おれたちって、地上に戻れるのか？　地上への出口がもう何ど処こにも無いってことは──」

「そこは心配ないわ。このダンジョンには他にもいくつか出入口があるからのう。あとでその一つまで送ってやろう。……しかし、それらは本来封ふう印いんしておるのじゃが……」

「封印？　それはどういう……というか、実はいくつか気になってたことがあるんだけど……」

　慧慈が指ゆび折おり挙げていく。

「まず、このダンジョンの存在が俺の記き憶おくには一いつ切さい無かったんだけど……もしかして人間側がわは未発見のダンジョンだったりする？」

「その通りじゃ。このダンジョンは人間側には見付からぬよう、細さい心しんの注意を払って隠いん蔽ぺいしてきたものじゃからのう」

「……何でそこまで？　というかニュアンスを聞くに……このダンジョンの出入口を封印して人間側から隠かくしてるのってグラさんがやってるみたいだけど？」

「その通りじゃよ。わしはここの守もり人びとのようなものじゃ。ここを守ることが、彼奴きやつとの約束じゃからのう……」

「彼奴、とは？」

「──魔ま王おう」

　グラの口から出た単たん語ごに、慧慈と得える藻もは息を呑のむ。

「いや、魔王って……その、あの解かい釈しやくでいいのか？　全てのダンジョンを造った……魔ま物ものたちの王っ？」

「……ま、大まかには間違ってはおらんのう」

「実じつ在ざいしてたのか……」

　感かん嘆たんのような驚きよう嘆たんのような顔の慧慈に、グラはさらなる爆ばく弾だん発言を投とう下かする。

「このダンジョンは魔王の玉ぎよ座くざへの最さい短たん、直ちよく通つうのルートなんじゃよ。ここを進んでいったなら、遠からずダンジョンの最さい奥おうに到る……」

　流石さすがにその台詞せりふには、慧慈も得藻も吹き出す。

「ちょ、ええええ!?　それ、いくら何でも俺らに言っていいのか!?　一応グラさん魔物側がわで、俺たちそれと敵てき対たいする人間なんだぞ!?」

「今さらいいんじゃよ。どうせ魔王はもう存在しとらんのじゃから」

　その発言に──慧慈たちは思い出す。

　魔物たちがダンジョンから出なくなったのは、主あるじたる魔王が何者かに倒されたからだという説を。

　しんみりとする慧けい慈じと得える藻も──だが、グラは頭を掻かいて溜ため息いきを吐ついた。

「でも、魔王の力を受け継いだ奴は居るんじゃよなー。あの馬ば鹿かは、またこんな──」

「──え？　いや待った、何か……余よ計けいに問題発はつ言げんが聞こえたぞ!?　魔ま王おうの力を受け継ついだ存在とか……あ、いや、やっぱりいい……」

　聞けば後あと戻もどり出来なくなる予感がひしひしとして慧慈は防ぼう衛えい線せんを張ろうとするが──それは既すでに遅かった。

「悪いがなー、もうお主ぬしらは巻き込まれとるんじゃよ。何せ恐らく……お主らの自じ宅たくとここを繋つなぐ通路を造ったのは、其奴なんじゃから」

　グラの言った内容に慧慈は暫しばし黙もくし──反はん芻すうして、目を白しろ黒くろさせた。

「……え？　つまり魔王の後こう継けい者しやみたいな奴やつが……俺たちの新しい家の押おし入いれに、この迷めい宮きゆうの出入口を作ったってこと？」

「ええ〜!?　何でそんなことするわけっ？」

　得藻の非ひ難なんの声も続く。それに、まるで自分が詫わびるようにグラは頭を下げた。

「実はな……今ダンジョンの中に住まう魔ま物ものは、真まっ二ぷたつに割れておるんじゃよ。わしらみたいに地下で平へい穏おんに暮らしていきたい連れん中ちゆうと、再び地上に出ようとしておる連中に」

「……魔物も一いち枚まい岩いわじゃないってことか？」

　慧慈の確かく認にんにグラは頷うなずく。

「ただ、元々魔王が造ったダンジョンの出入口は、もう結けつ構こうな数が人間に把は握あくされておるからのう。そうではない新しい出入口を、地上へと出たがっておる奴やつらは造って回っておるのじゃ。其そ奴やつらを率ひきいておるのが──さっき話した魔王の力を受け継ついでおる奴なんじゃよ」

「……その内の一つが、俺おれたちの新しい家にも開けられてたってことか……」

　ひとまずそこまでの事情は解わかった。だが、何ともいえぬ不安が慧慈の胸を満たす。

「それはいいんだけど……何でそれを部ぶ外がい者しやの俺たちに話す？　まさかと思うけど──」

「うむ。その魔王の力を受け継いだ者を、お主ぬしたちに止めてほしいのじゃ」

「やっぱりか！」

　慧慈は激しく首を横に振る。

「無む理り無理、いくら何でも！　相手は数多あまた居る魔物たちのボスなんだろ？　一いつ介かいの高校生の俺には荷が重おも過すぎる。中学生の得藻はもっての外だ!!」

「ボスといっても、受け継いでおる魔王の力は一部だけじゃ。元々の魔王ほど桁けた違ちがいの存在ではないわ」

「それにしたって！　……というか、それならグラさんが戦った方がいいんじゃないのか？　曲がりなりにも最さい強きようのアンデッドなんだから」

　慧慈の疑問に、グラは首を横に振って否定をした。

「一部とはいえ魔ま王おうの力を受け継いだ存在には、わしでは勝てんのじゃよ。いや、全ての魔物は勝てん。勝てる可能性せいがあるのは……人間だけじゃ」

「……？　それはどういう──」

　それには答えず、グラは改めて慧けい慈じと得える藻もの顔を見る。

「とにかくじゃ。こうして知り合ったのも何かの縁えん。わしらに力を貸してくれんかのう？」

「そうは言われても……」

　慧慈の顔はお世せ辞じにも乗り気ではなかった。それにグラがやれやれと肩をすくめると──何か気き合あいを籠こめる。

「ふぉぉおおおおおおおおっっ……！」

「……おい、グラさん一いつ体たい何を──って、うぉおおおおおおおおっっ……!?」

　慧慈が身を乗り出した。




　──白しろ銀がねの髪かみは襟えり足あしくらいで、妖よう艶えんな白い項うなじが男の目を攫さらう。




　──はっきりとした目め鼻はな立だちは街まちを歩けば男が次々に振り返るだろう。悪戯いたずらっぽく輝く真しん紅くの瞳ひとみが、妖あやしく細められていた。




　──黒のイブニングドレスに包まれた肢し体たいは、モデルと見み紛まごう完成されたラインを描く。特に乳ち房ぶさなど半分ほど布ぬの地じから零こぼれ、魅み惑わく的てきな白い半はん球きゆうを晒さらしていた。




　──年ねん齢れい二〇代だいほど。大人おとなの魅みり力よく満まん載さいの絶ぜつ世せいの美び女じよがそこには居た。




「──わし、気き合あい入れるとこの通り受じゆ肉にく出来るんじゃが」

「……先生、女の人だったんだ」

　呆ぼう然ぜんとする得藻はさておき、グラは前まえ屈かがみの姿し勢せいで慧慈の顔を覗のぞき込んできた。

「……わしの頼み、やっぱり聞いてはもらえぬかのう？」

「それは……その……」

　慧慈の目は眉まゆ尻じりを下げたグラの顔と、豊ほう満まんなその乳房とをちらちら往おう復ふくする。

（うん……得藻よりデカいっ）

　柔やわらかそうで……とっても美お味いしそうだ！

　しかも、先せん端たん部に黒く薄い布地を押し上げるぽっちが見える。

（ノーブラだと……破はか壊いり力よく抜ばつ群ぐんだぜ!!）

　トランクス一いつ丁ちようの慧慈、元気になりゆく己おのれの一部分を隠かくす為ために必ひつ死しである。

　グラはそんな慧慈ににこぉと微笑ほほえんで、その言葉を口にした。
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「お願い聞いてくれたら……おっぱい揉もませてやってもいいんじゃが──」

「──是ぜ非ひ、やらせて頂いただきますっっ!!」

　胸を左右から寄せ谷間を強きよう調ちようするグラに、先までとは打って変わって慧けい慈じは嬉き々きとして了りよう承しようした。……それを半はん眼がんで見つつ、得える藻もは一ひと言こと。

「……お兄にいちゃん、とりあえず鼻はな血ぢ拭ふこうか」




　これが始まりだった。

　慧慈と得藻。そしてこれから先さき出会う二人の仲間たち。

　彼らのダンジョンを巡めぐる壮そう大だいな探たん索さく記きの──








[image: 第二話　そして我が家もダンジョンに!?]







　ご近きん所じよ共きよう有ゆうのゴミ捨て場前まえで──

　──ミュィィイイイイン……ッ！

　マンホールの蓋ふたが輝いた。紫むらさき色いろの光が複雑な幾き何か学がく的てき模も様ようを描き出し、それに包まれた鉄の蓋が浮き上がって横へずれる。本来なら下げ水すい道どうへと繋つながっているはずのそこは……古こ代だいの遺い跡せき染じみた石いし造づくりの縦たて穴あなを覗のぞかせた。人ひと一人ひとり通るのがやっとのそこから、アイドル顔かお負まけの美び形けいの少年がひょっこり顔を出す。

「──おお……懐なつかしき地上だ！」

　少年が高校生くらいの歳としにしては高めの痩そう躯くを穴から引きずり出すと、続けて猫ねこを思わせる顔かお立だちの、こちらもアイドル顔負けの美び少女が穴から顔を出す。長く艶つややか、左右で一ひと房ふさずつだけポニーテイルにされた髪かみをぴょこぴょこ揺らして周囲を観察した。そんな少女の可愛かわいらしい仕し草ぐさに微笑ほほえみながら、少年は手を差し伸べ、中学生くらいの彼女の細ほそ身みを穴から引っ張り出そうとする──

「う〜ん……他はいいけど胸が引っ掛かるよぅ……」

「……今、潜せん在ざい的てきな敵を多た数すう作ったぞ、得える藻も」

　少年は少女──己おのれの妹、日ひ暮ぐれ坂ざか得藻に戦せん慄りつの表情を向ける。そんな二人を、近くの塀へいの上でゲル状の生物スライムだけが見ていた。

　剣と魔ま法ほう、そして魔ま物ものが混在する現代日本。

　少年、日暮坂慧けい慈じと得藻の兄妹は、本ほん日じつ昼前、引ひっ越こしてきたばかりの新たな自じ宅たくから、その地下に広がっていた迷めい宮きゆう──魔物がひしめく『ダンジョン』へと迷い込んでしまった。それから実に数すう時間の彷ほう徨こうを経て、今ようやく地上へご帰き還かんである。そこに到るまでの苦く難なんを示すように、二人とも服が薄うす汚よごれていた。というか慧慈に到っては、元もと々もと着ていた服はダンジョン内で失われており、今いま着ている服は貰もらい物なのである。

　空には既すでに星が瞬またたきつつあった。結けつ構こうな時間を地下で過ごしてしまったことを、日暮坂兄妹は改めて自覚する。

「参まいったな。荷物の整理、全ぜん然ぜん終わってないのに……。今こん夜や寝る場所、確かく保ほ出来るかな……？」

「そんなことより、きっとお父とうさんもお母かあさんも心配してるよ。早く帰ろ、お兄にいちゃん」

「そうだな、得藻。それじゃ、グラさん。また近い内に」

　妹に促うながされ、慧慈は自分たちが出てきた穴を振り返る。そこからローブ姿すがたの骸がい骨こつが、フードを被かぶった顔だけ覗かせていた。眼がん窩かの奥に燐りん光こうを灯ともらせたそれは、やけに人にん間げん臭くさい仕し草ぐさで手を振ってくる。

「おお、その時は期待しておるからのぅ。得藻ちゃんもまたなー」

「先生、おやすみなさい」

　顔は怖こわい……というか明確に人じん外がいだが、二人は物もの怖おじせず挨あい拶さつした。骸骨も気さくに返し、穴の中に消える。再び金きん属ぞくの蓋ふたが穴を塞ふさいだのを確かく認にんして、慧慈と得藻は自じ宅たくへと歩き出した。慧けい慈じの記き憶おくでは一分以い内ないの道みち程のりである。

（本当に、今日きようは色々なことがあった……）

　得藻と並んで歩きながら、慧慈は今日あった出来事を反はん芻すうする。

　新しん住居に不ふ法ほう侵しん入にゆうしていた小こ鬼おにのような魔ま物もの──ゴブリンを発見したと思ったら、押し入れにダンジョンへの入口を見付け……そこに得藻と一いつ緒しよに転てん落らくして戻れなくなった。その後あと大型のゴブリン、ホブゴブリンに追い回され、それを片付けたと思ったら、少女の上じよう半はん身しんと巨きよ大だいな犬の下か半身を併あわせ持つ怪かい物ぶつ、スキュラと遭そう遇ぐうし大おお立だち回りを演じることになり……

（とはいえ彼女、マリーは可愛かわいかったな……）

「……何をどう間違ったのか、そのスキュラのマリーさんを口く説どき落とそうとしたんだよね、お兄にいちゃんは」

「……得える藻も、どうして俺おれの心を読める!?」

「読めるっていうか、口に出して喋しやべってたよ、お兄ちゃん」

　妹の指し摘てきに、慧慈はアウチッという顔をした。

　ともかくそうしてマリーと親しん交こうを深めた直後、先さき程ほどまで一いつ緒しよに居た骸がい骨こつ──グランディータと出会い……紆う余よ曲きよく折せつを経て二人はとある『頼みごと』をされてしまったのである。

「……まあ、その件については家に帰ってから改めて相談しよう。空くう腹ふくも限げん界かいだから、早く家に帰りたい……」

「今夜のご飯はん何かなー？」

「引っ越し初日だし、蕎そ麦ばじゃないか──」

　そうやって話しつつ歩いていたが……二人はしばらくして立ち止まる。顔を見合わせた。

「……なあ、得藻。俺たちさっきのゴミ捨て場からどのくらい歩いたっけ？」

「……少なくとも一分はとっくに過ぎてるはずだけど……」

「……だよな。じゃあ、やっぱりうっかり通り過ぎたかな……？」

　辺りも暗い上に土と地ち勘かんもまだ無いせいだろうか、慧慈たちは自宅を通り過ぎてしまったようだ。肩をすくめ、慧慈は回れ右して歩き出す。そのまま暫しばしまた歩き──

「……なあ得藻」

「何、お兄ちゃん？」

「俺、この辺には新しん居きよの下した見みの時に一度来きてるし、今日引っ越してきてからもある程てい度ど周囲を見て回る機き会かいがあったんだけど……」

「……うん」

「……あんな家、この辺りにあったか？」

　慧慈が前方を指ゆび差さす。一ひと言ことで言って──巨大。敷しき地ちが大だい体たい千平へい方ほうメートル強くらい。そこに、そのなかなかの土地面めん積せきさえも狭く感じさせる超ちよう大型の建けん造ぞう物ぶつが建っている。一いつ見けんして城しろか、或あるいは塔とうか。とにかくこんな閑かん静せいな住宅街がいには似に合あわぬことこの上ない。周囲の家の住人たちも物もの珍めずらしそうに周りを囲んでいる。

「……お兄にいちゃん、気が付いてる？」

　何が？　──とは慧けい慈じも訊きかなかった。妹が指し摘てきしたいことは、彼もとっくに察している。

　問題の超ちよう大型建けん造ぞう物ぶつ。外がい観かんがヨーロピアン調ちようで何ど処ことなく見み覚おぼえがあった。その周辺の家々も、慧慈には何となく記き憶おくにある。……けれど、それでも認め難いことはあるわけで……。

「……得える藻も。ひとまずもっと近付こう……」

「……うん……」

　兄妹はこそこそと、件くだんの建築物の周囲に詰め掛けている野や次じ馬うまの群れに紛まぎれ込んだ。慎しん重ちように人々を掻かき分けて、その最さい前ぜん列れつまで出る。

　──認めたくなかった事実に直面して、慧慈と得藻は揃そろって天を仰あおいだ。

　眼がん前ぜんの巨きよ大だい建造物。その前に些いささか不ふ釣つり合いな日に本ほんの一いつ般ぱん住宅風ふうの門もん柱ちゆうがあった。……個人情報保ほ護ごの観かん点てんから掲かかげなくなった家庭も多いと聞くが、そこにはその例に漏もれて表ひよう札さつが存在する。明めい記きされているのは次の文字──




			　──『Ｈｉｇｕｒｅｚａｋａ』




（（ここ──自う宅ちだぁぁああああああっっ!!））

　ご近所の目を気にし、絶ぜつ叫きようは胸きよう中ちゆうだけで完かん了りようさせる慧慈と得藻。大おお慌あわてで人の群れから抜け出した二人は近くの角かどまで走り──そこに潜もぐり込むなり額ひたいを突き合わせた。

「おおおおお兄ちゃん!?　あれ、どういうことだと思う!?」

「落ち着け、得藻。多た分ぶんお前も同じ連れん想そうをしたと思うけど……俺はどう考えてもあれだと思う。お前もさっきまで実際にダンジョンに潜もぐってたんだ。感覚的に……解わかるだろ？」

　慧慈の問いに得藻もコクコク頷うなずく。どうしてそんなことになっているのか、慧慈たちが地下に落ちている間に何があったのか、一いつ切さい情報が無いが……そのことだけは確かく信しん出来た。




　──我が家がダンジョンになっている！




「これは、また近い内にとか言ってる場合じゃないな……。行くぞ、得藻っ」

「先生、まだ近くに居てくれるといいけどっ」

　兄妹は、先せん刻こく出てきたばかりのダンジョンの出口へと全ぜん速力で駆かけ戻った──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──というわけでっ。グラさん、推すい測そくお願いします！」

「……うーむ……」

　ご近きん所じよ共有のゴミ捨て場の前、マンホールに擬ぎ装そうされた入口からダンジョン内へ舞い戻った慧けい慈じと得える藻もは、幸いなことにまだ付近を歩いていたグランディータを捉つかまえた。そのまま事情を説明し、助じよ力りよくを願ったのである。

　ダンジョン内のグランディータの私室。地下迷めい宮きゆうの中にもかかわらず最さい新しん式しき高こう性せい能のうパソコンとネット環かん境きようが完備されたそこで、兄妹は骸がい骨こつと向かい合う。

　グランディータ……グラは『リッチ』。最さい強きようの魔ま物ものの名を欲しいままにするドラゴンでさえも、時として戦せん闘とうを避さけるという『最強の不ふ死し者しや』だ。本来なら、一いつ介かいの人間に過ぎない慧慈たちがこうも簡単に助けを求められる相手ではないのだが──

　理由は二つ。この最強アンデッドが何の因いん果がかネットを介かいした得藻の『魔ま法ほうの師しし匠よう』であること。

　そしてもう一つは、慧慈たちの自じ宅たくがあんな有あり様さまになった原因が、恐らくグラが慧慈たちにした『頼みごと』と関わっているであろうことから──

（というか、原因はそれしか考えられないっ）

　慧慈、得藻からの視線を浴び、グラは改めてあの『頼みごと』について口を開く。

「慧慈君くん、得藻ちゃん、わしが二人に頼みたいと言ったこと、憶おぼえておるかのう？」

「このダンジョンには魔王の力を受け継いだ奴が居る。そして、そいつはかつてのように魔物を地上に侵出させたいと考えている」

　魔物は、今でこそ地上にはほぼ現れることが無いが、八〇年から九〇年代だい……ダンジョンがこの世に現れ始めた当とう初しよは、ダンジョン内から地上に溢あふれて人じん類るい社会を恐きよ怖うふに叩たたき落としたという。慧慈がグラから聞いたのは、それを再び目論もくろんでいる者が居るということだ。

「先生みたいな地下で平へい穏おんに暮らしていきたい魔物たちは、それが嫌いやなんだよね？　だから、わたしたちにその魔ま王おうの力を受け継ついだ相手を止めてほしいって」

　続けて返す得藻に、グラは頷うなずいた。

　世界中じゆうに数多あまたのダンジョンを生み出し、全ての魔物を統すべていたという存在、『魔王』。グラに聞いた話では、この慧慈たちの自じ宅たくに通じたダンジョンは、あらゆるダンジョンの最さい深しん部ぶに当たる『魔王の玉ぎよ座くざ』への最さい短たんルートなのだという。

　その魔王自じ身しんはもうこの世に居ないらしいが……代わりにこのダンジョンには、その魔王の力を受け継いだ存在が居り、このダンジョンに住まう魔物の半はん数すう……地上侵しん出しゆつを未いまだ狙ねらう連れん中ちゆうを纏まとめているのだそうな。

　慧けい慈じたちがグラから頼まれたこととは、その魔ま王おうの力を受け継ついだ存在を止めることで……即すなわち勇ゆう者しやの真ま似ね事ごとである。

「──話を本ほん題だいに戻すけど。俺おれたちは俺たちの自じ宅たくをダンジョンに変えたのは、その魔王の力を受け継いだ奴やつ……少なくともそれの関係者だと睨にらんでるんだ……」

「間違い無くそうじゃろうな」

　あっさり答えをくれたグラに、慧慈は溜ため息いきを吐つきつつ頭を掻かいた。

「……やっぱりかぁ〜〜。何でこんなことに？　一日と経たたない間に、俺たちの家で何があったんだ？」

「……もしかしたら、彼奴きやつがお主ぬしらの家に出口を造ったのは偶ぐう然ぜんではなかったのかものう……」

　グラの漏もらした予よ測そくに、日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。得える藻もが問い掛ける。

「……先生、それ、どういうこと？」

「……そこは説明しとくべきじゃな。慧慈君くん、得藻ちゃん、わしが魔王の力を受け継いだ奴を止める為ために何で二人に助じよ力りよくを願ったか……まだ説明しておらんかったな？」

「……人間じゃなきゃ勝てない、とは聞いてるけど」

「正確には、人間なら勝てる可能性がある、だよね？」

　慧慈が述べた内容を得藻が訂てい正せい。昼間にグラから聞いたことは、概おおむねそれで間違いなかった。

「何な故ぜ人間でなければ勝てる可能性が無いのか？　それを説明するには──魔王が元々人間であったことを教えねばならんの」

「「──はあっ!?」」

　いきなり予想外がいのことを言われ、慧慈と得藻は目を剝いたむ。

「魔王が……人間!?　いやでも、魔王って魔ま物ものの王だって……!?」

「あー、一から説明するから落ち着くんじゃ」

　詰め寄る慧慈をなだめ、グラは少しの間沈ちん黙もくする。何ど処こから説明するか考えているらしい。

「そうじゃな……。なあ二人とも、ダンジョンはどういう風ふうにして造つくられたと思うかの？」

「どういう風にって……？」

　話の前後が続いていないような気もするが、実際はそれを知らねば話が進まないのだろう。慧慈は暫しばし黙もつ考こうし……予想を口にする。

「……ある日突とつ然ぜん地上に口を開けたんだから、その日のかなり前から地下でせっせと魔物たちが穴を掘って造ってたんじゃないかな？」

「わたしもそう思う」

　兄の推すい測そくに得藻も同どう意いする。しかしグラは首を横に振った。

「違うんじゃ。順序が逆なんじゃよ。地下から掘られたものではない。ダンジョンは、地下へ向けて地上から掘られたものなんじゃ」

「地下へ、向けて……？」

　首を捻ひねる慧けい慈じに、グラは人ひと差さし指ゆびを真ま下したへと向けた。

「──『熱き混こん沌とん』」

　遥はるか下の『何か』を指差し、グラが告げる。

「この世界の地下の奥深く──本当の底の底に、そう呼ばれる膨ぼう大だいな力の塊かたまりがある。魔ま王おうとは、その『熱き混沌』へアクセスして力を引き出すことが出来る特とく異い能力者しやのことを指すのじゃよ」

「ちょ、ちょっと待った……!?」

　慧慈は手のひらを掲かかげてグラを一いつ旦たん制する。……何か話が壮そう大だいになって、理解が追い付かずにいた。隣となりで得える藻もも目を丸くしている。

「……い、色々真しん偽ぎを問いたいけど……解わかった。とりあえずそういう世界の秘ひ密みつがあるってことは理解する。……理解したつもりになる」

「……ま、深く考えんでもええぞ。現状では、その辺のことはあまり関係無ないからの」

　こめかみを揉もみほぐす慧慈にそう声を掛け、グラは話を続行する。

「魔王──『熱き混沌』から力を引き出すことが出来る能力者が前ぜん世せい紀き、八〇年から九〇年ねん代だいに掛けて爆ばく発はつ的に現れてのう。彼らはより強大な力を求めて『熱き混沌』に直接接せつ触しよくしようと目論もくろんだのじゃ。その時とき彼らがこぞって造った『熱き混沌』へと到ろうとする道が……今いま現在ダンジョンと呼ばれておる地下迷めい宮きゆうなんじゃよ」

　さらなるツッコミどころ満まん載さいの設定に、慧慈は壁に頭をぶつけた。

「ちょっと……待てぇええ!?　え、何？　その言い分だと……魔王って一人じゃないのか!?」

「わしは一人だけと言った覚えは無いぞ？」

「……確かに俺おれも言われた覚えは無いけど」

　慧慈は深しん呼吸し、一いち度ど情報を吟ぎん味みする。

（世界中じゆうに突とつ如じよとして、しかも無む数すうに出現したダンジョン。ある場所も無む秩ちつ序じよで、内部の構こう造ぞうも多た様よう性せいに富んでいる……。それらがただ一人の存在に造られたんじゃなく、同じ目的を持つ複数の存在にほぼ同時期に造られたのなら──うん、確かに色々と辻つじ褄つまが合う……）

「──ＯＫ、了りよう解かいした。グラさんの言ってるのが真実だと信じよう……」

「話が早くて助かるの。得藻ちゃんも、理解はしてくれたかのう？」

「……んー。先生が嘘うそを吐ついてるとも思えないし。それに、ぶっちゃけそれが嘘だろうと本当だろうと、わたしたちにはあまり関係無いとも思うから」

「ある意味お前、肝きもが太いよな……」

　妹の胆たん力りよくに少々感かん心しんする慧慈。とにかく話を続けることになった。

「魔王たちがそれぞれ『熱き混沌』を目め指ざし、ダンジョンを造っていった……それはつまりは競争じゃ。しかもルール無用。当然のことじゃが、他の魔王を妨ぼう害がいしようとする者も出てくる。──そんな他の魔王への妨害、或あるいはその妨害への防ぼう御ぎよ手段として魔王たちが生み出したのが、現在魔ま物ものと呼ばれておる生き物たちじゃ。まあ、中には何かの拍ひよ子うしにダンジョンへと入り込んで、そこに満ちる魔ま王おうの力の影えい響きようを受けて、通つう常じようの生物が魔ま物ものに変化した例もあるがのう」

「？　魔物がそういう目的で生み出されたなら、何で魔物たちはかつて地上を……人間の社会を襲おそったんだ？」

　魔物が魔王同どう士しの戦いの為ために生まれたのなら、それに関わりの無いはずの一いつ般ぱん人じんを襲おそう理由は本当なら無いはずだ。

「当時の魔王たちは……まあ常にダンジョン内に籠こもっておる者も居るには居ったが、大だい多た数すうは魔王であることを隠かくして、人間としての生活も維い持じしておったからのう。そういう者たちを炙あぶり出す為ために強ごう引いんな手段を選ぶ魔王も……結けつ構こうな数居おったんじゃよ。恥はずかしながらな」

「つまり当時の人たちって……その魔王同どう士しの勝かつ手てな戦いに巻き込まれただけだったのか!?」

　それで壊かい滅めつした都市もあるのだから……無む茶ちや苦く茶ちやな話である。

　自分たちに直接関かかわりは無いが憤いきどおりを感じる慧けい慈じ。得える藻もも憮ぶ然ぜんとした顔をしていた。

「……ま、そんな感じで魔王たちの競争が過か熱ねつしておったんじゃが──とうとう一人の魔王が『熱き混こん沌とん』まで到とう達たつした。其そ奴やつは魔王の中では比ひ較かく的マシな性格でのう。魔王同どう士しの争いに一般人が巻き込まれるのを嫌きらって、他の魔王からその能力を取り上げたんじゃ。魔王の力の大おお本もとである『熱き混沌』を手しゆ中ちゆうにしておった身じゃから、それも可能だったんじゃよ」

「ああ──そして魔王が一人だけになったら、魔王同士の戦いの為に地上へ出てきていた魔物たちも、地上に出てくる必要は無くなるわけか。必然的に今みたいな状況になるんだ……」

　地上から魔物がほぼ消え、事情を知らない者たちにとってはただ広こう大だいで、時として危険でもある建けん造ぞう物ぶつとしてのダンジョンが残る。そしてそれの調査の為、冒ぼう険けん者しゃたちが日々地下迷めい宮きゆうに潜もぐるような日常となると──

「……あれ？　でもそれだと、グラさんたちとは逆のもう半分の魔物たちは、何で再び地上へ出ようとしてるんだ……？」

　もう魔物たちには地上に出る理由は無いはずなのに。慧慈が提てい示じした疑問に、グラは端たん的てきに答えた。

「──魔物は本ほん能のう的に魔王を求めるんじゃよ」

「魔王を求める……？」

「わしやマリーのように、それを克こく服ふくしておる魔物も今は少なくないんじゃがな。まあマリーの場合、魔王を求める本能より人を恐れる感情の方が強いという側そく面めんもあるがの……。ただ、地上への再侵しん出しゆつを望んでおる魔物たちはそうではない──というか、それを克服出来ておらん魔物たちを中心にあちらの勢力は形かたち作づくられたと言った方がいいのう」

　困った様よう子すで頬ほおを掻かくグラは、出来の悪い弟や妹のことを話しているような感じだった。

「それは子供が親を求めたり、もっと根も葉もない言い方をすれば男が女を求めたりする感覚に近いんじゃが……元がん来らい魔王に造られ、それに従うように設せつ定ていされておる魔物たちは、魔王の存在がそのパーソナリティに深く根付いておる。そして、世界中の魔物たちは最後の魔王さえも失って久しい。言ってしまえば……中学、高校と女子が一人も居らん男子校に押し込められておった思しし春ゆん期きの男と同じじゃ。そうなれば……どうなると思う？」

「ああ〜、はいはい。つまりそういうこと」

　慧けい慈じ超ちよう納なつ得とく。得える藻もの方は若じやつ干かん理解し難そうであったが……それは彼女がまだ中学生で、その上うえ女子であるからだろう。

（中高と男子校こうで過ごせば……意い地じでも大学は可愛かわいい女の子がいっぱい居る所に入って、最高のキャンパスライフを送りたいと思うよな）

　そんな感じなのだろうと納得し掛け──

「ん？　いや、魔ま物ものが魔ま王おうを求める理由は理解したけど。それが再び地上へ出ようとすることとどう繋つながるんだ？」

「……あ。もしかして──」

　首を傾かしげる慧慈と異なり、得藻は何かに気が付いたようだ。

「……得藻ちゃんは解わかったようじゃな。そう、最後の魔王は確かに八〇、九〇年ねん代だい当時の魔王たちからその力を奪うばったが……当時まだ未覚醒だったり、そもそもまだ生まれておらんかった魔王たちの力までは奪えておらんのじゃ。じゃから、地上にはまだ潜せん在ざい的てきな魔王たちが無む数すうに存在しておると考えられる──」

「要するに、地上に行きたがっている魔物たちは、そういう魔王を見付けて自分たちの新しい支配者になってもらうつもりなんだね？」

　得藻の確かく認にんにグラは頷うなずいた。

「じゃが、そうやって新たに選ばれた魔王が、最後の魔王のようにマシな性格をしておるとは限らんからのう。下へ手たをすれば、八〇年代から九〇年代に起きた大だい混乱の再さい現げんも起き兼かねん」

　新たに魔物たちを統すべた魔王が、例えば世界征せい服ふくを企たくらむような輩やからだったら……再び人にん間げん社会を魔物が襲おそう事じ態たいになり兼ねない。もしもそうなれば、今度こそ人類は全ぜん魔物を殲せん滅めつし、さらにはダンジョンすら葬ほうむろうとするだろう。それは、グラたち平へい穏おんを望む魔物たちには看かん過かすることが出来ない事態のはずだ。

「確かにそれは……笑えないな」

　グラがそれを止めようとするのも良く解る。慧慈も色々腑ふに落ちて首しゆ肯こうした。

「で、じゃ。二人の自宅にダンジョンの出口が造られたことが偶ぐう然ぜんでないのではと言ったのは……お主ぬしらの家族に魔王が、その才さい能のうがある者が居るのではないのかと睨にらんだからじゃ」

　グラの指し摘てきに慧慈と得藻は見み詰つめ合う。

「……家がああなった時、ダンジョンに居た俺おれたちはそれから外していいかな……？」

「だとすると……お父とうさんかお母かあさん？」

　両親のどちらか、もしかすれば両方が魔王。複雑な子供心ごころが二人の表情にありありと浮かぶ。

「……まあ、それはさておき。俺たちの新しん居きよがあんな有あり様さまになったのは、俺たちがダンジョンに落ちてさ迷っている間に、その魔ま王おうを求める魔ま物ものたちが侵しん入にゆうして……何かをやらかしたって可能性せいが高いわけだ……」

「う〜……お父とうさんとお母かあさんが心配だよ……」

　慧けい慈じと得える藻もの表情は暗い。命があってこそのものとして、自じ宅たくは最さい悪あく諦あきらめるのも致いたし方かたなしとしても……両親がどうなったのか不ふ明めいの現状では嫌いやな予よ感かんが胸に降り積もる……。

「……乗り掛かった船じゃな。いや、むしろ、わしが二人を船に乗せてしまったのかものう。慧慈君、得藻ちゃん。わしもご両親の捜そう索さくに力を貸させてもらうぞ」

　兄妹を励はげます風ふうに、グラは胸を叩たたいてみせた。




　ひとまずの目的──ダンジョン化した自宅へ潜せん入にゆうし、両親の安あん否ぴの確かく認にん。可能なら救きゆう出しゆつする。

　その方針に則のつとった上で慧慈たちがまずせねばならないことは──

「装そう備びを整えることじゃな」

　グラの主張に日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹も反はん論ろんは無い。

「というか、今日きようの昼間はその『装備が無い』ことが多た大だいな苦労に繋つながったわけだし……」

「武ぶ器きも防ぼう具ぐも、水も食べ物も無かったもんね」

　嘆たん息そくする慧慈に得藻も同どう調ちようする。

　そんな二人をグラが案内したのは、地下迷めい宮きゆうの一角にある──まさに宝物庫であった。

「おおっ!?」「ふわぁぁ……!?」

　慧慈も得藻も感かん嘆たんを漏もらす。壁かべ一面、床ゆか一面に並べられたのは無む数すうの煌きらびやかな武ぶ具ぐ。剣は一いつ見けんして業わざ物ものと解わかる物ばかり。鎧よろいもそんな業物の一いち撃げきに耐え切りそうな力強さをこれでもかと発はつ散さんしていた。

「これだけの武具を……グラさん、どうしたんだ!?」

「わしに挑いどんでぶっ倒された者たちから奪うばった品じゃよー」

「「…………」」

　……いきなり部屋の雰ふん囲い気きが血ち生なま臭ぐさくなった。目の前のこの骸がい骨こつが最さい強きようのアンデッドであるということを改めて実じつ感かんする。

「この中から二人に合う物を見みつ繕くろってやろう。ま、わしからの餞せん別べつじゃ」

「……結けつ構こう高そうな物もあるけど……いいの？」

「その服貰もらっといて今さらじゃろ？　わし自身には使えん物も多いし、遠えん慮りよするでない」

　気き後おくれする慧慈を尻しり目めに、グラは武具の山をポイポイ掘り起こし……やがて慧慈たちの武ぶ装そうは完かん了りようした。

「これは……何か凄すごいな」

　慧慈は、胸むね当あて、肩かた当て、腰こし当て、膝ひざ当て、籠こ手てからなる部分鎧よろい群ぐん。強度の高そうな板ばん金きんにより作られたそれらは、しかし装そう着ちやく者しやの動きを妨さまたげぬよう工く夫ふうされており、なおかつ見た目と反してかなり軽い。防ぼう御ぎよと機き動どう性を見事に両りよう立りつさせていた。

「左右非ひ対たい称しようのデザインも、結けつ構こうカッコいいな。剣も……うん、バランスが良くて使い易やすい」

　手にした武ぶ器きはシンプルな形けい状じようの長ちよう剣けんであるが、拵こしらえは地じ味みでもれっきとした業わざ物ものであるのが曇り無き刃やいばの輝きから見て取れる。

「何かいきなり強くなった気がするよっ」

　得える藻もの方はつば広ひろの三さん角かく帽ぼう子しとローブだった。ローブの裾すそや袖そで口ぐちは羽を思わせる独どく特とくの形状のフリルで飾られており、縁ふち取どりのデザインにもその影えい響きようが見られる。握る彼女の身長ほどもある杖つえも、舞い踊る鳥の翼つばさ、或あるいは渦うず巻まく炎ほのおを感じさせる意いし匠ようで……何ど処こかフェニックス──不ふ死しなる炎ほのおの鳥のイメージを想そう起きさせた。

　最近の若い女性魔ま法ほう使つかいたちは、もういっそ『魔法少女』と呼んだ方がいいようなひらひらキラキラ見た目重じゆ視うしの衣いし装ようを好む傾向が強いが……得藻のそれはそこまで派は手でではなく、また縫ほう製せいも最さい大だい限げんにしっかりとしており、『実じつ戦せん』をはっきりと意い識しきして作られていることが一ひと目めで解わかる。

　どちらも華か美び過ぎず、武ぶ骨こつ過ぎず、実じつ用よう性とファッション性を高こう次元で同居させた冒ぼう険けん者しやの為ための見事なコーディネートであった。

　そんな日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹の隣となりで、白しろ銀がねの髪かみの妖よう艶えんな美び女じよが額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。受じゆ肉にくし、生せい前ぜんの姿すがたを取り戻したグラだ。気き合あいが入りまくるとこうなる彼女。どれだけ根こん性じようを入れて選んだのか物語っている。

「あとはこれに、治ちり療よう用ようの薬や携けい帯たい食料、探たん索さくに役立ちそうな各種アイテムを揃そろえれば万ばん全ぜんとなるじゃろう。それらは別の倉そう庫こにあるから、そっちに移動するかのう──」

「──あ。そういえばグラさん、さっきは訊ききそびれたんだけど……」

　宝ほう物もつ庫こを出たグラに付いていきながら、慧けい慈じは尋たずねる。

「……何じゃ？」

「魔ま王おうの力を受け継ついだ奴やつには、人間じゃないと勝てる可能性せいが無い。それを説明するには、魔王が元もと々もと人間だったことを知らなければ……とは言われたけど、具体的な話は無かったよな？　何でグラさんみたいな最さい強きようアンデッドでも魔王の力を受け継いだ奴には勝てないのか？　だのに何で、グラさんとは比べものにならないほど弱いはずの俺おれたちは勝てる可能性があるのか？　その辺りのきちんとした話も訊きたいんだけど」

「ああ、そのことじゃな。そうじゃのう……ん、ちょっと二人とも、離れておれ」

　グラは慧慈と得藻を自分からやや離れさせる。そして、ダンジョンの石造りの壁に向かった。

「──︽ファイアブラスト︾」

　グラが無む造ぞう作さに炎の攻こう撃げき魔法を放つ。無造作と言っても、流石さすがは生せい前ぜん大だい宗しゆう教きようの司しき教ようや伝でん説せつ級きゆうの魔まじ術ゆつ師しでなければ転てん生せい出来ないというリッチ。行こう使しされた魔法は、強力なのは当然。発はつ現げんした効果も美しいと言っていいほどだった。

　手のひらの先に生じた光の同どう心しん円えん。幾き何か学がく的てき紋もん様ようを内ない包ほうするそれは、途と方ほうもない時間や労ろう力りよくを費ついやして試し行こう錯さく誤ごの末に製作されたＣＧさえも凌りよ駕うがする精せい密みつさで。

　そこから発生した爆ばく炎えんの奔ほん流りゆうは火か山ざんの噴ふん火かを思わせる力強さがありながら、超ちよう一流の狙そ撃げき手しゆのように針はりの穴あなすら通す正確さを垣間かいま見みせる。……これほど近くに居るのに、慧けい慈じと得える藻もには微かすかな熱ねつ波ぱすら届かないのだから。




　そんな凄せい絶ぜつとさえ言える魔ま法ほうが直ちよく撃げきしたのに──ダンジョンの壁には焦こげ目め一つ出来ない。




「……え？」

「一いち応おう言うておくが、手て加か減げんはしておらぬぞ。まあ、もっと強力な魔法もあるが……それらを使っても結果は同じじゃ。わしにはダンジョンを一部だとしても破は壊かいすることは出来ん。それを踏まえた上で──今度は得藻ちゃんの番じゃ。同じ場所に同じように魔法を撃うってくれるか」

「へ？　──ええっ!?」

　話を振られた得藻が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「せ、先生に壊こわせなかった物に、わたしの魔法が通じるわけないよっ」

　それは、慧慈もそうだと思った。慧慈は、今グラが使った魔法と同じものを得藻が使用した場面も見たことがある。得藻のそれもなかなかのものだとは思ったが……比ひ較かくの対たい象しようがグラの魔法だとやはり見み劣おとりした。例えるなら、得藻の魔法が戦せん車しや砲ほうだとするとグラのそれは超ちよ弩うど級きゆう戦せん艦かんの主しゆ砲ほうである。威いり力よくもグラの方が圧あつ倒とう的に上だと思うのだが──

「まあまあ、騙だまされたと思って撃ってみぃ」

「うー、じゃあ……行くよっ！」

　得藻の全身から紅ぐれ蓮んし色よくのオーラが立ち昇のぼる。マナと呼ばれる、ダンジョン内に満ちる超ちよう常じよう的てきエネルギー。得藻の意い志しで指し向こう性を与えられたそれが、壁に向けられた彼女の手のひらで光の二にじ重ゆう円えんを描く。

「︽ファイアァァブラストォォオオオオ︾!!」

　烈れつ火かが渦うず巻まき、グラの魔法と同じ場所へ叩たたき込まれた。──やはり、グラの魔法の方が洗せん練れんされている。余よじ剰ような熱波が距離を置く慧慈の頬ほおまで炙あぶった。威力自体も炎ほのおの勢いをパッと見ただけでグラの方がずっと上を行くことが解わかる。なのに──




　得藻の魔法の炎が散った後、ダンジョンの壁にははっきりと焦げ跡が確認かくにんされた。




「「……へ？」」

「これが結けつ論ろんじゃ」

　唖あ然ぜんとする慧慈と得藻へ、グラは鷹おう揚ように首を縦たてに振った。

「わしら魔ま物ものは、主あるじたる魔ま王おうを傷きず付つけることが出来ぬよう制せい約やくされておる。そしてそれは魔王自身ばかりではなく、彼かの者が生み出したものでもその影えい響きようが強いものには作用するのじゃよ。ダンジョンは、本来なら魔王自じ身しんにしか使えぬ『ダンジョン創そう造ぞうの魔ま法ほう』で生み出されたものじゃから、まさにその典てん型けいなのじゃ。そして、全ての魔物は最後の魔王が当時の他の全ぜん魔王の力を奪うばった時、彼を主とするように根こん幹かんを書き換えられておるのじゃよ。じゃから──」

「……魔王の力を受け継ついだ奴やつも、その主たる魔王の影響が強いものとして認にん識しきされる。故ゆえに、グラさんたちはそいつを傷付けることが不可能ってことなのか……」

　慧慈の確かく認にんにグラは首しゆ肯こうする。

「……魔王の力を受け継いだ奴って……何なに者ものなの？」

　今まで訊きくことが無かった……しかし改めて考えれば当とう然ぜん出てくる質問を得える藻もがした。その問いに、グラは深く溜ため息いきを吐つく。




「子供じゃよ、魔王の。魔王と……その配はい下かであった魔物との間に生まれた──『魔ま人じん』じゃ」




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　最初に慧慈と得藻がこのダンジョンに落ちる原因になった縦たて穴あな──その真ま下したで二人は何とも複雑な眼差まなざしを上に向けていた。

「まさかここを登ることになるとは……」

　落らつ下かした時はここを登り自じ宅たくに戻るのは無む理りだと諦あきらめたが……今回はここからダンジョン化した自宅へ潜もぐり込むことになる。

（地上から入るとなると、あの野や次じ馬うまを抜ける必要があるし……）

　それでご近きん所じよに色々目もく撃げきされるのは、何とも体てい裁さいが悪かった。……もう既すでにかなりまずいのではないかという予想は、頭の片かた隅すみに追いやることにする。

　地上から入れぬ上、他に潜せん入にゆう出来そうな入口の心当たりも無い。ならばここから挑いどむしか道はなかった。慧慈はその為ための手立てを用意してくれるはずのグラを振り向く。

「それでグラさん。本当に大だい丈じよ夫うぶなのか？」

「おお、大おお船ぶねに乗ったつもりでおれ」

　グラが自信満まん々まんに用意したのはロープである。ロッククライミングに使われるザイルのように丈じよ夫うぶそうな一いつ品ぴんだが、慧慈の顔は訝いぶかしげだ。

「いや、流石さすがにロープ一本でここを登り切れるとは思えないんだけど……」

　この穴は、元もと々もとは梯はし子ごを使って昇のぼり降りする構こう造ぞうだったのだが……慧慈たちがダンジョンへ落下した折、その梯子も壊こわれてしまったのだ。後に残ったのは、手掛かりもほとんど無い垂すい直ちよくの縦たて穴あなのみ。地上への距離も結けつ構こうあるようで、穴の出口は彼方かなたに小さく見えるに過ぎなかった。だからこそ慧けい慈じたちも、ここを登るのは不ふ可能と判はん断だんしたのだが──

「問題無ない問題無い。慧慈君、このロープの端はしをしっかり握るんじゃ。腕に絡からめておいた方が安全かもしれんのう」

「？　じゃあ、そうさせてもらうけど……？」

　言われるままに慧慈は、己おのれが左腕にロープを絡める。得える藻もも同じようにロープを腕に絡めた。

「では、ロープをしっかり握っておくんじゃぞ。──ＧＯ！」

「──ぅおっ!?」「わっ!?」

　グラが合あい図ずするなり──ロープはまるで生物のように、ひとりでに宙ちゆうを翔かけ穴あなを昇のぼり始めた。慧慈と得藻もそれに引っ張られ、穴を上へ上へと昇っていく。

「頑がん張ばるんじゃぞ〜！」

　ロープにしがみ付く兄妹は、眼がん下かで手を振るグラを見た。骨の手の親おや指ゆびを立てたその姿すがたに、慧慈も右手の親指を立てて応こたえる。

「──行ってくる！」「先生、ありがと〜！」

　グラと暫しばしの別れの言葉を交わし、日ひ暮ぐれ坂ざか家けの子供たちはダンジョンと化した我わが家やへ突とつ入にゆうした──
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「……ここが、俺おれたちの家なのか？」

「というか……ダンジョン、なんだよね？」

　慧けい慈じは自じ宅たくなのかと、得える藻もはダンジョンなのかと疑ぎ問もん符ふを浮かべる。その疑ぎ念ねんは双そう方ほう仕し方かたの無いものだった。

　件くだんの穴から飛び出た先には──二〇畳じようはある畳たた敷みじきの和わ室しつが広がっていた。正面には和わ傘がさの柄がらの襖ふすまも見える。慧慈たちの本来の新しん自宅にはこんな広い和室は存在しなかったし、このような純じゆん日に本ほん家か屋おくの如ごとき空間をダンジョンと呼ぶのも少々場ば違ちがいに思えた。

「……まあ、こんな純和わ風ふうのダンジョンも世の中にはあるらしいって聞いたことはあったけど。でもやっぱり、違い和わ感かん半はん端ぱないな……」

　慧慈の聞いた話だと、姫ひめ路じじ城ようにそんな感じのダンジョンがあるらしい──それはそれとして、慧慈は立ち止まっていても意味が無いと正面の襖の前まで歩く。畳の床は上う手まい具ぐ合あいに足あし音おとを殺してくれた。

　襖を開く前に、得藻に対して言い含める。

「いいか、得藻。ここはもう敵てき地ちだ。いつ敵が飛び出してくるかも解わからない。慎しん重ちように、警けい戒かいを怠おこたらず、何が起きても冷静に対たい処しよ出来るように心ここ掛ろがけて──行くぞ」

「うんっ」

　意を決して襖を開く──と、慧慈たちの目の前にはまた同じような部屋が現れた。やや拍ひよ子うし抜ぬけしつつ、しかし緊きん張ちよう感かんは切らさないようにして、慧慈たちはまた正面の襖を開いた。

「…………」

　──また同じような部屋。その先もさらに先も、同じような部屋が続いている……と、慧慈がはっとした様よう子すで叫んだ。

「得藻っ、ちょっとここで待ってろ！」

　慧慈は何な故ぜか来た道を駆かけ戻る……いちいち襖まで閉めて。何事かと得藻が見守っていると──

　だっ……だっ、だっ！

　ぱん……ぱんっ、すぱんっ！

　畳を踏み締め駆けてくる足あし音おと。同時に響ひびいてくるのは……襖を開ける音だろうか。

　ばぁんと襖を押し退のけるように開き、得藻の前に再び姿すがたを現した慧慈は、万ばん感かんを籠こめた顔でその言葉を口にした。

「殿とのぉ！　殿でん中ちゆうにござる──」

「︽ファイアボール︾」

　途とち中ゆうから予よ想そう出来ていた得藻は、ツッコミとして兄に火かき球ゆうの魔ま法ほうを炸さく裂れつさせた。

「熱あつぅぅっ!?　得藻、いきなり何するんだ!?」

「お兄にいちゃんが遊んでるからだよ！」

　慧慈は非ひ難なんするが、この場ば合あい得藻の言い分の方が正しい。

「慎しん重ちように、警けい戒かいを怠おこたらず、何が起きても冷静に──って言っておきながら完全に忘れてるし！　わたしだって呆あきれるよっ」

「男の本ほん能のうとして、こんな都つ合ごうのいい場所を前に『殿でん中ちゆうごっこ』をやらぬなど出来ぬでござるよ！」

「……お兄にいちゃん、口くち調ようも変になってる」

　半はん眼がんの妹の説せつ得とく（糾きゆう弾だん？）に、慧けい慈じも折れるしかなかった。

「くそ、折せつ角かくの殿中ごっこベストマッチの場所なのに……」

「今はお父とうさんとお母かあさんを探すことが先せん決けつだよ！　お兄ちゃん、本当に解わかってる？」

「流石さすがに俺おれも、父さんと母さんを心しん配ぱい出来ないほど親おや不ふ孝こう者ものじゃない──」

　二人は言い合いながら次の襖ふすまを開け──咄とつ嗟さに慧慈は得える藻もを抱え跳び退のく。兄妹が踏み出し掛けた空間を、鉄の金かな棒ぼうが風を巻いて通つう過かした。

　見るからに重そうな鉄てつ塊かいを軽かる々がると振る膂りよ力りよく。それも当然だ。三メートルを易やす々やすと超える巨きよ躯くに鋼はがねのような筋きん肉にくを纏まとわせて、その『大おお鬼おに』はざんばら髪がみの間から血ち走ばしった目を向けてくる。

「……っ。『オーガ』か」

　まさにおとぎ話に出てくる悪あつ鬼きそのものの姿すがた。知ち性せいにこそ劣おとるものの、パワーも凶きよう暴ぼう性せいも慧慈たちが昼ひる間ま苦労したホブゴブリンを上回る怪かい物ぶつ──鬼おに型がたモンスターの代だい名めい詞し、オーガがそこに居た。

「……例の『魔ま人じん』の配はい下かってわけか……」

　畳たたみの床をその莫ばく大だいな体重で揺らし、見るからに危険極きわまりない鬼はのっそりと慧慈たちへと迫る。慧慈は一度深しん呼吸し──口くち元もとを引き締め、腰から長ちよう剣けんを抜き放った。

「……得藻、離れてろ」

「……一人で大だい丈じよ夫うぶ？」

「お兄ちゃんを信じなさい」

「……むしろお兄ちゃんだから信じられないんだけど……」

　慧慈にとってはややショックなことを言って、けれど得藻は後ろへ下がる。妹の視線を背中に受け、慧慈は自身の倍ばい近い巨きよ体たいと正面から相あい対たいした。

（……さてと。昼間だったら何が何でも避さけたはずの戦いだけど──）

　明確に自分と敵てき対たいする意い思しを見せる慧慈に、オーガは不ふ遜そんだと顔を歪ゆがめた。雄叫おたけびと共に、超ちよう重量の棍こん棒ぼうを横よこ薙なぎに振るってくる。

　慧慈は、ほんの僅わずかだけバックステップした。人の頭など一いち撃げきで柘ざく榴ろのように粉ふん砕さいするだろう暴ぼう威いが、しかしほんの紙かみ一ひと重えのところで慧慈には届かない。目もく前ぜんを鉄と死の匂においが行き過ぎていく──それを確かく認にんするか否いなかの段階で、慧慈は雷らい光こうの速さで踏み込んだ。

　剣けん閃せんもまるで稲いな妻ずまのよう。二度閃ひらめいたそれが、何の抵てい抗こうも無くオーガの両腕うでを宙ちゆうに舞わせた。一いつ瞬しゆん遅れて鬼の苦く痛つうの悲ひ鳴めい。それが喉のどから飛び出るより早く──慧慈の三さん太た刀ち目がオーガの胴どうを深く薙ないだ。

　堪こらえ切れず、オーガが畳たたみに膝ひざを突く。それを彼の存在の背後から見み詰つめた慧けい慈じは──




「──躊躇ためらうでないぞ」

「……え？」

　慧慈と得える藻もが最初にダンジョンに落ちた穴へ向かう道どう中ちゆう、グラは慧慈にそう言い含めた。

「慧慈君、顔に迷いが出ておるぞ。気になっておるのじゃろう、相手が魔ま物ものでも殺して良いのかと？」

　図ず星ぼしを刺さされ、慧慈はぐうの音ねも出ない顔をする。

　元もと々もと慧慈は──去年の夏休みや冬休みに参加したダンジョン探たん索さくのアルバイトでは、平へい然ぜんと魔ま物ものを殺していた。だがマリーやグラと会って……そのことに後こう悔かいが生じつつある。人と魔物……相あい容いれない存在同どう士しと思っていたが、中には二人のように話せば気の合う相手も居て……もしかしたら自分が殺した魔物にも、そのようになれた相手が居たかもと。これから出会う者たちにもそんな相手が居るかもと。そう思ってしまったら……何だか魔物を前にしても戦おうという気が起きなくなってしまいそうで……。

　そんな慧慈に、グラはもう一度言いった。

「躊躇うでないぞ、慧慈君。君がどう思おうと、大だい多た数すうの魔物にとって人間は敵。出会えば命を奪うばおうと襲おそい掛かってくるものなのじゃ。自分を殺そうとする者にまで情なさけを掛けようなどと……それは戦せん士しとして傲ごう慢まんじゃぞ？」

「……グラさんの言いたいことも解わかるんだけど」

　そう簡単に割り切れるだろうか？　悩む慧慈にグラはあっけらかんと言ってのけた。

「別に、殺したところで大したことにはならんのじゃよ。どうせ大だい多た数すうの魔物は殺しても直に生き返るしのう」

「……………………。──はあっ!?　そ、そうなの!?」

　目を瞬しばたかせる慧慈に、グラは何でもないように頷うなずき返す。

「そうじゃぞー。魔物は基本的に、死ぬと数分から数すう時間で魂こん魄ぱくが分ぶん離りし、肉にく体たいはマナに還かえる。そして、数日から数ヶ月掛かけてマナを寄り集め、新たな肉体を再さい構成するんじゃ。その証しよ拠うこに、魔物の骸むくろは放っておくといつの間にか消しよう失しつしてしまうじゃろ？」

　何、その謎なぞ生物？　……と思わなくもないが、それが本当なら、少しだけ慧慈の罪ざい悪あく感かんは薄くなる気がした。

「……ま、わしとかマリーのように割と強力な魔物じゃと、パーソナリティやら何やらが結けつ構こう複雑で……復ふつ活かつの時にそれを再現し切れず別べつ人じんのようになってしまうこともあるが。その辺をうろちょろしとるゴブリン程てい度どなら、死亡しても即そく日じつで復活。パーソナリティも単純じゃから、難なん無なく再さい現げん出来ると考えて良いんじゃよ」

　じゃから、いくら殺しても平へい気き平気──気き楽らくに言ってくるグラに慧けい慈じは別の意味で嘆たん息そくする。

「……それ、今日きようの昼間殺ころしたゴブリンに明日あした復ふく讐しゆうに来られそうで怖こわいんだけど」

「そうなったら、また返り討うちにでもしてやるんじゃな」

　カラカラとグラは笑った。




　そんなやり取りを思い出して、慧慈は──

「悪いな。生き返ったら復讐にでも来てくれ」

　小さく言って、オーガの首を叩たたき落とした。

　剣の血を払い落として鞘さやに納めると、得える藻もがパタパタと駆かけ寄ってくる。

「大だい丈じよ夫うぶ、お兄にいちゃんっ？」

「見ての通り、圧あつ勝しよう」

　妹へＶサインを向けてやる。

　昼間ホブゴブリンに逃げ惑まどうしかなかったとは思えぬほど、完全な勝利。グラに貰もらった装そう備びが強力という側面もあるが……これが慧慈本ほん来らいの実力だ。剣を握っての斬きり合いでこそ真しん価かを発はつ揮きする──真に純じゆん粋すいな、剣けん士し。

「刃は物ものを持たせたら俺の右に出る者は居ない」

「……人ひと斬きりみたいに物ぶつ騒そうなこと言わないでよ、お兄ちゃん」

「何を言う。男は誰だれしも、剣の扱いに関しては誰よりも上になりたいと本ほん能のう的てきに思ってるんだよ！　腰にこの世に一つしかない自分の分ぶん身しんとも言える剣を提げている分!!」

「そういう下しもネタは本当にやめて！」

「立ち上がれ、俺おれの（股こ間かんの）分身っ！」

「色んな方面から本ほん気きで怒られるよ!?」

　代表して妹からお叱しかりを受けながら、慧慈はさらに先の襖ふすまを開く──と、ようやく似た部屋の終わりを見た……が。

「……ねえ、お兄ちゃん。改めて訊きくけど……ここダンジョンなんだよね？」

「……俺はやっと、ここが俺たちの自じ宅たくなんだと腑ふに落ちてきたけどさ」

　兄妹揃そろって脱だつ力りよくするのも無む理りはない。開いた襖から見えた光こう景けいは……まだ新しん品ぴん同どう然ぜんの板いた張ばり廊下。染しみ一つ無い壁を照らすのは、天てん井じようからのＬＥＤ電でん球きゆうの光──

「純じゆん和わ風ふうダンジョンはともかく……日に本ほんの一いつ般ぱん住宅風ふうのダンジョンは俺も聞いたことが無いな」

　靴くつ底ぞこが床を擦こする音を聞きつつ、慧慈は悩む。石いし造づくりのダンジョンを歩く際、素す足あしは相応ふさわしくなかったのでグラから靴も貰もらっていたが……。

（……ここでは脱ぬいだ方がいいだろうか？）

　畳たた敷みじきの部屋を突とつ破ぱしてきて今さらであるが、このダンジョンは何となく土ど足そく厳げん禁きんに思える。隣となりで得える藻もも同じ葛かつ藤とうに襲おそわれているのか、自身の足あし元もとをじっと見ていた──と。

　何かがコトコト鳴る音。何な故ぜだか聞き憶おぼえがあるその音に、慧けい慈じも得藻も顔を見合わせる。その音がする方へ、二人はゆっくり歩を進めて──

「ここは……」

　ＬＤＫ。音は対たい面めん式しきカウンター型のキッチンから聞こえてきていた。

　慧慈と得藻が駆かけ込むと、真まあ新たらしいコンロの上で鍋なべが蓋ふたを躍おどらせている。中なか身みが今にも噴ふき零こぼれそうになっていて、思わず慧慈はガスの火を止めた。……静かになった鍋の蓋を、慧慈はそっと持ち上げる──

「……煮に込こみハンバーグ、か……」

「……お母かあさんの得とく意い料理だね」

　蕎そ麦ばだと言っていた予想は外れた。慧慈は傍そばにあったおたまを手に取り、鍋から濃い色合いのソースを掬すくう。一ひと口くち含んだ後、無む言ごんで得藻にも手渡した。

「……お母さんの味だ……」

　鼻を啜すするような声で言った妹の頭を、慧慈は撫なでてやる。兄たる自分は胸を詰まらせているばかりではいられないと、頭を回しながら。

（これは間違い無く母さんの料理。味からして煮に詰つめ過ぎてもいない。つまり……ほんの少し前まで母さんはここに居たと考えられる……）

　日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹の母、桜乃さくのは、少なくとも料理が出来る程てい度どには元気である可能性せいが高い。そこを確かく認にん出来て、慧慈は少しだけほっとする。

（──でも、まだ安心は出来ないな……）

　こんな非ひじ常よう識しきな状況下で料理をするなど、逆に不自然でもあった。現在の家の状況に桜乃が気付いていないならまだしも──

（……いや、それがあり得そうな母親であるのは確かだけどもっ）

　おっとりし過ぎている母を思い出し、一いち抹まつの不安を胸に過よぎらせるも……慧慈はそれを振り払い思し考こうを再さい開かいする。

（何にせよ、料理がこの状況なんだから……）

「……母さんはまだこの近くに居るんじゃないか？　もしかしたら」

「っ……！」

　慧慈の指し摘てきに得藻が大きく目を見開く。──一いつ瞬しゆんの隙すきだった。慧慈の手をすり抜けて得藻がＬＤＫから飛び出す。

「──しまった……！」

　失しつ言げんに気付いて慧慈も慌あわてて後を追う。……どれだけしっかりしている風ふうに見えても、得藻はまだ一三歳さい。この春に中学二年になる少女に過ぎないのだ。一六歳、この春はる高二になる慧慈でさえ、両親の身を案じ不安になるほどなのである。義ぎ務む教育すら終えていない少女ならば、その不安はより大きいだろう。

「そんな時に近くに母かあさんが居るかもとか耳にしたら、こうもなるか……！」

　闇やみ雲くもにでも母を捜しに飛び出す──迂う闊かつな己おのれに舌した打うちし慧けい慈じは得える藻もの背を追い掛ける。初しよ動どうで後ご手てに回りはしたが、脚あしのコンパスの長さの差もあり（単純に慧慈の方が得藻よりずっと背が高い為ため。比ひ率りつ的な脚あしの長さで考えれば、兄妹は共に日に本ほん人じんとしては長めの部ぶ類るいに入る）慧慈は見る見る得藻との差を詰めた。今は多少強ごう引いんにでも得藻を止めるべき時と判はん断だんし、慧慈は妹の肩を引っ摑つかむべく手を伸ばす……。




　──カチリという嫌いやな音が聞こえたのはその刹せつ那なだった。




　得藻が足を置いた床がパカリと開いた。──落とし穴!?　と典てん型けい的な罠わなを慧慈は連れん想そうするが……それは始まりに過ぎない。

　得藻の足あし元もとの穴から、網あみが飛び出す。それは下から得藻の全身をすっぽり包み込むと、そのままさらに上昇した。いつの間にか天てん井じようにも穴が開いており、得藻を捕ほ縛ばくした網は綱つなでその穴の中へと繋つながっている。案あんの定じよう、得藻は網の中で身み動うごき出来ぬまま天井の穴の内へと引っ張り込まれた。

「お、お兄にい──」

　得藻が助けを求める言葉を紡つむぎ終わるのさえ待たず、天井の穴はパタンと閉じてしまう。

「え──得藻……！」

　叫び出したい衝しよう動どうが慧慈を襲おそうが、それを今は抑え込むしかない。何な故ぜなら……廊下の床に開いた穴は閉じてはおらず、そこから老ろう人じんの頭と蠍さそりの尾を持つ獅し子しという、見るからに凶きよう悪あくな魔ま物ものが姿すがたを現したからだ。

「……『マンティコア』か」

　老人の頭とう部ぶに相応ふさわしい老ろう獪かいな悪わる知ぢ恵えを持ち、同時に獅子の身しん体たい能力と蠍の毒どくも有するというなかなか強力な魔物である……が。

　そんなマンティコアが、大型犬けんと遭そう遇ぐうした猫ねこのようにビクリと震えた。彼かの魔物の視線の先で、慧慈が陽かげ炎ろうのように周囲を歪ゆがませるほどの怒ど気きを放っている。なのにその瞳ひとみに宿る殺さつ気きは極きよく北ほくの吹雪ふぶきのように冷たく……極きよく端たんな温度差さの闘とう志しでマンティコアを慄おののかせながら、慧慈は剣を老人の顔の眉み間けんへ突き付けた。

「悪いな……今は手て加か減げん出来ない！」

　──異いぎ形ようの魔物が地に伏したのは、それから僅わずか一〇秒後ごのことであった。




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「きゃああああっ!?　──わっ!?」

　安定しているとは言い難い網あみに包まれた状態で急きゆう上じよう昇しよう。下へ手たな絶ぜつ叫きようマシーンを超ちよう越えつする恐きよう怖ふの高こう速そく移動を体験し──その唐とう突とつな終了に得える藻もはまた悲ひ鳴めいを上げた。

　三さん半はん規き管かんが安定していないのか、視し界かいが未いまだグルグル回る。それに何とか耐えながら、得藻は周囲の状況を見回した。

（……ここ、何ど処こなのかな……？）

　慧あ慈にとはどれだけ離れてしまったのか？　己おのれの失しつ策さくに歯は噛がみしつつ、得藻は状況確かく認にんに全ての神しん経けいを費ついやす。

　床は板いた張ばりフローリング。壁も木もく目め調。広さはバスケコートくらいだろうか。そんな部屋のほぼ中央で、得藻は網に捕とらわれ宙ちゆ吊うづり状態であった。床までの高さは決して低くない……が、学校の部ぶ活かつで体たい操そう競技をやっている得藻にしてみれば、飛び降りられない高さではなかった。

（問題はどうやって網から脱だつ出しゆつするかだよね）

　力ずくで引っ張っても、得藻の細ほそ腕うででは網はちぎれそうにない。ならば魔ま法ほうを──と、得藻が考えたところで。

　──じ〜っ。

（……何か視線を感じるよ……）

　得藻は改めて下を見る。そこに居たのは……何とも形容し難い生き物だった。

　──目め玉だま。眼がん球きゆうがそのまま摘てき出しゆつされたような外見。……ただし大きい。直ちよつ径けいが得藻の身長と同じほどある。しかも後部……本ほん物ものの眼球なら視し神しん経けいが繋つながっているはずの場所から、無む数すうの長い触しよく手しゆが伸びていた。さらにそのことごとくの触手の先せん端たんにも目玉が付いているのだから、不ぶ気き味みと言う他ほか無い。その触手群ぐんで本ほん体たいの目玉を支え、ゆらゆら揺れていた。生理的嫌けん悪お感かんをもよおすその姿すがたに、得藻は鳥とり肌はだを立たせる。

「な……何こいつ!?　これも魔ま物ものなの!?」

　得藻はアルバイトで冒ぼう険けん者しやをやっている慧けい慈じと違い、魔物の種類にはそれほど詳くわしくない。──だがこの魔物に関しては、たとえ慧慈でも『何か』を判はん別べつ出来ただろうか……？

　この手の『目玉型がたモンスター』はダンジョンでもちょくちょく見掛けられる。が、その姿すがた形かたちは、種類ではなく個体によって千せん差さ万ばん別べつ。全く同一の姿をした個こ体たいが二体たいと存在しないのではないかと言われている。

　ある個体は触手ではなく手て足あしが生はえていたり。かと思えば触手も手足も無く真まん丸まるな眼球のみであったり。……そもそもこれらが、それらの差さ異いが個体差さに過ぎない同一種しゆ族ぞくなのか、それとも全く異なる別べつ種しゆなのかさえも一いつ切さい合がつ財さい不明なのである。

　であるからして冒ぼう険けん者しやたちも、この手の魔物ま　ものは『イビルアイ』だの『バグベアード』だのと好き勝かつ手てな名めい称しようで呼んでいるのだが──

「き、気持ち悪いぃ……何これ、変へん態たい覗のぞき見み魔まみたい……」

　得藻命めい名めい『変態覗き見魔』は、得藻の怯おびえる姿すがたも意に介かいしていない様よう子すでひたすらじ〜っと視線を彼女に注そそいでくる。

（何でわたしを見てるの？　というか、わたしの何ど処こを見てるの？）

　得える藻もは居い心地ごこち悪そうに身じろぎし──気付く。

　網あみに捕つかまり、その上うえ振り回されるような移動をしたせいだろう。得藻のローブの裾すそ、その下のスカートも大きく乱れ……真ま下したからだとその中なか身みは完全に丸まる見みえだ。白と緑の細ボーダー。巨きよ大だいな目玉め　だまの中にそれが映り込むのを得藻は目にして──




　生理的嫌けん悪お感かんなど、羞しゆ恥うち心しんと怒りの前に吹き飛んだ。




「︽エクスプロージョン︾ッッッッ!!」

　得藻の唇くちびるが早はや口くちで詠えい唱しようを織り成す。結ばれた魔ま法ほう名めいが叩たたき出したのは炎えん熱ねつを伴った大だい爆ばく発はつ。

︽ファイアブラスト︾のように得藻から直線的に突き進む爆ばく炎えんではない、指し定ていされたある一点から発はつ現げんする爆ばく砕さいの嵐あらしは──今回は得藻の眼がん下か、目玉の怪かい物ぶつのその瞳どう孔こう前まえを起き点てんに具ぐ現げん化かした。

　真まっ赤かに咲いた炎ほのおの華はなが、目玉の魔物を丸まる々まると呑のみ込む。爆ばく風ふうの余よ波はが網で宙ちゆ吊うづりの得藻も揺らすが、乙女おとめの激げき怒どモードの得藻は意に介かいすことなく。またも口くち早ばやに唱となえた魔法で網を焼き切ると、残ったロープを振り子のように使って火だるまの目玉から距離を置いた地ち点てんへと着ちや地くちする。

　その瞳ひとみは、まだ常じよう温おんに冷めてはいなかった。

「まだ生きてるね。今すぐ止とどめを刺してあげるよ……！」

　得藻が正せい眼がんに構えた杖つえの先に幾き何か学がく的な円えん形けいが浮かぶ。今回はそれだけに止まらない。左右足あし元もとにも同どう様ようの同どう心しん円えんが現れ、真しん紅くに輝きつつ同どう調ちようするように回転する。噴ふき上がる光こう輝きは、やがて得藻の姿すがたさえ覆おおい隠かくし──

「行くよっ！　︽インフェ──︾」




　──いざ撃げき発はつしようとした得藻の魔法が、霞かすみのように消え去ったのは次の瞬しゆん間かんだった。




「……えっ？」

　そればかりではない、大おお目玉を包んでいた炎ほのおさえも跡あと形かたも無く消え失うせている。自分が見ているものが信じられず目を擦こする得藻──その隙すきを見み逃のがすほど、相あい対たいしている魔物は甘くない。

　──しゅるん……ぐいっ！

「え？　──んにゃああああっ!?」

　死し角かくから伸びた魔ま物ものの触しよく手しゆが得える藻もの脚あしに絡からみ──そこから彼女を真ま上うえへ持ち上げた。再びの宙ちゆ吊うづり……しかも今回は上下逆さかさま。捲めくれそうになるローブとスカートの裾すそを得藻は押さえる。頭から外れた帽ぼう子しが床を転がった。

　そんな得藻をしげしげと眺ながめた巨大きよだい眼がん球きゆうは、まるで見せ付けるように触手の一本を真上……まだ天てん井じようから下がっている、網あみと結ばれていた綱つなへと向ける。触手の先せん端たん部ぶの目玉から、形けい容ようし難い色の光こう線せんが走って──




　それを浴びたロープが粉こな々ごなに分ぶん解かいされた。




「…………っ!?」

　浴びたものを分解する光線。得藻は察した。先さき程ほどの自分の魔ま法ほうを打ち消した……分解したのはこの光線なのだと。

　もしそれを生なま身みに浴びたら──死し体たいも残さず消しよう滅めつする己おのれの末まつ路ろを想そう像ぞうし、得藻の全身を悪お寒かんが駆かけ抜けた。

　怪かい物ぶつの無む数すうの触手が、その先端の目を一いつ斉せいに得藻へ向ける。

「……ちょ……や……やめて……。お兄にいちゃん……！　──って、あれ……？」

　そこで良く考えて──得藻はおかしなことに気付いた。先せん刻こくの魔法が打ち消された時、怪物があの分解光線を撃うっていたのなら、そもそも自分は魔法共とも々ども分解されていたのではないか？　なのに自分はまだ生きて、形も残っていて……。

　得藻の疑問に答えるように、はらりと床へと向かって落ちた物があった。リボン……得藻の髪かみを留とめていた。それは分解され掛けのようにボロボロになっており……しかし得藻の自じ慢まんの髪には何の影えい響きようも見られない。

　それを確かめた途と端たん、天てん啓けいの如ごとく得藻の脳のう裏りに回かい答とうが閃ひらめいた。

「──ちょっ!?　まさかこの分解光線生き物には効かないの!?　それをわたしに撃とうとしてるってことは……やぁああああ!?　この魔物本ほん当とうに変へん態たいー!!」

　得藻は逃げようとジタバタ暴あばれるが、目め玉だまの化ばけ物ものは冷静にその四し肢しを触手で縛しばり上げ、動きを封じる。身をよじる程てい度どしか出来なくなった得藻を、本体の眼球が何ど処こかいやらしげに睨ねめ上げ──

「にゃああああ!?　脱ぬがされるのは嫌いやぁ！　それはお兄ちゃんだけにしてー!!」

　得藻の願いも空むなしく、脱だつ衣い光線がその全身に雨あられと降り注そそいだ──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──今、得える藻もの声が聞こえたような……？」

　慧けい慈じは剣を下ろし、住宅風ふうダンジョンの周囲を見回した。

　汗あせで額ひたいに貼はり付いた前まえ髪がみを払う。少なくない疲ひ労ろうが表情に見て取れた。あれから……慧慈は得藻の行方ゆくえを捜してダンジョン内を走り回った。しかし、得藻も……父と母の手掛かりも、一向に慧慈は発はつ見けん出来ずにいる。マンティコアから始まり、豚ぶた面づらの『オーク』に小こ悪あく魔ま『インプ』、蜥蜴とかげ人間『リザードマン』と……魔ま物ものとの遭そう遇ぐうは多かったが、どいつこいつも慧慈の家族へと繋つながる情報は何も持っていなかった。

　今さっき撃げき破はし終えた炎ほのお纏まとう猟りよう犬けん型がたの魔物、『ヘルハウンド』も言わずもがなである。

　慧慈の中の焦しよう燥そう感かんが時間を経るごとに増していく──と。

　──ちゃぷ……。

「……水音？」

　耳に飛び込んできたその音に、慧慈はそれがした方向を見た。音の大きさからしてそれほど遠くではない。数秒悩なやんで──慧慈は音がした方へと歩み出す。

　現状、全く何のヒントも無い。気になるものは調べられるだけ調べた方がいい……と思ったのもそうだが、地下のダンジョンでスキュラのマリーと出会った時のことを思い出したせいもあった。……あの時も水音を聞いて行った先でマリーと出会い──最初は戦せん闘とうになったものの心を通わせられたのだ。

（この先に重要な『縁えん』がある気がする……）

　そんな予よ感かんを感じ、慧慈は慎しん重ちようにそちらへと近付く……。

「──おぅ、ここは……？」

　慧慈が扉とびらを開け覗のぞき込んだその部屋は、物があまり置かれていなかった。調ちよ度うど品ひんからどんな部屋か推おし量はかるのは難しい。それでも室内へと滑り込んだ慧慈は、そこに存在する僅わずかな物ぶつ品ぴんから何の部屋なのか推すい理りしようとする。

　まず目に付いたのは、ちょっとした台の上に置かれていた籠かごだった。籠自じ体たいはシンプルな品で珍めずらしくもないが、その中に何か入っている。

　慧慈は手に取って持ち上げてみた。

「……何だ、これ？」

　翡ひ翠すい色いろの地に複雑なラインが入った布。形けい状じようも複雑で何やら金きん細ざい工くの装そう飾しよくがくっついている。

「……風ふ呂ろ敷しき……ではないか。包み難いし、何か穴まで開いてるし……」

　全体の面積から見れば小さな穴かもしれないが、これで細かい物を包んだらぽろぽろ零こぼれていくだろう。とりあえず謎なぞの布は措おいておくことにして、慧慈はさらに籠の中を漁あさることにする。

「これは……長なが袖そでＴシャツ？　いや、でもやけに布ぬの地じが薄くてぴっちりしてるような……？　むしろボディスーツの方に近い？　……ん？　こっちは……スパッツか？」

　入っているのは衣い類るい？　そう思ったところで青い帯おびを見付け、慧けい慈じは先さき程ほどの布の正しよう体たいも悟さとる。

「もしかしてこれ、上うわ着ぎ？　……何か古こ代だいの神しん官かんみたいな服ふく装そうだな──んん？」

　そこで慧慈は非常に重要な事実に辿たどり着く。ここに衣類を置いておかねばならぬ理由。視線を部屋の先へと向けてみれば、慧慈が侵しん入にゆうした扉とびらとはまた別の扉。曇りガラスで作られたそれは、元もと々もと以上の曇りを……湯気の曇りを纏まとっており──

（皆様、もうお解わかりですね？　ここは『脱だつ衣い所じよ』です。そしてその先にある浴よく室しつで……誰だれかが既すでに入にゆう浴よく中ちゆうだっっ!!）

　慧慈は本ほん日じつ最大級きゆうの慎しん重ちようさを発はつ揮きし、しかしそれでも迅じん速そくに曇りガラス戸へとへばり付く。押し当てた耳に届く湯の跳ねる音。間違い無く誰だれかが入浴中──しかも。

（匂においで解わかる！　入っているのは女性！　それも確実に一〇代だいのぴちぴちの!!）

　匂いで性せい別べつや年ねん齢れいすら絶対的に見分けられる主人公こう、日ひ暮ぐれ坂ざか慧慈。……電でん撃げき文庫的てきに本当に大だい丈じよ夫うぶなのか、作者としても疑わしいが……彼は止まらない。唯ゆい一いつ止められる妹得える藻もが別べつ行動の為ためどうしようもない。

　彼は──いつの間にか一いつ糸し纏まとわぬ姿すがたとなり、湯ゆけ煙むりの空間へ続くガラス戸を開放した。

「──ひぇっ!?」

　アルトの音おん程ていの短い悲ひ鳴めいが聞こえた。浴よく場じようの宿しゆく命めいでやや反はん響きようして聞こえたが、放たれた場所が解らぬほどではない。

（うん、真まし正よう面めん！）

　慧慈は真まっ直すぐズカズカ進む。

　浴場も、ダンジョン化の影えい響きようか拡かく大だいしていた。というか、慧慈が新しん居きよの下した見みで確かく認にんした時とはデザインさえも大きく変化している。

　真まっ白しろな大だい理り石せきで構こう成せいされた、古こ代だいローマの時代から転てん移いしてきた如ごとき湯ゆ殿どの。プールと呼ぶ方がしっくりきそうな広々とした湯ゆ船ぶねに、獅し子しの石せき像ぞうの口から絶え間なく湯が注そそがれている。

　その白く煙る空間に──華きや奢しやな人ひと影かげが見えた。小こ柄がらである……得藻よりも。身体からだの線の細さも得藻以いじ上ようで、凹おう凸とつの無いその身体に慧慈も一いつ瞬しゆん少年かと見み紛まがったが……。

（──いや、女の子だ、間違い無く！）

　骨こつ格かくが女性特とく有ゆうの丸みを帯びている。健康的な色いろ合あいの肌はだも、男には無いきめの細やかさを有していた。何より──

（……うん、無い！）

　湯ゆ槽そうから立ち上がり太ふと股ももから上は露あらわなその肢し体たいの脚あしと脚の間には、男性なら誰でも提さげている分ぶん身しんとも言える一いつ刀とう（慧慈談だん）が存在していなかった。

（……ぶっちゃけ、毛も無い！）

　つるつるてんである。……そこから解わかる通り、むしろ幼い。得える藻もより年とし下した……一一か一二歳さい、その程てい度どに見えた。下へ手たすれば小学生──慧けい慈じとしてもほんの少し罪ざい悪あく感かんを覚えるが、それをさておいても目を奪うばわれるものが彼女の頭とう部ぶとお尻しりにあった。

　腰くらいまでの金きん髪ぱつストレートヘア──その側そく頭とう部ぶよりもやや上うえ辺あたりから、ぴょこんと顔を出す獣耳。

　尾び骶てい骨こつの辺りから伸びる、彼女の身長の半分ほどもありそうな──先せん端たん部ぶの毛がふさふさになった尻尾。

　人ではない。明めい白はくに魔物。獣けもの耳みみっ娘こがそこに居た。

（しかも全ぜん裸らですよわっふー！）

　慧慈の鼻はな息いきが荒くなる。血ち走ばしった目は、もう人としてどうなの？　というレベルだ。

（待て待て、落ち着け日ひ暮ぐれ坂ざか慧慈。妹より年とし下したの相手でも俺おれは気にしないが……世せ間けん体ていというものがある。たとえ相手が魔物っ娘であったとしても、迂う闊かつな行動は豚ぶた箱ばこ行きだぞ。落ち着き、まずはゆっくりと相手の警けい戒かい心しんを解いていくのが急きゆ務うむだ──ん？）

　そう自分に言い聞かせる慧慈だが、目の前の少女はどんどん刺とげ々とげしい気け配はいを増していく。瞳ひとみは吊つり上がり、逆ぎやく八はちの字じを描く眉まゆは眉み間けんに深い谷間を刻んでいた。珊さん瑚ごの如ごとき唇くちびるはふるふると震え、何かに耐えるようで──

　……まあ、言ってしまえば。慧慈は少女の何もかもを見たわけで。その上うえ自身の何もかもを見せ付けているわけで。そんな状況下かで少女がそのような反応をするのは仕方ないわけであるが──

「…………っ！」

　少女の顔が真まっ赤かに染まる。エメラルド色の大きな瞳ひとみには涙さえ溜たまっていた。その原因を慧慈は自覚する。

「……これは失しつ敬けい」

　慧慈の分ぶん身しんとも言える一ひと太た刀ちは、天へ向けて反そり返っていた。慧慈は手て近ぢかにあった桶おけで問題の箇か所しよを隠かくす。……手を離しているのに、ナニかに引っ掛かって……落ちない。

　──もうそれが少女の限界っぽかった。

「あ……貴方あなたは何!?　わ、私が入にゆう浴よく中ちゆうに勝かつ手てに入ってきて！　私がルーラだと……魔王の娘だと知っての狼ろう藉ぜきなの──」

　少女のその台詞せりふが放たれた途と端たん──慧慈の目が細められた。魔王の娘。娘むすめだとはグラからも教えてもらっていなかったが……その言いい分ぶんが真実だとすると……。

（──ビンゴか？　大ボス出現!?）

　本来なら、こんな突とつ然ぜん遭そう遇ぐうしていい相手ではないはず。もっと慎しん重ちようを期して、最低でも得える藻もと共に相あい対たいするべき存在であった。唐とう突とつな緊きん迫ぱくの事じ態たいに慧慈の全身は（股こ間かん以外も）緊きん張ちよう感かんを帯びるが……ある意味これは千せん載ざい一いち遇ぐうの機き会かいとも慧けい慈じには思える。
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（相手は全ぜん裸ら。色々な意味で腰も退ひけている。対して俺おれはギンギンだ！　上う手まく対たい応おう出来れば……ここで無むり力よく化か出来るか？　やるなら──今しかない!?）

　慧慈は思し考こうを走らせる。未いまだ行方ゆくえ不ふ明めいの得える藻もと両親への懸け念ねんもあった。家族が今、どのような状態なのか解わからない──けれど、ここで敵のボスたる魔ま人じんを押さえられるなら、皆を救うのに一発逆ぎやく転てんの切きり札ふだとなり得る。

（賭かけに出るか。ここで、仕掛ける？　……ん？）

　そこで、慧慈はふと気付いた。目の前の魔人、顔かお立だちはやや中ちゆう性せい的だが、将来と言わず現げん時じ点てんで充分整ととのった容よう姿しをしている。表情がやや硬く、何ど処こか怒ったような印いん象しようを受けるが……その顔で頬ほおを紅こう潮ちようされ目め尻じりに涙を浮かべられると、何とも言えぬ嗜しぎ虐やく心しんが首をもたげてきた。

（ヤバい。ちょっと……ゾクゾクしてきた！　何だろう、これはどうにも……いじめてみたいぞ！）

　自分にそんなＳな性せい癖へきがあったとは。むしろＭっ気の方が強いつもりだったのに……新しい自分を発見して慧慈の心は躍おどる。

　慧慈の口が三み日か月づきのような弧こを描いた。嫌いやな予よ感かんを覚えたのか、ルーラというらしい魔ま王おうの娘むすめがビクリと跳ねる。

「わ、私、もう出る──」

「いやいや、ちょっと待とうかリトルレディ？」

　出口へ駆かけようとしたルーラの行く手を慧けい慈じが阻はばんだ。何な故ぜか手にはボディソープとボディウォッシュタオル。丹たん念ねんに泡あわを立てている。

「申もうし遅れたね。俺おれは日ひ暮ぐれ坂ざか慧慈。ここの家の長ちよう男なんだ。魔ま王おうの娘むすめさんかー。それは大変なお客だ。長男としてしっかりもてなさないと。うん、手始めに背中を流してあげよう」

「……!?　え、遠えん慮りよする──」

「いやいや、遠慮しないで。何なら背中だけでなく、全身の到る所、くまなく洗って差し上げよう……」

　両手をワキワキと蠢うごめかし、慧慈がじりじりとルーラとの間ま合あいを測る。ゆっくりと、しかし確実にその距離を詰めていって……。

「……ひぇ!?　あ、や……ぴぃぃいいいいいいいいいいっっ!?」

　満まん面めんの笑えみでにじり寄る慧慈に、悲ひ痛つうな叫びをルーラが上げ──




【この先は、様さま々ざまな倫りん理り的な問題から削さく除じよされました】




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　極ごく彩さい色しきの光が周辺の陰いん影えいを変えて──やがて消え失うせる。エッチな期待を瞳ひとみに宿した大おお目め玉だまの魔ま物ものは……その後に展開した光こう景けいに絶ぜつ句くしたように固まった。

「──ふっふっふっふっ……！」

　煉れん獄ごくから聞こえるような得える藻もの含み笑い……。彼女の服は──分解されていなかった。

「先生──ありがとう！」

　グラから貰もらったローブは、大目玉の分ぶん解かい光線でもびくともしなかったのだ。……考えれば、先さき程ほどもリボンはボロボロになっていたが、それ以外の衣い類るい──ローブやその下に隠かくされていたスカートやブラウスは分解されていなかったのである。リボン自体も完全には分解されないで済んでいたのは、いくらかが帽ぼう子しの陰に隠かくれていたからだろう。

　つまり──ローブで防げば大目玉の分解光線は得藻には通用しない。

　──なんてことだ……！（←天の声）

　それを実際に確かく認にんした得藻は、反はん撃げきへと身を転じたのである。

「いい加か減げん──放してよ！」

　杖つえの石いし突づき──尖とがったその先せん端たんを大目玉本ほん体たいの中心部ぶへ突き込む。壮そう絶ぜつな目め潰つぶしを喰らい、得える藻もを捕とらえていた触しよく手しゆから力が抜けた。

　その隙すきに触手を振り解きほど、得藻は脱だつ出しゆつ。空くう中ちゆうで猫ねこのように体たい勢せいを立て直して着ちや地くちするなり、至し近きん距離から大おお目め玉だまに︽ファイアブラスト︾を炸さく裂れつさせた。猛もう火かが鉄てつ砲ぽう水みずの如ごとく眼がん球きゆうの怪かい物ぶつを後こう方ほうへ押し流す。

　その間に帽ぼう子しを拾って被かぶり直し、得藻はさらなる魔ま法ほうを行こう使しした。

「︽ファイアウォール︾」

　得藻と目玉の魔ま物ものを遮しや断だんする形で、間に炎ほのおの壁が立ち上がる。それによって得藻を見みう失しなった魔物は、慌あわてて辺りに分ぶん解かい光線を照しよう射しや。炎の壁を分解し視し界かいを確かく保ほする──が。

「──残念、もう遅いよ」

　その僅わずかな間に、得藻は切きり札ふだの魔法の準備を終えていた。幾いく重えもの幾き何か学がく的同どう心しん円えんが得藻の周囲で乱らん舞ぶする。




			　──扉とびらよ　開け

			　遥はるか地の底へ続く扉よ……




　厳おごそかな声が得藻の口より囁ささやかれる。……否いな、それは得藻の声だけではなく、その周囲に踊る

マナの紋もん様ようも共きよう鳴めいして謡うたう鎮ちん魂こん歌かだった。




			　鍵かぎは我が意い志し

			　漆しつ黒こくの闇やみを越え

			　我は深く　深しん淵えんにまで潜もぐる

			　彼かの地に燃える

			　大いなる力を手に収めんが為ために──

			 

			　混沌ちからよ　我を受け入れよ

			　其その方に足は無く　其の方に翼つばさは無く

			　地の底を這はいずるばかりの汝なんじに

			　我は新たな形を与えん

			 

			　揺らめき　光れ

			　熔とかし　焦こがせ

			　この世の全てを焼き尽くす

			　煉れん獄ごくの焔ほのおと成なりて

			　あまねく罪ざい過かを浄じよ化うかせよ！




「我が命めいに従いて、その威光ちからを示せ！　万ばん物ぶつを燃やし尽くし──顕けん現げんせよ、︽インフェルノ︾!!」

　得える藻もを中心に──大気に紅ぐ蓮れんの光が荒れ狂う。目め玉だまの魔ま物ものの視し界かいを埋め尽くした烈れつ光こうが弱まると……一面が炎ほのおの海と化した周囲が目まの当たりとなった。血のように真しん紅くに輝く劫ごう火かが世界を舐なめ上げていく。

　一秒と掛からず、この室内に存在する得藻を除く全てが燃え落ちた。目玉の魔物も分ぶん解かい光線で防ぐ間も無く──否いな、目も覚めるような赤き焦しよう熱ねつは分解光線すら燃やして、火か炎えん地じ獄ごくの名を冠かんした魔ま法ほうの火は得藻の敵を灰はいさえも残さずに滅めつ却きやくする。

　活かつ火か山ざんの火か口こう真まっ只ただ中なかの如ごとき炎の猛もう威いは──一〇秒ほど経たったところで蜃しん気き楼ろうのように消しよう失しつした。

　得藻は深く溜ため息いきを吐つくと……脱だつ力りよくして床に膝ひざを突く。

「やっぱり……まだこの魔法は使うと疲れるよ。威いり力よくは︽ファイアブラスト︾よりずっと高いんだけど……」

　焼け野の原はらを思わせる様よう相そうになった周囲を見、得藻は頭を振る。空気がまだ熱く、息を吸うと喉のどがひりひりした。

「うぅ〜……水飲みたい──」

　そう、得藻が呟つぶやいたところで──




			　──ドンッッ!!




　爆ばく発はつしたような震しん動どうが得藻の身体からだを一いつ瞬しゆん宙に浮かせた。すっ転んだ彼女は、直後に跳ね起き周辺を見回す。

「な、何なに!?　地じ震しん!?　いきなりそんなっ……!?」

　喚わめき掛けて──得藻はさらに断だん続ぞく的に小さな震動が伝わってくるのに気付く。それは、得藻が今いま居る場所よりずっと下から響ひびいてくる感じだった。

「何、これ……？　──お兄にいちゃん……」

　その震動は断続的ながら……何ど処こかパターンがあって、自然現げん象しようではなく人じん為い的に起こっていることを予よ感かんさせる。

　何な故ぜだか兄慧けい慈じのことが頭を過よぎって、得藻は両手を祈るように握り合わせた。




　──そこから少し時を遡さかのぼる……。




「ふぅ……！」

　息を一つ吐き、慧慈は浴よく場じようの天てん井じようを仰あおいだ。

　その顔には何かをやり遂とげたような満足感かんが浮かんでいるが……同時にちょっとした後こう悔かいも感じられる。

　そろそろと横に目をやった慧けい慈じは、最も早はや笑うしかないという仕し草ぐさで唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

（うん──やってもうたぁぁああああ!!）

　そんな慧慈の傍かたわらに……ルーラの小さな身体からだが横たわっていた。肌はだは火ほ照てり、か細い手て足あしが時とき折おりピクン、ピクンッと痙けい攣れんしている。先せん刻こくとは打って変わって、眉まゆは八はちの字じに下がり、長めの睫まつ毛げが飾る瞳ひとみもまなじりが下がっており……ただ、涙に濡ぬれた頬ほおが決して平和的かつ紳しん士し的な手段でそれが下げられたわけではないことを物語っていた。

　もしこの場に第三者が居たのなら……絶対的にこう思っただろう。──事後だと。それも、慧慈が力で制せい圧あつする形で無む理り矢や理りに取り行った……事じ後ごだと。

　……実際には、当とう初しよの宣せん言げん通りルーラの身体を洗っただけなのだが。背中だけに止まらず、身体中じゆうのありとあらゆる箇か所しよをじっくり丁てい寧ねいに弄いじり回すように洗い尽くしただけなのだが。

（うん、そう…………アウトだ。日に本ほんの法律では紛まごう方かた無くぅぅうううう!!）

　内ない心しんで頭を抱える性せい犯はん罪ざい者しや、慧慈。

（いや、違うんですよ？　俺おれもちょっと正しよ気うきではなかったというか……。だってあんな強きよう烈れつないじめてオーラを出されたらさぁああ!!）

『Ｗｅｌｃｏｍｅ　豚ぶた箱ばこ』という言葉が脳のう裏りに浮かび、慧慈は胸きよう中ちゆうで絶ぜつ叫きようした。

「──うぅ……」

　と、すぐ隣となりから啜すすり泣く声が聞こえる。慧慈は恐おそる恐るそちらに目を向けた。

　腰が抜けているのか、まともに動けない様よう子すの身体を首だけ持ち上げて、ルーラがいっぱいに涙を溜ためた目で慧慈を睨にらみ付ける。

「け……けだもの……！」

（お、女の子にけだもの呼ばわりされたのは、流石さすがに生まれて初めてだ……！）

　酷ひどい言われようだが……否ひ定ていの出来る根こん拠きよが慧慈自じ身しんにも無い。

　けれど、ここでそれを認めたら監かん獄ごく直ちよつ行こう──背中に冷ひや汗あせを垂たらしつつ、慧慈はことさらに悪ぶって微笑した……ごまかす為ために。

「ふ、ふっ。まるで俺だけが悪いような言いい草ぐさだね？　君だって……途とち中ゆうからは悦よろこんでたじゃないか」

「そ、そんなこと──」

　ない──とは慧慈も思ったが、ここは勢いで押し切るべき時。……そうせねば、明日あしたからはお天てん道とう様さまを拝おがめなくなるのだから……。

「ないって？　その割には、途中から随ずい分ぶん抵てい抗こうが少なくなったけど？　じっと大人おとなしくなって……やけに可愛かわいい声で喘あえいでいた気もするけどな？　それが全部、俺の気のせいかい？」

　悪い男の顔（内ない面めんではガクブル）で言う慧慈の見る先で、全身を余す所なく赤せき熱ねつ状態にしてルーラが突つっ伏ぷしていた。今にも周囲のお湯を蒸じよう発はつさせそうな勢いである。

「ふっふっふ……いやあ、つるぺたなボディかと思ったけど、場所によってはなかなか柔やわらかだったり弾だん力りよくがあったり。実に触り心地ごこちがいい身体からだだった！　色んな感かん触しよくがまだ手に残ってる……！」

「あ……あぅ……」

　慧けい慈じの語り口ぐちにいやいやと首を振るルーラ。それを見ていると……演えん技ぎのつもりだったのに何だか慧慈もまた昂たかぶってくる。

（……何だろう、何というかこの娘むすめ……いじめたくなってくる。泣き顔が凄すごく可愛かわいいというか……反応が愛らしいというか……）

　慧慈の中でむくむくとＳっ気が膨ふくれ上がってきた。それを抑えることが出来ず慧慈は、余よ計けいに滑なめらかにルーラへの言葉責ぜめを繰り広げた。

「特に、小さなおっぱいの感触が何とも絶ぜつ妙みようなものだった！　膨ふくらみ掛けのおっぱいって……案あん外がい硬いんだね!?　触ると顔が歪ゆがんでたけど、もしかして痛かった!?　いやあ、それは無いか！　触ってたら何か、手のひらや指に突とつ起きのようなものが引っ掛かってくるようになったし！　何かと思って摘つまんだり引っ張ったりしてみたら……ああ、なんだ、これツンツンに硬く尖とがった君のちく──」

			「ひゃああああああああああああああああ!?」

　言わせてなるかとルーラの悲ひ鳴めいが浴よく場じように響ひびき渡り──




　──プツンと、何かが切れる音がした。




（……あれ？　この音って……最近得える藻もからも聞いたような……？）

　そして慧慈は思い出す。これは、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる音だ……主おもに乙女おとめの。

　──ミキッッ……！

「──!?　な、何だ……!?」

　広々とした頑がん丈じようそうな浴よく室しつが、まるで今にも崩くずれそうな軋きしみを上げる。それは、目もく前ぜんの魔ま人じんの少女を中心に巻き起こっていた。

　何から何まで小こ振ぶりなルーラの身から、それとはアンバランスなほどに強きよう大だいな気け配はいが膨れる。存在感かんが増大して、それに耐え切れないようにダンジョン全体が揺れているような錯さつ覚かくを慧慈は覚えた。

（え……あ、ヤバい──本ほん気きで怒らせた!?）

　慧慈がようやくやり過ぎたことに気付いた時には、時とき既すでに遅く。ルーラを中心に、純じゆん白ぱくの光が爆ばく裂れつする──

「…………っ！　──!?」

　網もう膜まくを灼やく光に慧けい慈じが瞼まぶたを閉じ、顔面を両手で庇かばう。咄とつ嗟さに後ろへ大きく飛び退のくと、寸すん前ぜんまで自分が居た地点がひしゃげる音が聞こえた。

（な、何事……!?）

　光が収まり視し界かいを回復した慧慈は……眼がん前ぜんの光こう景けいに息が止まった。

　ルーラが、居た。しかし……その姿すがたは大きく変わっている。

　腰から上は、ほぼそのままだ。細い腕も可か憐れんな顔も、細やかな胸さえ先までと変化は無い。

　──だが、下か半はん身しんが全く異なる形へ変へん容ようしていた。力強い四し肢しは、あのマリーの犬型の下か肢しすら可愛かわいりそうな鋭さを秘ひめていた。美しき毛け並なみは、黄おう金ごんから形けい成せいされた如ごとく上じよう品ひんな輝きを放ち、その背から生はえた巨きよ翼よくが空を叩たたくと、それだけで辺りに嵐あらしのような風が吹き荒れた。

　巨きよ大だいな、翼つばさある獅し子し。その存在しない頭とう部ぶの代わりに、首くび元もとからルーラの華きや奢しやな少女の上じよう体たいが生えている……。

「『スフィンクス』か!?　だけど……」

　慧慈は去年の夏のアルバイトでダンジョンに潜もぐった時、同どう種しゆの魔ま物ものと戦っている。しかし、その時のそれと比べて目の前のルーラは……。

（明らかに感じるプレッシャーが違うっ。体たい格かくも……上じよう半はん身しんはともかく下か半身はずっとデカい。これは……強いぞ……！）

　慧慈は気持ちを切り替え、頭を戦せん闘とうモードにした。下へ手たな思し考こうに捉とらわれていたら、負ける。

（しかも向こうは、明めい白はくに俺おれに対して絶対的な殺さつ意いを抱いてる……負けたら死ぬぞ！）

　ルーラの瞳ひとみの奥に燃える暗い炎ほのおに、慧慈の膝ひざは柄がらにもなく震えた。

　ルーラが右前まえ脚あしを……慧慈が先まで居た場所を踏み砕くだいたそれをさらに前へと踏み出させる。殺さつ意き満まん々んまんの彼女に、慧慈は己おのれを鼓こ舞ぶするように肩をすくめると対たい抗こうするように長ちよう剣けんを抜き放つ──

「……あれ？」

　抜き放つ──……ことは出来ない。何な故ぜなら慧慈は全裸だから。衣い類るいも着ていないのに……防ぼう具ぐや剣など持っているはずもない。

　慧慈の全身を冷ひや汗あせが滝たきのように流れ落ちた。

「はっはっは……ちょっと待ってよ、お嬢じようさん。男には……戦う準備ってものがあってね──」

　フレンドリーに笑って訴える慧慈に、ルーラが返した言葉は──




			「問もん・答どう・無む・用よう・!!」




「──だよねー!!」

　慧慈が踵きびすを返して駆かけ出した背中に、ルーラの暴ぼう風ふうの如ごとき連れん撃げきが迫る。その死の匂においを多分に含んだ烈れつ風ぷうは、今にも慧けい慈じのその生命を刈かり取ろうとしていた──




「──あ。剣ならまだあった！　男なら誰だれでも腰に提さげている、分ぶん身しんの一いつ刀とうが──って、これで戦えるわけがないっっ!!」




　……むしろ、女性たちの平和の為ために、この男はここで死んだ方がいいのかもしれなかった。







[image: 第三話　炎と風邪の決戦！　そして…]







　──湯ゆけ煙むりを巻き込み、屈かがみ込んだ少年の頭ずじ上ようを巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめが通過する。

「…………っ！」

　アイドル顔負けの端たん整せいな顔に冷や汗あせを浮かべ、彼はスタイリッシュな痩そう躯くを疾しつ走そうさせた。背中すれすれを、舞い戻った鋭えい利りな爪つめが掠かすめていく。

「死ぬ死ぬっ、本当に死んでしまう！」

　周囲の熱気や湿しつ度どとは裏うら腹はらに、高校生くらいの歳としにしては長身な身体からだ全体が蒼あお褪ざめていた。

　日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ、一六歳さい。この春に高校二年生となる。しかし、その前に彼の命めい運うんは尽きようとしていた──

「いやいやいや！　まだぎりぎりそれの瀬せ戸と際ぎわだからっ！」

　己おのれに降り掛かろうとしている運うん命めいに言葉でも抗あらがいつつ、彼は打だ開かい策さくを探して逃げ回る。

　振り返る彼の視線の先、立ち込める水すい蒸じよ気うきの向こうに影が見えた。──あまりに巨大、かつ異いぎ形よう。けれど不ふ思し議ぎと醜みにくくはなく、神しん話わの世界から抜け出てきたような美しささえ感じさせる。

　細く華きや奢しや、凹おう凸とつも少ない一一、二歳ほどの裸はだかの少女の上じよう半はん身しん。だが、その下か半身は見上げるほど大型な頭部の無い獅し子し。その本来頭があるべき部分から、少女の裸ら身しんが生はえているのだ。

『スフィンクス』──半はん人じん半獅子の大いなる獣けもの。

　その少女に、慧慈は必ひつ死しに呼び掛ける。

「待て、待つんだっ。乱暴はいけない……！　俺おれたちには言葉がある、話し合おう!!」

　それに対する少女の返答は──

「……あ、あんなことをしておいて……今さらそんないけしゃあしゃあと!!」

　今にも雫しずくが零こぼれ落ちそうな涙なみ目だめからの、怒ど声せい。これはヤバいと慧慈自じ身しん感じるが、ここで引き下がっては深しん刻こくに命がまずい。

「君の気持ちは解わかるっ。正直……悪かったと俺も思ってる！　思い出すとちょっとやり過ぎたと──」

　台詞せりふの通り、慧慈は思い出してしまう。──少女の滑なめらかな肌はだの感かん触しよく。膨ふくらみ掛けの乳ち房ぶさの弾だん力りよく。それらをこの手の指で堪たん能のうする中なか聞いた少女の喘あえぎ声……。

（いや、違うんですよ？　別に無む理り矢や理り手て籠ごめにしたとか、そんなことではなく！　ただ一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って、彼女の身体のあらゆる部分を丹たん念ねんに洗い上げただけで──）

　人、それを『性せい犯はん罪ざい』と呼ぶ。

　慧慈が黙もくしたのはほんの数秒。その間に少女の顔色がかぁぁっ……と燃え上がって、直後に怒ど髪はつ天てんを突く表情となった。

「な……に、思い出して──にゃああああ!!」

　少女が怒り狂ったのも仕方が無い。何せ慧慈は……おっ勃たてていたのだから！　少女のあれやらこれやらを思い返して、男なら誰だれでも持つ股こ間かんの一いつ刀とうを!!

　……しかも彼は現在全裸なので、隠かくしようも無く。

　説せつ得とく失敗。というか、そもそも成功しようが無い。

　獅し子しの背から広がる鷲わしを思わせる巨きよ翼よくが大気を叩たたく。それだけで豪ごう風ふうが発生し、慧けい慈じの身体からだが浮き上がり掛けた。重じゆう心しんを低く落としてそれに耐える慧慈の耳に──厳おごそかな旋せん律りつが聞こえたのは次の瞬しゆん間かんだった。




			　見えざる力よ　集つどえ

			　遥はるか海の彼方かなた　空の果てにて生まれし風ちからよ




「魔ま法ほうっ!?」

　慧慈が舌した打うちする。

　周囲に満ちる不ふ可か視しのエネルギー……『マナ』。それが目の前の異いぎ形ようの少女の声に、意い志しに反応して、翡ひ翠すい色いろの同どう心しん円えんをいくつも空中へと描く。回転し、鈴すずの如ごとき音おとを立てて共きよう鳴めいしたそれらが、少女の詩と合がつ唱しようした。

　──風が、啼なく。




			　汝なんじらと遊ぶ羽が求む

			　我ら濡ぬらす雨を切り裂さく鋭さを

			 

			　汝らが浚さらう髪かみが望む

			　我ら汚けがす砂を吹き払う強さを

			 

			　我らが願いに応こたえよ　軽やかなる存も在の

			　紡つむぎ　顕あらわし　研とぎ澄すまされし形を成せ

			 

			　汝らは剣けん士し

			　百万の剣となり　立ち塞ふさがる全てを断て

			 

			　汝らは騎き士し

			　百億おくの槍やりとなり　立ち塞がる全てを穿うがて

			 

			　其その方らの前に生は無く

			　其の方らの後ろには　死が降り積もるのみ

			 

			　戦せん場じようにて舞い翔かければ

			　勝利の誉ほまれがその背中に続かん

			 

			　故ゆえに──




「破は滅めつの猛威ちから、今ここへと示せ！　死を運び、踊り狂え──︽デスゲイル︾ッッ!!」

「ちょ──本ほん気きかっっ!?」

　少女の叫びと共に、屈くつ折せつにより光さえも両りよう断だんする黒き風が嵐あらしを成して辺りを呑のみ込んだ──




　剣と魔ま法ほう、魔ま物ものと……ダンジョンと呼ばれる迷めい宮きゆう群ぐん。それらが当たり前のものとして人々に受け入れられている現代日に本ほん。

　日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じは三月も終わりに差し掛かる今日きよう、引っ越してきた新たな自宅の地下へと落らつ下かし、そこに広がっていたダンジョンをさ迷う羽は目めになってしまった……四月に中ちゆ二うにになる妹、得える藻もと共に。

　紆う余よ曲きよく折せつを経てそこから脱だつ出しゆつ、同時にそこで出会った最強のアンデッド、リッチのグラことグランディータからある頼みごとをされた慧慈たち兄妹は──地上へ戻るなり、さらなる問題に直面した。




　新しい自宅がダンジョンと化しているという。




　それは、慧慈たちがグラから頼まれたことと深い関わりがあった。全ての魔物を統すべる存在にして全ダンジョンも統とう括かつする存在、『魔ま王おう』。それ自体は既すでにこの世には無いが……彼の力を受け継ついだ子、『魔ま人じん』が、少なくない魔物たちを率ひきいて再び地上へ侵しん出しゆつしようとしているのだと。

　かつて魔物が地上を蹂じゆう躙りんした時は、アメリカなどで都市が地ちき球ゆう上じようより消しよう滅めつしたという。その惨さん劇げきを繰り返さぬ為ために魔人を止めてほしい……それがグラからの願いであった。

　グラが得藻の魔法の師しし匠ようでもあった縁えんから、それを了りよう承しようした慧慈たちであるが……そうこうしている間に魔人は地上に──慧慈たちの新しん居きよに侵出しており。新しん自宅がダンジョンと化したのは、どうやらそれが何かをやったのが原因のようであった。

　姿すがたを変えた家を取り戻す為に、そしてそこに居たはずの両親を救い出す為に……グラの力を借りて慧慈と得藻はダンジョン化した自宅へと突とつ入にゆうしたのであるが──




　──慧慈は死んだかもしれなかった。

　そう思わざるを得ないほど圧あつ倒とう的てきな破は壊かいの跡あとが広がっている。

　肩で息をする異いぎ形ようの少女──魔人ルーラの前から扇おうぎ状じように広がる破壊痕こん。それは古こ代だいローマの大だい浴よく場じようを思わせる豪ごう華かなこの場所……まさしくダンジョン化により変へん貌ぼうした慧けい慈じたちの新しん居きよの浴室を瓦が礫れきが積もる空間へと変えていた。

　砕くだけた石材の圧あつ倒とう的質しつ量りように押し潰つぶされたのか、慧慈の姿すがたは何ど処こにも見受けられない。しかし姿が無いからといって逃げ延びたかといえば……とてもではないが考え難かった。それほどまでにルーラの放った魔ま法ほうは、強力にしてかつ回かい避ひのしようが無いタイミングだったのだから。

　ルーラにもそれが理解出来ているのだろう。彼女は数十秒を経て残ざん心しんを解き──その身が光を纏まとうと、下か半はん身しんが何十分の一にも縮む。形状さえ変わり、普通の少女とそう変わらない形となった……お尻しりの上部から伸びる尻尾しつぽを除けば。

　一ひと息いき吐ついた彼女は……やがてくしゃっと顔を歪ゆがめ、目め尻じりの涙を拭ぬぐう。

「うぅ……け、汚けがされた……。お嫁よめに行けない身体からだにされた……ぐすっ……」

　ぽろぽろ涙を零こぼすルーラはパタパタと足あし早ばやにその場を去る。後にはただ、静せい寂じやくが舞い降りるのみ──

　……………………。

　舞い降りるのみ──

　…………………………………………。




　……本当に慧慈が出てこない。




　真剣に、主人公こうが死んだかもしれない……。

　両親を捜そう索さく中ちゆうに得える藻もとはぐれてしまい、彼女の行方ゆくえを捜していた。

　何体もの魔ま物ものと遭そう遇ぐうし、それを屠ほふり、なのに一向に両親も妹も見付からずに焦あせりを募つのらせていた。

　そこまではシリアスだったのに──風ふ呂ろ場ばを見付けてそこにルーラが入っていると解わかったら大だい暴ぼう走そう。割とフリーダムなライトノベルでさえ描びよう写しや出来ないことを色々やらかした。

　……真ま面じ目めなダンジョン探たん索さく中ちゆうに、スケベ心を出して女の子に悪いた戯ずらするから……。

　しかもそれがよりにもよって、魔ま人じん様ご本ほん人にんだったのだから……。

　まあ、ある意味死しんで必然。

　けれど、主人公不ふ在ざいでも物語は続く──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　日ひ暮ぐれ坂ざか家けの新住居……外見ヨーロピアン調の三階建て住宅をベースにしているせいだろうか。このダンジョンは床がフローリングだったり畳たたみだったりカーペットだったり、壁に落ち着いたデザインの壁かべ紙がみが張ってあったりと、一いつ般ぱん的な日に本ほんの住宅のイメージが踏とう襲しゆうされている。

　明かりなど何ど処こから電気が供きよう給きゆうされているのかも解わからないＬＥＤ電でん球きゆうだ。

　ただ、そんな異い質しつな雰ふん囲い気きであっても、そこで遭そう遇ぐうする魔ま物ものたちは実に王おう道どう的てきファンタジーな外見をしていた──

「︽ファイアジャベリン︾！」

　凛りんとした叫びと共に、炎ほのおが槍やりと化して岩の肌はだの大おお男おとこ──『トロール』を貫つらぬく。

　彼かの魔物が槍の形より解放された爆ばく炎えんに四し散さんするのを尻しり目めに、つば広ひろ三角帽ぼう子しにローブ姿すがたの少女は駆かけ出した。全体的には細ほそ身み、小こ柄がらだが……胸むな元もとのアンバランスな膨ふくらみだけはたゆんたゆんと揺れる。

　それを邪じや魔ま臭くさそうに睨にらみつつ、日ひ暮ぐれ坂ざか得える藻もは原因不ふ明めいの焦しよう燥そう感かんに押されて足を止められずにいた。

「……お兄にいちゃん」

　明るい表情が似に合あう愛らしい顔を今は不安の色に染そめて、自分がトラップに嵌はまったせいで離れ離れになってしまった兄、慧けい慈じを思う。

（何か……嫌いやな予よ感かんがするよ。お兄ちゃんの身に……とても大変なことが起きたようなっ）

　……はい、死んだかもしれません。

　とはいえそんなこととは露つゆ知しらぬ妹は、不安に駆かられながらも兄を捜して走るしかない。両親も捜さなければならないが……今は虫の知らせもあり兄優ゆう先せんだ。

　普ふ段だんちょっと冷たい妹の健気けなげな態度を知れば、慧慈は感かん涙るいに咽むせび泣いたかもしれない。

　……死んでいた場合、きっと草くさ葉ばの陰からであろうが。

　何にせよ得藻はズンズカ進む。最強の不ふ死し者しやたるグラ直じき伝でんの大だい火かり力よく魔ま法ほうで突き進む。

　……得藻の通った後には黒くろ焦こげの牛うし頭あたまの大おお男おとこ『ミノタウロス』や溶よう解かいした空からっぽなのに動く甲かつ冑ちゆう『リビングアーマー』やらが転がっていて、ある意味大変追つい跡せきがし易やすい。

　だのに後ろから追ってくる敵の姿が無いのは……まあ、怯おびえているのだろう。ミノタウロスもリビングアーマーも決して弱い魔物ではない。それが火力ちから押しで、ほとんど一いつ蹴しゆうされているのだから。魔物というのは死んでもいずれは復活する不ふ思し議ぎ生物だそうだが……死ぬ過程にある痛くて怖こわい思いなど好き好んでしようとは思うまい。

　よって現在ダンジョン内には、侵しん攻こうする得藻から魔物たちが逃げ惑まどい退たい避ひするという構こう図ずが生まれていたのであるが──




　ダンジョンのほとんどは地下迷めい宮きゆうの形を取る。

　グラ曰いわく、ダンジョンは元々遥はるか地下深くに存在する大いなる力の塊かたまり、『熱き混こん沌とん』を求めて、それから力を引き出せる能力を持った人間たち──ちなみにそれの名めい称しようが本来の意味としての『魔ま王おう』である──が地の底へと向けて掘っていった通路であるという。それも、各おの々おのが競い合う形で（その最終的な勝者が、現在一いつ般ぱん的に『魔王』と認にん識しきされている存在だ）。ならばこそ、地下へと向かって広がっていくのは当然のことなのではあるが。

　ただその意味合いで言うと、この日ひ暮ぐれ坂ざか家けのダンジョンは上へと向かう塔とうの形状をしており、ダンジョンとしては異い端たんと言える。

　その異端のダンジョンの頂ちよう上じように近い広ひろ間まで、何体もの魔ま物ものが大おお慌あわてしていた。そこに入ってきた、複雑な紋もん様ようと金きん細ざい工くが飾る翡ひ翠すい色いろの法ほう衣えの少女──魔ま人じんルーラは、慌ただしい配はい下かたちを一いつ喝かつする。

「この有あり様さま……私が居ない間に何がどうなっているの!?」

　……若じやつ干かん目め元もとが赤いのは、慧けい慈じにされたことのせいで泣いていたからだろう。しかし部ぶ下かの前で弱みは見せられないと思ったのか、何事も無かったかのように気きじ丈ように振る舞ってルーラは部屋中の魔物を睥へい睨げいする。

　偉い大だいなる魔人から問われ、平へい伏ふくしそうな勢いでカボチャ頭の小こ柄がらなローブ姿すがた──『ジャックオーランタン』は頭を下げた。

　実にハロウィンに相応ふさわしい姿の魔物であるが……別にその時期限げん定ていのレアモンスターなどではなく、今のような春でも平へい気きで出てくる。

　カボチャに三角形の目とギザギザな口の穴を開けたような顔を、フローリングの床にぶつけながら、略りやく称しようランタンはルーラへと状況を説明した。

「し、侵しん入にゆう者しやです！　現げん在ざい第一五階かい層そう中央辺りを驀ばく進しん中ちゆう……おおぅ!?」

　瞬しゆん間かんズンッ……とダンジョン全体が揺れた。振り返ったランタンに水すい晶しよう球だま……遠えん方ぽうの映えい像ぞうが見られる魔法の道具……を覗のぞき込んでいた肩に乗れそうな小型の悪あく魔ま──『インプ』が告げる。

「し、侵入者、階段が見付からないことが我が慢まん出来なかったみたいで……天てん井じようぶち抜いたぞ！　うわっ、一六階層まで上がってきた!?」

　報告にランタンは絶ぜつ句くし、ルーラでさえ目を見張る。

　魔物は元々、魔ま王おうたちに作られた存在だ。他の魔王への攻こう撃げき、或あるいはそれに対する防ぼう衛えいの為ために。『熱き混こん沌とん』争そう奪だつ戦せんの最終的な勝者が決まり、その勝者の魔王が他の魔王たちから力を奪うばった後は、その最後の魔王を主あるじとして仰あおいでいた。

　そんな魔物たちは、自らの主たる魔王やそれの影えい響きようが強いものを傷付けられないように制約されている。特に、こちらも後に最後の魔王がその全てを統とう括かつしたダンジョンは、魔王にしか造り出すことの出来ぬ魔王に縁えん深ぶかいものの代表だ。故ゆえに、ダンジョンは魔物たちにとって絶対不ふ可か侵しんのもの。ルーラは魔王の血を引いている影響で、例れい外がい的てきに破は壊かい出来るが、それを問もん答どう無む用ようで破壊出来るというだけでも、彼らにとっては計り知れぬ衝しよう撃げきがある。

（いいえ、それにしたって──）

　ルーラは戦せん慄りつを覚えながら、内ない心しん呟つぶやいた。

　魔物たち以外ならば普通にダンジョンに傷を付けることが出来ると言っても、限度がある。

　一いつ般ぱん的な建物と同レベルで──否いな、人間より大型の魔物が行き来することも前ぜん提ていとなる以上余よ計けいに強固な形で、ダンジョンの床や壁は構こう築ちくされている。途と方ほうも無く頑がん丈じようであるそれを問もん答どう無む用ようで破は壊かいして突とつ破ぱしてくるなど……元来ならあり得ない。

（このダンジョンは……もしかして……）

　部屋の奥をちらりと見て、ルーラは唇くちびるを噛かみ──気を取り直して部ぶ下かたちに状況を問う。

「侵しん入にゆう者しやなら私もさっき片付けたわ。恐らくはそれの仲間よ。……どんな相手？」

「人間の……女の子ですっ。つば広の三角帽ぼう子しにローブ……魔ま法ほう使つかいかと！」

　示された水すい晶しよう球だまを覗のぞき込み、ルーラが翠みどりの目を細めた。爆ばく風ふうに長い髪かみとローブをなびかせた美び少女──得える藻もの雄ゆう姿しに何かを感じた様よう子すで口を結ぶ。

　……暫しばしの黙もつ考こうの後。

「……総そう員いんを一八階かい層そうより上に退たい避ひさせて。上に来られない者は、地下のダンジョンへ。この娘むすめは──私が一七階層で迎え撃うつ」

「ル、ルーラ様自みずから……!?」

　驚きよう愕がくするランタンへ首しゆ肯こうして、ルーラはこの部屋の魔ま物ものたちへ声を響ひびかせた。

「貴方あなたたちはこの場で魔王様をお守りしなさい。いいこと、絶対誰だれにも渡してはならないわ！」

　ルーラの命めいに魔物たちは一いつ斉せいに頭こうべを垂たれる。それに満足げに微笑ほほえみつつ、ルーラは広ひろ間ま最さい奥おうへ向けて一いち礼れいすると踵きびすを返した。

　ルーラが背を向けたそこに、玉ぎよ座くざがある……。

　そこに腰掛けた何者かが、大おお仰ぎように頷うなずく気け配はいがあった──




　その頃ころ地下のダンジョン、グラの部屋で──

「んおっ!?　……こ、これは……？」

　ローブ姿すがたの骸がい骨こつ……という普ふ段だんの姿から、気が張っているせいかショート銀ぎん髪ぱつの大人おとなの魅みり力よく満まん載さいセクシー美女の姿に変へん貌ぼうしているグラが、机の上に置かれた物を見て目を剝いむている。

　それはディフォルメされた得藻の人形。猫ねこを思わせる表情から衣いし装ように到るまで細部の特とく徴ちようが良く捉とらえられており、実に愛らしい。

　ただ、問題なのはその隣となりである。

　……何ど処こか胡散うさん臭くさい、見ようによっては美形に見えなくもない少年剣けん士しの人形……ご察しの通り慧けい慈じであるが……それが倒れてバラバラになっている。手足がもげて首チョンパだ。

　人形であっても無む惨ざんなその有あり様さまにグラは口をへの字にし……難しげに漏もらした。

「……慧慈君……死んでしもうたか。まあ……備えておいて良かったのう……」

　それはどういうことなのか？　返答は問う者が居なかった為ため、返ることは無く……。

　南な無む南な無むと手を合わせ、グラは慧慈の人形をそっと片付けた。




　傍ぼう若じやく無ぶ人じんに突き進んでいた得藻は、ふと広い部屋に出た。

「凄すごく……広い。あの大おお目め玉だまと戦った部屋より広いよね？」

　慧けい慈じと引き離された直後に戦うことになった魔ま物もの。摘てき出しゆつされた巨きよ大だいな眼がん球きゆうの如ごとき姿すがた。それが居た部屋はバスケットコートくらいあったが、ここはその部屋の倍ばい以上の面積がありそうだ。天てん井じようも見上げるほどに高く、ちょっとやそっと暴あばれても部屋に被ひ害がいは出そうにない──

「……うぅ、何かアレな予よ感かんがするよ……」

　いわゆる『ボス戦』。それを連れん想そうさせる空気が辺りに満ちている気がした。

　──そして、それは正解を告げる。

　得える藻もが入ってきた入口のちょうど対たい面めん。そこにあった扉とびらが開き……それほど大きくない得藻よりもさらに小さな人ひと影かげが入ってくる。年ねん齢れいは、一一、二歳さいくらいだろうか──

「……違うね。人じゃない」

　彼女を見て一ひと目めで見抜く。首の後ろで一本に束たばねられた金きん髪ぱつ……その隙すき間まから顔を出すのは、獣けものの如ごとき毛で覆おおわれた耳。細い肢し体たいを包む翡ひ翠すいの色の法ほう衣えの隙間から、ライオンのそれに似た尻尾しつぽも伸びている。

　彼女──魔ま人じんルーラのエメラルドの如き瞳ひとみを、得藻は真まっ向こうから受け止めた。

　怯ひるまぬ様よう子すの得藻に、ルーラは目に怜れい悧りな光を宿し呼び掛ける。

「私はルーラ、このダンジョンを魔ま王おう様と共に統とう括かつする魔人よ。人間の娘むすめよ、何用で私たちの領りよう域いきへ立ち入った──」

　朗ろう々ろうと問い掛けるルーラであったが……この場合、それは聡そう明めいな選択ではなかった。得藻の性格上、はっきりと『魔人』……『倒すべき者』と名乗られたなら、もう──

「︽ファイアァァブラストォォオオオオ︾ッ!!」

「──立ち入ったか答え……きゃああああ!?」

　先せん手て必勝──顔にその四文字を浮かべた得藻の炎ほのおの迫はく撃げきが真まっ直すぐにルーラへ突き進んだ。悲ひ鳴めいを上げて横っ飛びに躱かわすルーラ。動どう揺ようから身を震わせる彼女に杖つえをビシッと突き付けて、得藻が声こわ高だかに宣せん言げんする。

「この家の長女にして最強アンデッド、リッチのグランディータの弟で子し、日ひ暮ぐれ坂ざか得藻！　魔人のあなたにお仕し置おきをくれてあげるよ!!」

「こ、口こう上じようも述べさせてくれないなんて……」

　お約束をぶっ飛ばす得藻の所しよ業ぎように、ルーラも開あいた口が塞ふさがらない。

「や　か　ま　し　い　よ　っ　！　お父とうさんとお母かあさんを返してもらって早くいつも通りに食しよく卓たくを囲むんだから！　……あとは、ついでにお兄にいちゃんも見付けて。ここで立ち止まってる暇ひまはわたしには無いんだよ!!」

　勇ゆう猛もう果か敢かんに獅し子し吼くする得藻に、ルーラは一歩だけ気け圧おされたように下がった。

「グランディータの弟子……人間なのに魔ま法ほうの力が異常に強いのは、そのせい……？　でも、魔人を舐なめないで。それくらいならむしろ望むところ──」

　そこまで言い掛けて、ルーラが止まる。数すう瞬しゆん考え込み……怖おず怖おずと得える藻もに尋たずねた。

「……お兄にいさん、居るの？」

「？　居るけど？」

　何をいきなり訊きいてくるのかと、思わず素直に返答する得藻。

「それってもしかして……身長これくらい？」

「うん、大体そんな感じ」

「美び形けいの部ぶ類るいに入るけど、何か胡散うさん臭くさい……」

「うん、まさしくそんな感じ」

「……素すっ裸ぱだかで……女の子の入にゆう浴よく中ちゆうに躊ちゆう躇ちよなく入り込んでくるような……」

「……そんな……ことも……あるかなぁ……？」

　質問と回答が続くにつれ、どうにも、得藻の背せ筋すじが冷えていく。

（な……何だか……嫌いやな予よ感かんがするよっ）

　彼女は知らぬことだが、慧けい慈じはルーラと対たい面めんした時にこう名乗っていた。

『ここの家の長男』と。そして得藻は、奇くしくも先さき程ほど『この家の長女』と名乗っていて……。

「……あの男の……身み内うち……んにゃああああ！」

　突とつ然ぜんのルーラの恐きよう慌こう。得藻がビクッと震える。顎あごを冷や汗あせが伝い落ちた。

（お、お兄ちゃん……この娘こに何したの!?）

　──主ぬしに、セクハラを。

　ここに居おらぬ兄に胸きよう中ちゆうで怒ど声せいを叩たたき付ける妹の眼がん前ぜんで、魔ま人じんルーラがスフィンクスとしての本ほん性しようを現した──




　そこより遥はるか下の階かい層そう……ルーラの大だい魔ま法ほうにより瓦が礫れきと化した浴よく場じようの前で。

「……うわ、何があったんだ、ここで？」

「ちょっと前までルーラ様が湯ゆ浴あみをしてたんじゃなかったっけ？　……じゃあ、ルーラ様がやったのかな……？」

　壊かい滅めつ状態の内部を覗のぞき込み、のっそりとした小こ人びとたち──『ブラウニー』がこそこそ話す。魔ま物ものといってもスライムやコボルトと同じようにほぼ無む害がいな彼ら。ルーラの命めいに従い地下迷めい宮きゆうへと避ひ難なんする途とち中ゆうであった。

「ほら、もう行こうぜ。多分大だい丈じよ夫うぶだって話だけど……万まんが一いち他にも侵しん入にゆう者しやが居て、そいつもあの女の子並みに強かったら……オレたちじゃどうしようも出来ないんだから」

「逃げるが勝ちってさー……ん？　ちょい待ち、今いま何か光った──」

　ブラウニーの一人が、怖こわ々ごわその光の方に歩み寄る。瓦礫の隙すき間まから顔を出していたのは──一ひと振ふりの剣けん。彼らは知らないが、慧慈がグラに貰もらった業わざ物ものだ。

「うわぁ……これ多分いい剣だぞ。持ってこうぜ、お前ら！」

「いや、でも……うわっ、凄すごく重いぞ、これ？　どうやって持ってくんだよ……？」

「そんなの皆で運べば──」

　──ピキッ……！

　……何かがひび割れる音がした。

　ブラウニーたちの視線が一いつ斉せいにそちらに向く──と、瓦が礫れきの一つがグラグラと揺れていた。その震しん動どうは段々と大きくなり……やがて無む数すうの亀き裂れつがその瓦礫全体に走り、広がっていく……。

「ちょ……何か居る!?」

「何かって何だよ!?」

「いや、それは──」




　その刹せつ那な──その瓦礫が音高く砕くだけ散った。その下より……。




			「気分はぁ……エクスタシィィイイイイッ!!」




			「「「「「出たぁぁああああっっ!!」」」」」

　そこから現れたとんでもない存在に、憐あわれな小こ人びとたちは剣を放り出して逃げ出した──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　烈れつ風ぷうを渦うず巻まかせて、屈かがみ込んだ得える藻もの頭ずじ上ようをルーラの下か肢しの爪つめが通り過ぎていく。

「……っ!?　危な……！」

　偶ぐう然ぜんにも先にルーラと戦った慧けい慈じと似た姿し勢せいでそれから逃のがれた得藻は、大きく後方へと跳ちよう躍やくして間ま合あいを取る。しかし、ルーラはその巨きよ体たいに似に合あわぬ敏びん捷しよう性せいで彼女を追つい撃げきした。

「っ……！　︽ファイアウォール︾ッ！」

　跳び掛かられる寸すん前ぜんで、得藻が眼がん前ぜんに炎ほのおの壁を構こう築ちくした。下から噴ふき上がる炎の圧力が、何とかルーラの突とつ撃げきを食い止める。

「!?　……うぅ、効いてないっ？」

　けれど、炎の熱ねつ自体はルーラに火傷やけどの一つも負わせることが出来なかった。下か半はん身しんの金きん色いろの毛並みを縮れさせることすら出来ていない。

（なんて高い魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく……生なま半はん可かな魔法じゃ貫つらぬけない!?）

　あの大おお目め玉だまの魔ま物ものも、魔法すら分ぶん解かいする光線の力を含めれば相そう当とう魔法に対する防御力が優ゆう秀しゆうだったが……そういう技を用いず純じゆん粋すいに硬いと得藻には感じられた。

（これが魔ま人じん……魔ま王おうの娘むすめ！）

　それに通じそうな魔ま法ほうを、得える藻もは高速で脳のう内ないにピックアップする。

　とすれば、浮かぶ魔法はやはりあれである。──︽インフェルノ︾。件くだんの大おお目め玉だまも葬ほうむった得藻の大だい魔法。手持ちの中では最強の一つ。……ではあるのだが……。

「──うひゃっ……!?」

　炎の壁を強ごう引いんに突とつ破ぱしてきたルーラが、再び鉤かぎ爪づめで得藻を襲おそった。学校で体たい操そう部ぶに所しよ属ぞくしているからこその身のこなしで、得藻は再度それを回かい避ひしてみせる──が。

（──駄だ目め、こんな激しい攻こう撃げきの合間を縫ぬって︽インフェルノ︾の詠えい唱しようなんて出来ないよ！）

　強力な分、︽インフェルノ︾は発はつ動どうまでに些いささか時間が掛かる。そして呪じゆ文もんの詠唱中は、得藻も流石さすがにいくらか無む防備になってしまう……。

（使わず倒せるならそうするべき。使わざるを得なくても、隙すきを作らないと……それなら！）

「──︽フレアボムズ︾！」

　得藻の周囲に無む数すうの火かき球ゆうが浮かぶ。それらは時間差さを置き、別々の軌き道どうを描いてルーラへと殺さつ到とうした。彼女の体たい表ひようで弾はじけ、焔ほのおを撒まき散らす。

　一発一発の威いり力よくはそう大きくない炎の爆ばく弾だん。ただし、それを無む数すうに生み出し操あやつる魔法。複数の敵に同時に対たい処しよすることも出来るが──一体の敵に爆弾を集中することにより高こう威力も期待出来る使い勝がつ手てのいい魔法である。

　これで相手を怯ひるませ、大魔法を使う時間稼かせぎをするというのが得藻の作さく戦せんだった──が。

「︽サイクロンバリケード︾！」

　ルーラが涼すずやかに声を響ひびかせる。瞬しゆん間かん、彼女を中心に風が渦うず巻まいた。旋風つむじかぜの障しよう壁へき……そうとしか形けい容よう出来ない自然ならざる風が、降り注そそぐ火球の群れを遮しや断だんする。爆ばく炎えんは風の結けつ界かいの表面で弾はじけ……ルーラ自身には傷一つ付けられない。

「ちょ……魔法も使うの!?」

「貴方あなただけの専せん売ばい特とつ許きよじゃない！」

　獅し子しの背の翼つばさを羽ばたかせ、ルーラが続けて魔法を発動させた。

「︽ワールウィンド︾！」

　直前の魔法よりも小しよう規き模ぼ──しかし放つ音はより鋭えい利りさを感じさせる旋風。それが滑すべるように得藻に向かって駆かけ出した。得藻はステップを踏みそれを躱かわそうとするが……彼女の動きに合わせて方向転てん換かんしてくる！

「追つい尾び式しき!?」

　急いで得藻は︽ファイアウォール︾を建てるが──︽ワールウィンド︾はそれさえ切り裂さき突とつ破ぱしてきた。多少威いり力よくは減じたようだが……その風は未いまだ刃やいばの如ごとき鋭さを感じさせる。

「ああもう、︽ファイアブラスト︾ッ！」

　得意の直ちよく線せん爆炎魔法で何とか相そう殺さいした得藻だが──その背せ筋すじを氷こおりのような感かん触しよくが走り抜けた。肩かた越ごしに視線をやれば……奇きし襲ゆうしてくるルーラの姿すがた！

　魔ま法ほうでの迎げい撃げきは間に合わない。舌した打うちの暇ひまも惜おしみ得える藻もは、前方へと身体からだを投げ出す──




　──ザンッッ……！




　ルーラの豪ごう爪そうが剝ぎは取った……得藻のローブの裾すそ。

　それを代だい償しように、得藻は辛かろうじて生と死の極きよく限げんを突とつ破ぱした。

　一気に全身に滲にじんだ冷や汗あせを振り切るように、ルーラを睨にらむ。気を抜けば震えそうになる膝ひざを叱しつ咤たして、地面を踏み締めた。

「……よくもおニューの装そう備びを……今日きようさっき下ろしたばかりなのにっ。後こう悔かいさせるよ！」

　自分を鼓こ舞ぶするように叫んだ得藻に、ルーラはまた一歩前まえ脚あしを踏み出した──




　得藻とルーラの戦いの余よ波はか、微びじ弱やくな震しん動どうを感じるダンジョン内──

　避ひ難なんの為ために移動していた魔ま物ものたちは……それを目もく撃げきする。遭そう遇ぐうすると様さま々ざまな反応を見せた。

　頭から角つのを生はやした兎うさぎのような小こ人びとの魔物、『グレムリン』は──

「……………………何じゃありゃ？」

　ただ絶ぜつ句くしてそれを見送った。

　いわゆる王おう道どう的てきな動く死体、『ゾンビ』は──

「（キラキラキラキラ……）」

　そのあまりに神こう々ごうしい（？）姿すがたを前に崩くずれ、中なか身みが昇しよう天てんしていった。

　そして下か半はん身しんが蛇へびの尾おになっている『ラミア』や髪かみが蛇になっている『メデューサ』といった女性型がたの魔物の反応は……一いつ択たくであった。

「「きゃああああああああっ!?」」

　──悲ひ鳴めいを上げ、目を逸そらして逃げる。

　そんな彼女たちの反応に少々傷付いた顔などしつつも、『それ』は己おのれが目め指ざすべき場所へただひたすらに駆かける──

「待ってろよ……得藻」

　向かうその先では、魔法使いの少女と魔ま人じんの少女の戦いがさらに激しさを増そうとしていた……。




「︽ラーバウェイブ︾ッ！」

「っ!?」

　得藻の繰り出したその魔法に、ルーラの巨きよ体たいは翼つばさを鳴らして空中へ舞い上がった。

　地上を舐なめていく赤い津つ波なみ──溶よう岩がん。沸ふつ騰とうし熱を上げるそれが、辺りを席せつ巻けんする。

　それを真ま下したに見ながら、ルーラは静かに胸を撫なで下ろした。

　一見、戦いはルーラが有利に運んでいるように見える。……しかし、実際は彼女の方も割と綱つな渡わたりだった。

　得える藻もには把は握あくされていないが……ルーラの身に風が纏まとわれている。風かぜ属ぞく性せいの補ほ助じよ魔ま法ほうたる、︽ゼピュロスブレッシング︾。纏われた風は時に鎧よろいとなりルーラを守り、時に彼女の身を運んでその動きをサポートする。

　得藻の︽ファイアウォール︾に突っ込んでもルーラが火傷やけど一つ負わないのは、この魔法の力があるからだ。──だが、本格的な得藻の攻こう撃げき魔法は、実のところ易やす々やすとこの防ぼう御ぎよを貫かん通つうしてくる。︽フレアボムズ︾に対してさらなる防御の魔法を用いたのはその為ためだ。

（この︽ラーバウェイブ︾も、まともに受けた時はどうなるか──）

　とはいっても、結局は飛行出来るルーラには命めい中ちゆうしなかった。その上うえ魔法で召しよう喚かんされた溶よう岩がんは、それほど長時間はこの場に留とどまれないはず。やがては消えていくはずであった。

（意味なんて無かった──）

　眼がん下かを見下ろしてルーラはそう思った──が。

「︽ヴォルカニックゲイザー︾！」

「っっ!?」

　連続して得藻が発はつ動どうさせた魔法に、ルーラがこの戦いで初めて驚きよう愕がくする。

︽ヴォルカニックゲイザー︾──溶岩噴ふん出しゆつ魔法。それ自体はルーラも知っていた。

　地面から火か山ざんの如ごとく溶よう岩がんを噴出させて、足あし元もとから敵を攻こう撃げきする魔法。

　上う手まく機きを狙ねらえば、不ふ意い打うちの形で敵に高熱を浴びせられる面白い魔法だ。ただ、そういう奇きし襲ゆう的てき側面が強い魔法は、ネタを知っている者には通じ難いのが関せきの山やまなのであるが……。

　得藻の︽ヴォルカニックゲイザー︾は、寸すん前ぜんに使われた︽ラーバウェイブ︾の溶岩さえ自らに取り込んだ。通常よりも圧あつ倒とう的に多量の溶岩を内ない包ほうした直ちよ下つかからの爆ばく発はつ……それは紅ぐ蓮れんの塔とうとなって空中のルーラさえ捉えとら──呑のみ込む。

「サ、︽サイクロンバリケード︾！」

　ぎりぎり、ほんの僅わずかの差で防ぼう御ぎよ魔法が間に合うが──本当に狭い範はん囲いに無む理りに発はつ生せいさせた風の障しよう壁へきは完全には溶岩の熱を遮さえぎれなかった。初めて……ルーラの毛並みが微かすかに焦こげる。

「っぅ!?　……こ、の……！」

　自じ前まえの翼つばさでも風を起こし、強ごう引いんに溶岩を振り払うルーラ。険しい瞳ひとみで見み据すえた時──得藻はもう既すでにさらなる魔法を放とうとしていた。

「︽ヒートレイ︾！」

　軌き道どうは︽ファイアブラスト︾に似ていた。が、その速度はそれの比ではない。雷らい光こう並みの速度で直進した灼しやく熱ねつがルーラの翼を掠かすめる。

　──それだけで彼女の片かた翼よくが燃え上がった。

「──っああああああああ!?」

　バランスを崩くずし、落らつ下かするルーラ。そこへと追つい撃げきを放とうとする得える藻もだが──それは咄とつ嗟さにルーラが使った強風の魔ま法ほう、︽ガスト︾にて妨ぼう害がいされる。だが、それは単に強風で相手の姿し勢せいを崩すだけの初しよ歩ほ的な魔法。得藻にはダメージが一いつ切さい入らない。

　十数メートルの距離を置き、仕切り直す形で二人は相あい対たいした。

「……光の速さで炎ほのおを放つ熱線の魔法……人の身で使えるなんて」

　痛む翼に慄おののいた顔で、ルーラが得藻へと呼び掛ける。

「ふふん、それが限界だなんて思わないでよね」

　人を食った笑顔で得藻が返す。

　良く見れば……得藻の顔色は若じやつ干かん悪い。魔ま人じんの高い魔法防ぼう御ぎよ力りよくを貫つらぬく為ため、相そう当とう無む茶ちやして威い力りよくの高い魔法を使っているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。戦いが長引けば……スタミナが尽きるのは得藻の方が先。それは得藻自身が良く解わかっていた。

（──だからもう、ここで決めるよ！）

　今までの無茶は、この時の為──準備はとうに出来ている！

　得藻が掲かかげる渦うず巻まく炎えん羽うの意いし匠ようの杖つえ……その先せん端たんに紅蓮色のマナが瞬またたいた。

　何なん重じゆうもの幾き何か学がく的円えん形けいが、数え切れぬほどに得藻の周囲に乱らん舞ぶする。




			　扉とびらよ　開け

			　遥か地の底へ続く扉よ

			 

			　鍵かぎは我が意い志し

			　漆しつ黒こくの闇やみを越え

			　我は深く　深しん淵えんにまで潜もぐる……




　得藻の大魔法、︽インフェルノ︾の詠えい唱しよう。

　詳しよう細さいは解わからずとも、得藻が切きり札ふだを切ろうとしているのはルーラにも察せられたのだろう。彼女はさせじと飛び掛かろうとするが──

「!?　これは……!?」

　飛び出そうとした脚あしが、地に縫ぬい止められていることにルーラはようやく気付いた。得藻が召しよう喚かんした溶よう岩がん、それが急速に冷えて固まり……ルーラの脚に食い込んでいた。

　肉にまで食い込めば、痛みで解っただろう。しかし皮ひ肉にくにも︽ゼピュロスブレッシング︾の守りがそこまでは阻はばみ、把は握あくを遅らせた。

　その遅れが、さらに得藻の詠唱を進めさせる。




			　……彼かの地に燃える

			　大いなる力を手に収めんが為ために

			　混沌ちからよ　我を受け入れよ

			　其その方に足は無く　其の方に翼つばさは無く

			　地の底を這はいずるばかりの汝なんじに

			　我は新たな形を与えん

			


			　揺らめき　光れ

			　熔とかし　焦こがせ──




　得える藻もの魔ま法ほうの詠唱は終しゆう盤ばんに差し掛かる。これが決まれば自分の勝ち──そう疑わない得藻だが……ルーラは、魔ま人じんは、そう簡単に屈くつする敵ではなかった。

「──︽ゼピュロスブレッシング︾解かい除じよ、解放魔まり力よくにより詠唱破は棄きっっ！」

　パンッ……と小さく破は裂れつする音──その直後に、眩まばゆいばかりの翡ひ翠すい色いろのマナがルーラの周囲に氾はん濫らんした。

︽ゼピュロスブレッシング︾の最後の効果──その存在を解除、マナに還かん元げんすることによって……直後の魔法の発はつ動どうを極きよく端たんに短たん縮しゆくする！

　当然ルーラが唱となえるのは、︽インフェルノ︾にも対たい抗こうし得る魔法……慧けい慈じを葬ほうむりし黒き風!!

			 

			　見えざる力よ　集つどえ

			　遥か海の彼方かなた　空の果てにて生まれし風ちからよ

			 

			　汝なんじらと遊ぶ羽が求む

			　我ら濡ぬらす雨を切り裂さく鋭さを

			 

			　汝らが浚さらう髪かみが望む

			　我ら汚けがす砂を吹き払う強さを

			 

			　我らが願いに応こたえよ　軽やかなる存在もの

			　紡つむぎ　顕あらわし　研とぎ澄すまされし形を成せ

			 

			　汝らは剣けん士し

			　百万の剣となり　立ち塞ふさがる全てを断て

			 

			　汝らは騎き士し

			　百億おくの槍やりとなり　立ち塞ふさがる全てを穿うがて

			 

			　其その方らの前に生は無く

			　其の方らの後ろには　死が降り積もるのみ




　ルーラが放とうとしている魔ま法ほうの威いり力よくを、頭ではなく感覚で理解したのだろう。得える藻もの表情が引き攣つる。──けれど歯を食い縛しばって強ごう引いんにその引き攣りを消し、得藻は仁に王おう立だちして杖つえをルーラへと掲かかげた。

（今さら退ひけない──真まっ向こう勝負だよ！）

（望むところ……！）

　得藻とルーラ、二人の視線が切り結び、言葉にならぬ意い志しがぶつかり合う。




			　この世の全てを焼き尽くす

			　煉れん獄ごくの焔ほのおとなりて

			　あまねく罪ざい過かを浄じよ化うかせよ！

			


			　戦せん場じようにて舞い翔かければ

			　勝利の誉ほまれがその背中に続かん

			　故ゆえに──




「我が命めいに従いて、その威光ちからを示せ！　万ばん物ぶつを燃やし尽くし──顕けん現げんせよ……！」

　得藻と──

「破は滅めつの猛威ちから、今ここへと示せ！　死を運び、踊り狂え──」

　ルーラの大魔法がその存在を具ぐ現げん化かさせたのは──全くの同時だった。




「︽インフェルノ︾ッッッッ!!」




「︽デスゲイル︾ッッッッ!!」




　地じ獄ごくの業ごう火かと死を告げる暴ぼう風ふう──

　煌こう々こうとした紅あかと鋭えい利りなる黒……。




　──二つが世界を塗り潰つぶす。




　ダンジョンが慟どう哭こくするような軋きしみを上げた。

　────────────────ッ！




　……正面衝しよう突とつした二人の少女の魔法ちから。

　数すう瞬しゆ後んご、その激げき突とつは──ルーラ側へと軍ぐん配ばいが上がろうとしていた。

「くぅっ……!?」

　杖つえを握った得藻の手が、ブルブルと震える。彼女の燃やす紅が、徐じよ々じよに、だが確実にルーラが吹き荒れさせる黒に浸しん食しよくされ始めていた。

「こ、の……！」

　──決して、得える藻もの︽インフェルノ︾が弱いわけではない。むしろ総合的な攻こう撃げき力りよくでは上を行っているはずである。

　にもかかわらず押されるのは──魔ま法ほうが影えい響きようを及ぼす範はん囲いの問題。

　得藻を中心に全ぜん方ほう位いへと拡かく散さんしていく性質の︽インフェルノ︾に対し、︽デスゲイル︾の方はルーラを起き点てんに前方へ向け威いり力よくが迸ほとばしる。総合的には︽インフェルノ︾の威力の方が高くとも、より狭い範囲に威力が集しゆう束そくされている分、激突すれば︽デスゲイル︾の方が強い。

　仮に、もう少しだけ︽インフェルノ︾の発はつ動どうが早かったのならば。或あるいは︽デスゲイル︾の発動が遅かったならば──その時はこの真しん紅くの滅ほろびの炎ほのおは黒き死の風を呑のみ込み、ルーラを灰はいも残さず焼き尽くしていただろう。

　勝負を決めたのは本当にごく僅わずか、一秒にも満たない刹せつ那なの時間の差──

「………………!!」

　得藻の背後でピキリ、ピキリッと床が割れる音が響ひびく。衝しよう撃げきが、既すでに得藻の後ろにまで突き抜けていっていることを示す音……。

「〜〜〜〜！　こんな……っ！」

　そんな破は滅めつの足音を耳にして──

　とうとう真紅しんくの灼しやく熱ねつ地じ獄ごくを突き破った漆しつ黒こくの風ふう刃じんが、得藻を丸まる呑のみにした。




　可か憐れんな少女の肉体は肉にく塊かいと化し、無む惨ざんに床へと落らつ下かする。




　……そんな一いつ瞬しゆ後んごの未来図ずを誰だれもが予想したはずだった──が。

　──つば広ひろ三角帽ぼう子しが飛ぶ。

　──ローブもその下のブラウスもズタズタに裂さけ、素す肌はだが露あらわになる。

　──スカートもぼろきれとなって白と緑みどりが縞しまを描く下した着ぎが見えそうになるが……。




　黒き烈れつ風ぷうが行き過ぎた後、そこに立つ得藻の身体からだ自体は傷一つ無く五ご体たいを留とどめていた。




「──なっ……!?」

　状況が呑のみ込めず目を白しろ黒くろさせるルーラに、得える藻もが言ってのける。

「︽スケープゴート︾って知ってる!?」

「!?」

　その言葉だけで、ルーラは何が起きたのかを悟さとった。

　ダンジョンという過か酷こくな環かん境きよ下うかで、死と隣となり合わせになりながらもそこを探たん索さくする者たち、『冒ぼう険けん者しや』。

　彼らはいつ自らに降り掛かるかも解わからない死の運うん命めいに抗あらがう為ために、様さま々ざまな工く夫ふうをしている。

　そんな冒険者を生なり業わいとする魔ま法ほう使つかいたちの中でも本当に限られた実力者でしか使えない魔法に、︽スケープゴート︾の名はあった。

　効果は実に単純、しかし同時に絶ぜつ大だい。

　その魔法を掛けられた対たい象しようにあまりに苛か烈れつ、即そく死ししかねない大ダメージが及ぼうとした時、それを予あらかじめ設定しておいた別の対たい象しようへと移すのだ。

　──例えば、人形とか。

　本当のところを言えば、得藻自身はその魔法をまだ使えない。だが、彼女の師しし匠ようたるグラには余よ裕ゆうで使える。……最強アンデッドのグラにとっては、ほとんど使う意味も機き会かいも無い魔法であるのだが。

　今回自じ宅たくのダンジョンに潜もぐる直前、得藻たちは万まん一いちの事じ態たいを想そう定ていして保険としてグラにそれを使ってもらっていたのだが……まさにそれは大当たりだったというわけだ。

　まあ、喰らったダメージが想そう像ぞう以上に莫ばく大だいであった場合。あとはダメージを肩かた代がわりさせる対たい象しようがあまりに脆もろかった場合などは、余よじ剰よう分ぶんのダメージが本ほん人にんにフィードバックしてくるのだが……得藻たちは身代わりに設定した人形に、グラから高等防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを幾いく重えにも重ね掛けしてもらったのだ。

　そうやって人形の頑がん丈じようさを底上げした甲か斐いがあって……何とかルーラの大魔法にも耐え切ることが出来たというわけである。

　そして──耐え切れたのであれば次に来るのは得藻のターン！

　杖つえを大きく横に振って、得藻が早はや口くちに詠えい唱しようを開始する。




			　星よ　天に瞬またたき　夜空埋うめ尽くす星よ

			　今いま一度　地上へと降り立ち　我が力となれ




︽インフェルノ︾ではない。先の失敗に学ばぬほど得藻は愚おろかではない。先の︽インフェルノ︾に対たい抗こうする為ために︽ゼピュロスブレッシング︾を解いてしまったルーラには、最も早はやあれほど速く︽デスゲイル︾を発はつ動どうさせる術すべは無いとはいえ……そこで高たかを括くくるような高こう慢まんさは流石さすがに得える藻もには無かった。

　──だから決定的に倒せる魔ま法ほうを選び取る。




			　流りゆう星せいは我が翼つばさに　惑わく星せいは我が盾たてに

			　恒こう星せいは我が剣となりて　この身に宿れ

			


			　その力もって　我は暗き空を翔かける

			　その力振るい　我は深き海を割る

			


			　この身は彼方かなた　何ど処こまでも

			　この意い志しは遥か　果てまでも

			　止とどまらず　阻はばまれず　貫つらぬき通す

			


			　我　今ここに　ただ一本の矢とならん──




「この光輝ちから、燃え尽きるまで──翔け抜けよ、︽アウローラ︾ッッ!!」

　雄叫おたけびを上げるように詠えい唱しようが結ばれ──刹せつ那な、得藻の身体からだが砲ほう弾だんと化した。

　その身を包み込む形で纏まとった太陽の如きごと魔ま力りよくの炎ほのお──ほぼプラズマと化したそれが力の一部を背後へと放出し、得藻自身をルーラ目め掛がけて撃うち出す。

『力の一部』と言ってもその加か速そくは凄すさまじく、先せん刻こくの︽ヒートレイ︾にすら匹ひつ敵てきするスピードを生む。

　炎属ぞく性せいの中でも超ちよう高こう位いに位置する突とつ撃げき型がた攻こう撃げき魔法──その効果範はん囲いこそほぼ接せつ触しよく距離という狭さだが、それだけの極きよく小しよう空間に集しゆう束そくされた炎の威いり力よくは、時として︽インフェルノ︾をも超ちよう越えつする。

　その上それだけの超ちよう々ちよう高熱はその内側の得藻に向けられる攻撃をことごとく焼しよう滅めつさせ、爆ばく炎えんの噴ふん出しゆつ力りよくにより生み出される速度は天を翔かける彗すい星せいの如ごとく得藻を運び、阻むものを吹き飛ばす。

　攻こう防ぼう、そして速度も一体の超ちよう魔法の力を借り、得藻の特とつ攻こうはルーラを捉とらえんとした。

「──くぅっ……!?」

　タイミングは不ふ意い打うちと言っていい。それでもルーラは辛かろうじて︽サイクロンバリケード︾を完成させた。その腕うで前まえは見事に尽きる。

　生なま半はん可かな攻撃ならば──そうでなくても相当の威力の攻撃を凌しのぎ切る風の防ぼう壁へき。魔ま人じんの持つ圧あつ倒とう的てき魔まり力よくも手伝い、暴ぼう風ふうの砦とりでとも形けい容ようすべきものと化す。

　それと得える藻もの︽アウローラ︾が激げき突とつし、再び辺り一面に炎ほのおと風の舞ぶ踏とうが演えん出しゆつされた。

　──しかし、もたらされた結果は先さき程ほどとは逆。




　ミシィッ……！

　大たい樹じゆがへし折れる如ごとき音を上げて、ルーラを守しゆ護ごする風の要よう塞さいがひしゃげた。──そのまま崩ほう壊かいは一気に訪れる。

「行っけぇぇええええええええ────っ!!」

「っっっっっっっっっっ!?」

　得藻渾こん身しんの大だい魔ま法ほうが風を砕くだき、その向こうの魔ま人じんルーラの巨きよ体たいを打ち据すえた──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「……はぁ……はぁっ……はあっ……！」

　全身汗あせだくの得藻が、荒く息を吐く。

︽アウローラ︾の余よ波はでさらに損そん傷しようしたローブから覗のぞく肢し体たいは火ほ照てっていて、少々扇せん情じよう的だが……彼女にはそれを気にする余よ裕ゆうは無い。

（……やった？　……倒した……？）

　それを確かく認にんすることに全ぜん神しん経けいを集中しているからだ。

︽アウローラ︾により弾はじき飛ばされたルーラは炎ほのおを上げ、そのまま対たい面めんの壁へ激げき突とつ。それさえも粉ふん砕さいして瓦が礫れきの中に埋もれた。︽デスゲイル︾で慧けい慈じがやられた構こう図ずとそっくりだが……同どう様ように彼女もそれで終わるのか？

（終わって……ほしい……）

　切せつ実じつに得藻は願う。

︽アウローラ︾は得藻にとって、︽インフェルノ︾以上の奥の手だ。もしこれを喰らってもなお、ルーラが平然と立ち上がってくるのなら……。

（わたしにはもう、打つ手は無いよ……！）

　体力も精神力も限界を迎えつつある得藻は、祈るように瓦礫の山を見み詰つめた──と。

　……カランッ。

　軽い音を立てて小さな瓦礫が落らつ下かした。得藻がビクンと跳ねてそちらを見る。

　暫しばし間を置き……その周囲の瓦礫が内側から崩くずれ去った。立ち上がる──ルーラの影。得藻の表情が泣きそうに歪ゆがむ……が。

「────くっ、うぅ……」

　ルーラの身体からだがゆらりと揺れた。倒れ掛けたのを、何とか傍かたわらの瓦礫に手を突いて支える。

　良く見れば──ルーラの姿すがたはスフィンクスの本ほん性しようから、華きや奢しやな少女のそれに戻っていた。汗あせで額ひたいに金きん髪ぱつが張り付き、息も得える藻もと同じくらい荒い。

　翡ひ翠すい色いろの法ほう衣えも焼け焦こげて穴だらけになっており──成長途とじ上ようの肢し体たいがそこから悩ましくも覗のぞいていた。……彼女もまた、満まん身しん創そう痍いなのが見て取れる……。

（︽アウローラ︾が効かなかったわけじゃないっ……！）

　むしろ充分効いてくれたとも言える。今なら……今のルーラなら、現状の得藻でも──倒すことが出来るかもしれない。

　のろのろと杖つえを持ち上げ直す得藻に、ルーラも気が付いた。顔を苦にが々にがしげにしかめ、それでも彼女は両手を得藻に向けて翳かざす。

　得藻の杖の先に弱々しいながらも火が灯ともり、ルーラの金きん糸しの如ごとき髪かみが微び風ふうを受けてふわりと浮き上がる。

　お互い最後の魔力ちからを振り絞しぼって、この戦いを終しゆう結けつさせる一いち撃げきを放とうとし──




　──それを台だい無なしにする存在が降こう臨りんしたのは、その瞬しゆん間かんだった。




「──得藻、無ぶ事じか!?」

　バンッ！　と得藻の後ろの扉とびらを押し開いて、突とつ入にゆうしてくる影一つ。それを見て──ルーラの顔が可哀想かわいそうなほど蒼あおくなった。その喉のどから悲ひ鳴めいが轟とどろく。

「いやぁぁああああ!?　あの時の変へん態たいぃぃ!!　何でまだ生きてるのっ!?」

　涙なみ目だめでパニックに陥おちいるルーラに、得藻も混乱する。反はん射しや的てきに振り返って──石せつ化かした。

「うおぅ、得藻!?　お前なんて格好かつこだ！　半分おっぱい零こぼれてるぞ──」

「見るなぁ！　……って、それだけじゃなくてー！」

　杖つえを突き出し相手の顎あごを打ち抜いて──得藻は頭を抱えた（きちんと露あらわになりそうな乳ち房ぶさも隠かくしつつ）。

　問題の相手は……皆様、もうお解わかりですね？　そうです、主しゆ人じん公こうの慧けい慈じが帰って参まいりました！

　得藻を︽デスゲイル︾から救った︽スケープゴート︾の魔ま法ほう。それはもちろん慧慈にも付ふ与よされており、ルーラの渾こん身しんの大だい魔法から彼の命を救っていたのである。……であるが……。

「お、お兄にいちゃんこそなんて格好してるのっ!?」

「……何ど処こか変か？」

　顔を真まっ赤かにして訴える妹に、慧慈は不ふ思し議ぎそうに返す。

　慧慈が着けるのは、グラから貰もらった部分鎧よろい群ぐんだ。板ばん金きんで作られた、頑がん丈じようでかつ軽い胸むね当あて、腰当て、籠こ手て、膝ひざ当あて。左右非ひた対いし称ようのデザインが割と洒落しやれている。

　そこは、このダンジョンに突とつ入にゆうした当とう初しよから変わっていない──そこだけは。





「何で……裸の上から鎧だけ着けてるの!?」


　……そう、その部分鎧一いつ式しきと剣はある。だが──それ以外の全ての衣い類るいが慧けい慈じの身から消え失うせていた。

　……あ。一応、腰にはタオルも巻かれている。間違い無くタオルだけだが。

　裸鎧というマニアック過ぎる形けい態たいへ進化した慧慈──そりゃ女性型モンスターだってきゃあきゃあ言う。そして逃げる──は仁に王おう立だちして胸を張り……何となく、股こ間かんのモノが隙すき間まから見えてしまいそうで得える藻もは目を逸そらした……妹に堂々と言い放った。

「服は、風ふ呂ろに入ってたら紆う余よ曲きよく折せつあって瓦が礫れきの下に埋もれた！　そんな状況でも鎧と剣だけは見付け出した俺おれの探たん索さく能力を褒ほめてほしい!!」

「本当に優れてるなら服も今すぐ見付けてきなよっ!?」

　もっともな得藻のツッコミに慧慈はやれやれと肩をすくめる。

「解わかってないな、得藻は。素す肌はだの上に直じかに鎧を着ける……それの何が悪い!?　古き良き時代のファンタジーでは、戦せん士しは皆そんな感じだぞ!?」

「誤ご解かい無いように言っておくけど、その人たちも下か半はん身しんにはズボンとか穿はいてるよ!?　全ぜん裸らとタオルに鎧だけなんて極きよく端たんなこと……何ど処こで誰だれがやったの!?」

「古い時代の跳ちよう躍やくを意味する名前の少年雑ざつ誌しでは、タオルも無しの完全な全裸の上に鎧を着て戦った戦士たちも居たんだよ！」

　神の側の人間と悪あく魔またちの戦いを描いた作品の剣けん士しとか……女め神がみに仕える聖せいなる闘とう士しの一部とかが。

「──とっても危険な香りがするからこの話題は終わりっ!!」

　デンジャラスな方向に行きそうになった話題を、得藻が慌あわてて修正する。

「……というか……お風ふ呂ろに入ってたってどういうこと？　わたしと別れてからお兄にいちゃんに一体何があったの──」

　問おうとして……ふと得藻は引っ掛かるものを感じた。ぐりんとルーラの方を見る。得藻の観察するような視線に、魔ま人じんの少女はビクビクと震えた。

　得藻の脳のう裏りについ先さき程ほどのルーラの台詞せりふが再さい生せいされる。




『いやぁぁああああ!?　あの時の変態ぃぃ!!　何でまだ生きてるの!?』




　……さらに思い出されることがある──




『……お兄さん、居るの？』

『？　居るけど？』

『……素っ裸で……女の子の入浴中に躊躇なく入り込んでくるような……』

『……そんな……ことも……あるかなぁ……？』




　……それに、『風ふ呂ろに入っていた』という慧けい慈じの主張……。

　パズルのピースが合わさるように、得える藻もの中で色々なことが腑ふに落ちた。

　ギギギッ……と錆さび付いたような音を立て、得藻は兄へと向き直る。何か物ぶつ騒そうな光を宿している妹の目に、慧慈は思わず後あと退ずさった。

「ど、どうした得藻？　そんな怖こわい顔して──」

「お兄ちゃんがお風呂入ってた時、もしかしてあの娘こも一いつ緒しよじゃなかった？」

　ルーラを指ゆび差さし訊きく得藻に、慧慈の目が泳ぐ。

「……ち……違うんですよ？」

「……何が違うのか、教えてほしいなっ♪」

　にこやかな得藻の詰きつ問もん。慧慈の額ひたいに冷や汗あせが滲にじむ。

「……俺おれはあくまでも、父とうさんや母かあさんを助け出し、そしてお前を見付け出す為ために必要な、実に合理的な手段を模も索さくして……」

「うん★　で、具体的にあの娘に何やったの？」

「……………………」

　冷や汗をだらだら流しつつ黙もく秘ひ権けんを行こう使しする慧慈に、得藻はもう一人の事情を知っているであろう相手に声を掛ける。

「ねえ、魔ま人じんさん。あなたお兄にいちゃんに……何をされたの？」

　得藻の質問にルーラは……赤くなり……蒼あおくなり……やがて目に涙を浮かべて、顔を両手で覆おおった。

「……ぐすっ……お嫁よめに……行けなくされて」

			「──死し刑けい」

「──んのっ!?」

　満まん面めんの笑えみ（なのだが目が全然笑わらっていない）で突き出された得藻の杖つえを慧慈がのけ反ぞり躱かわすと、直後に発はつ動どうした︽ファイアブラスト︾が顔すれすれの位置を通過していった。

「ちょ、待っ……得藻!?　そんなの喰らったら本ほん気きで──」

「──死ねぃ！」

　続けての︽フレアボムズ︾に慧慈は蛸たこのように身体からだをくねらせた。紙かみ一ひと重えの所を魔ま法ほうの爆ばく弾だんが行き過ぎる。

「お前……今いま本気で殺す気だったろう……!?　くぅぅっ、ああ、そうだよ！　その娘こと一いつ緒しよにお風呂に入って、彼女の身体からだのありとあらゆる箇か所しよを洗い尽くしたよ！　……で、それが何？」

「開き直るなっっ、犯はん罪ざいだよ!!」

「あうちっ!?」

　迸ほとばしる︽ヒートレイ︾は、危ういところで慧けい慈じの背中を焦こがすだけに留とどまる。

「わ、わたしが一人で必ひつ死しに頑がん張ばってる時に、お兄にいちゃんはセクハラ三ざん昧まい!?　しかもあんな、わたしよりも幼おさなそうな娘を……！　殺す、もう本ほん気きで殺すよ、お兄ちゃんっっ!!」

　……いや、本当に慧慈も得える藻もや両親を捜して力を尽くしていたんですよ──途とち中ゆうまでは。

　けれど作者のフォローなど聞こえぬ得藻は、慧慈を完全に抹まつ殺さつするべく詠えい唱しようを開始する。




			　扉とびらよ　開け

			　遥か地の底へ続く扉よ

			


			　鍵かぎは我が意い志し

			　漆しつ黒こくの闇やみを越え

			　我は深く　深しん淵えんにまで潜もぐる

			


			　彼かの地に燃える

			　大いなる力を手に収めんが為ために──




︽インフェルノ︾──本日二発目。同どう等とうの魔ま法ほうとして考えれば︽アウローラ︾も含めて三発目だが……慧慈への怒りで疲ひ労ろうもぶっ飛んでいるらしい。展開されたマナの幾き何か学がく的てき模も様ようの輝きは、下へ手たをすれば本ほん日じつ一番の眩まばゆさであった。

　慧慈はこの魔ま法ほうの発はつ動どうを目もく撃げきしたことは無いが……流石さすがに本ほん能のう的にヤバいと感じたのだろう。踵きびすを返し、全力疾しつ走そうの逃とう走そうに入る。詠えい唱しようの長い︽インフェルノ︾なら逃げられるかと思われたが──

「──詠唱以下省しよう略りやく！　︽インフェルノ︾!!」

　以い降こうの詠唱を破は棄きされた地じ獄ごくの業ごう火かが、一気に辺りを紅あかに染そめた。……そんなこと出来るのならルーラとの戦いで使っておけと思わなくもないが……まあ、憤ふん怒ぬに任せて無む意い識しきにやったのだろう。

　得藻の激げき憤ふんの象しよう徴ちようの如ごとく荒れ狂った紅ぐ蓮れんの中、慧慈が無む惨ざんに吹き飛んでいく。焼け焦こげ、燃え上がり、弾はじけ飛び……煉れん獄ごくの中でのたうち回る。

　やがて……崩くずれ落ちて動かなくなった。

　……ひとしきり制せい裁さいを終えて、兄が消し炭ずみになったことを確かく認にんし……得藻は改めてルーラの方を向いた。つい先さき程ほどまで戦せん闘とうをしていた相手……その上苛か烈れつなまでの慧慈へのお仕し置おきさえ見せ付けられたルーラは腰が引ける──と。

「うちのお兄ちゃんが、本当にごめんねっ！」

「ひゃっ!?」

　得える藻もがぎゅっとルーラを掻かき抱いた。突とつ然ぜんの抱ほう擁ようにルーラが目を瞬しばたかせる。

「私より年下に見える……こんな娘こに……うぅ、妹として恥はずかしいよ……」

　涙なみ目だめのルーラの背をポンポン優しく叩たたき、頭をいい子いい子と撫なでる。手のひらを返されたルーラは、その慈いつくしむような態度にどのように反応していいのか解わからず戸と惑まどい顔だ……が。

「……うぅ……」

　怖こわ々ごわと得藻の背に腕を回し、恐おそる恐るしがみ付く。ポツリポツリと零こぼし始めた。

「あんなことされて……本当に怖かった……嫌いやだった……苦しかったの……」

「……そうなんだ。大だい丈じよ夫うぶ、もう我が慢まんしなくていいんだよっ。悪は滅ほろびたから！」

「……う、うぅ……わ、私汚けがされて……」

「そんなことないっ。大丈夫、綺き麗れいなままだよ！　こんなにとっても可愛かわいいんだからっ！」

　……慧せい慈じをダシに、交友が進んでいく。それを地に伏せたまま眺ながめながら、当の性せい犯はん罪ざい者しや、もとい慧慈が呻うめく。

「ず、ずるいぞ、得藻……俺おれだって金きん髪ぱつロリな獣けもの耳みみっ娘こと仲良く……」

			「近　寄　る　な　性　犯　罪　者　!!」

　這はい寄る兄を足でゲシゲシと押し退のける妹。とうとう慧慈もへそを曲げた。

「チクショウー！　ふん、いいよいいよ、俺を仲間外はずれにしておけば。俺にだって……これがある！」

　何ど処こからか何かを取り出す慧慈。何とはなしにそれを目で追って……得藻が固まった。

　シルクの光こう沢たくの……フリル満まん載さい、少し豪ごう華かげなショーツ。

（何でそんな女性物下した着ぎをお兄にいちゃんが!?）

　意味が解わからぬ得藻の傍かたわらで、ルーラが頭から蒸じよ気うきを噴ふきそうになっていた。

「いやぁああああ!?　わ、私のパンツ、返して──────っ!!」

　どうも、あの風呂場でルーラが脱ぬいでいた下着らしい。あんな惨さん状じようだった為ため、彼女も回かい収しゆうすることが出来なかったのだろう。

　……状況が呑のみ込めて、兄を見る得藻の目の温度がまた一段と低くなった。

　しかし、今さらそんな妹の反応は怖くないと、慧慈は勝ち誇った様よう子すで告げる。

「ふっふっふ……返すわけないだろう！　このパンツは、君の魔ま法ほうで瓦が礫れきに埋もれ、グラさんの魔法で何とか命を繋つないだものの、最も早はや瀕ひん死しであった俺の前に奇き跡せき的てきに舞い降りてきた天てん使し！　これの香り、僅わずかに残った温ぬくもりが俺を癒いやしてくれたのだ!!　これは大切に保ほ管かんすべき宝たから物ものである……!!」

　……もう……ね。

　女の子の下着が回復アイテムになるとか……本ほん気きでこいつが主人公こうで大だい丈じよ夫うぶなのかと電でん撃げき的に心配になるが、そんなメタ的思し考こうはさておき、慧慈の暴ぼう走そうは留とどまるところを知らずに続く。

「今こそ……得藻から受けたダメージもこれで回復する時！　──装そう・着ちやく・!!」

「んきゃああああああああああああっっ!?」

　慧けい慈じがルーラのショーツを装そう備びが空あいている箇か所しよ……つまり頭とう部ぶに装そう着ちやくする。

　……ええ、要するに……あのスタイルです。あの伝でん説せつ的ヒーローの……。

「究きゆう・極きよく・変へん・態たい──マスク・オブ・パンティ!!　ここに降こう臨りん……！」

　エクスタシー極まる顔でポーズを決める慧慈。顔面に女性物下着のマスク、首から下は全ぜん裸らにタオルに鎧よろい……もう何ど処こからツッコんでいいのかも解わからぬ全面的変態である。




　──だからもう、得える藻ももツッコむのはやめた。




　こちらも全面的に……滅めつ却きやくすることに決める。




			　星よ　天に瞬またたき　夜空埋め尽くす星よ

			　今いま一度　地上へと降り立ち　我が力となれ




「──詠えい唱しよう以下省しよう略りやく、︽アウローラ︾ッッ!!」

　得藻の究きゆう極きよく魔法に、周囲の陰いん影えいが変わった。




　……慧慈を消し炭ずみどころか蒸じよう発はつ寸すん前ぜんまで痛め付けたところで──

「え……得藻……何か大切なことを忘れてないか？」

「──あ」

　ようやく両親のことを思い出す日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹。改めて二人揃そろって……だとルーラが怯おびえるので得藻が代表して、彼女に向き直った（ちなみに慧慈は妹の後ろで正せい座ざである）。

「ええと……魔ま人じん、さん？　改めてちゃんと、お話ししたいことがあるんだけど」

　先せん刻こくちょっと優しくしてくれた相手……同時に本ほん気きで力をぶつけ合った好こう敵てき手しゆとしての感情もあったのかもしれない。ルーラが躊躇ためらいがちながらコクンと頷うなずいた。

「わたしたちは、グラ先生からあなたを止めてほしいと頼まれてきたんだ。……それだけじゃなくて、このダンジョンは元々はわたしたちの家で……お父とうさんやお母かあさんもここの何ど処こかに居るはずなの。ええと……出来れば……返してくれないかな？」

　そして、地下のダンジョンに大人おとなしく戻ってくれないかな？　──得藻の頼みに、ルーラは……ポツリポツリと零こぼし始めた。

「……お父様が、欲しかったの……」

　意い外がいな言葉に、得藻と慧慈は目を見開く。話を聞く内に、兄妹の顔に納なつ得とくの感情が浮かんだ。

「私が生まれた時……もうお父様……魔ま王おう様は居なくなられていたから……。私は、お父様の顔を知らないの。……お母様からお父様の話を聞いて……グランディータからもお父様が魔王としてどれだけ頑がん張ばったか教えてもらって……だけど私だけ、お父とう様さまのことを直じかには知らない……だから──」

「……寂しかったんだね」

　得える藻もがそっと呼び掛けた。

　寂しかった──だから新たな魔ま王おうを……新たな父を求めて、魔ま人じんの少女は地上を目め指ざしたのだろう。最後の魔王はかつての『熱き混こん沌とん』の争そう奪だつ戦せんの最後で、その時代の魔王たちからは力を奪うばったが、その時は未み覚かく醒せいだったりまだ誕たん生じようしていなかったりした潜せん在ざい的てきな魔王が未いまだ地上には多た数すう存在すると目もくされている。……そんな魔王を見付けて自分の新たな魔王に……父親になってほしかった。それがルーラの動どう機きなのだと慧けい慈じと得藻にも予想することが出来た。

「あー……きっとこの娘こに従った魔ま物ものたちも、似たようなものだったのかもな……」

　野や望ぼうとか野や心しんとかではなく、魔王が居おらぬという事実に対する寂しさ……それを埋めたいと。

　グラから聞いた魔物は本ほん能のう的に魔王を求めるという言葉を思い出し、慧慈は唸うなる。

　思い返せば──グラは魔人を『止めてくれ』とは言ったが、『倒してくれ』や『滅ほろぼしてくれ』という言葉は使わなかった。きっと彼女も本ほん心しんで望んでいたのは力ずくでの制せい止しではなく……もっと優しい形でのたしなめだったのだろう。
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　──なら、その意を汲くむのも弟で子しの役目ではないだろうか？




　得える藻もがそう考えたのが、慧けい慈じには手に取るように解わかった。苦くし笑ようしつつ、妹に任せる。

　得藻は、ルーラの手を取った。びっくりした表情の魔ま人じんの少女へ、さらに言葉を続ける。

「あのね……わたしと友達にならない？」

「……え？」

　意味が呑のみ込めないルーラへ、得藻は微笑ほほえみ掛ける。

「わたしは魔ま王おうじゃないし、男でもないから、あなたの寂しさを本当の意味で埋めてあげるのは出来ないかもしれないけど……つらかったり寂しかったりすることを、聞いてあげることは出来るよ。父親代わり……は無む理りでも、そうだ、お姉ねえちゃん代わりにはなれるかも？　あなたの為ために何かしたい……そして仲良くなりたいの。……駄だ目め……かな？」

　得藻の真しん摯しな言葉と瞳ひとみに……ルーラはそっと目を伏せた。そのまま暫しばし……黙もくした後、そのおとがいを小さく縦たてに揺らす。

「──ありがとうっ」

　屈くつ託たくなく笑う得藻の後ろで、慧慈も穏おだやかな微笑を浮かべた。

「うん、それならちょうどいい！　この俺おれも君のお兄にいちゃんになってあげよう──」

「︽ファイアブラスト︾」

　いけしゃあしゃあと抜かす慧慈を、烈れつ火かの波が呑のみ込んだ。

「ま・だ・懲こ・り・て・な・い・の・か・な・!?　この性せい犯はん罪ざい者しやは!!」

「待て得藻、今のはそんな下した心ごころがあって言ったわけでは……！」

　焦こげ臭くさい煙を上げる慧慈を、得藻はグリグリと踏む。慧慈はアンアン喘あえぎながら、必ひつ死しで妹に潔けつ白ぱくを訴えた。

　……そんな兄妹の様よう子すを見て、ルーラが微かすかに笑う……と。




『──やあ、慧慈に得藻ではないですか。何ど処こに行っていたんです？　お帰りなさい』




　──部屋中に響ひびき渡るように、そんな言葉が響いた。……その声に、日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹は聞き憶おぼえがある……あり過ぎる。

「この声……!?」

「──え？　お父とうさん!?」

　紛まごう方かた無なき父──日暮坂栄えい太た郎ろうの声。慧慈と得藻は周辺を見回すが……それらしい姿すがたは無い。……いや、そもそも先さつきの声は肉にく声せいではなかったと二人は気付く。

「スピーカー……？」

「というか……ダンジョン自体から響いてる、伝でん播ぱしてる感じが……？」

　父はこの場に居るわけではない？　その推すい測そくを裏付けるように、天てん井じよう付近の空中に……立体映えい像ぞうのような幻げん影えいが結けつ実じつする。

　そこに映った姿すがたに……兄妹は絶ぜつ句くした。

　──ちなみに慧けい慈じと得える藻もの父、栄えい太た郎ろうは、髭ひげを蓄たくわえた穏おだやかな表情の似に合あうナイスミドル然ぜんとした外見の色いろ男おとこ中ちゆう年ねんなのだが……。

　幻げん像ぞうの中に浮かんだ人物は、確かに彼の面おも影かげを残していた。……が、どういうことだろう？




　ズンッ──大地を揺るがすような、象ぞうの如ごとき太い脚あし。




　ムキッ──人間の頭も柘榴ざくろのように握り潰つぶせそうな、丸まる太たの如き太い腕。




　ギンッ──剣や槍やりを受けても逆にそれの刃やいばが欠けてしまいそうな、強きよう靭じんそうな光こう沢たくを放つ肌はだ。




　ザシュッ──天を貫つらぬく如く頭の左右に生はえた、牡お牛うしを思わせる太い角つの。




　……そんな身を世せい紀き末まつ覇は王おうの如き武ぶ骨こつな衣いし装ようで着飾った何者か……。




			「「誰だれだっ!?」」




「父の顔を見忘れたとは、哀かなしいですよ、慧慈、得藻」

「……おおっ……やっぱりそうなのか……!?」

　信じられない……信じたくは無かったものの、薄うす々うす予想していた通り、それは日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹の父、栄太郎の変わり果てた姿であった。

「というか──変わり過ぎだろ、父とうさん!?　何でそんな……人類の規き格かくを無む視しすることに!?」

　ショックが酷ひど過すぎて声も出せぬ得藻に代わり、慧慈が訴える。戸と惑まどいの子供たちへ、栄太郎は大おお仰ぎように頷うなずいた。

「私はね、慧慈……魔ま王おうになったのですよ」

「……うん、まあ……そんな予よ感かんはしてたんだけどさ……」

　ちらりとルーラを見て、慧慈は嘆たん息そく。ルーラたちが地上に侵しん出しゆつするに当たり、何な故ぜ慧慈たちの自宅をまず選んだのか？　グラは慧慈たちの家族に魔王としての力を秘める者が居るのではと睨にらんでいたが……まさしくその通りだったというわけだ。

（それが父さんだったってわけか……）

　いや、だが、しかし……。

「なあ……魔王ってなると、ああいう風ふうに……外見も変わるの？」

「……いえ……そんなはずは……ないのだけど」

　思わずルーラに問い掛ける慧けい慈じ。慧慈に苦にが手て意い識しきがあるルーラだが……状況が状況なだけに素直に返答する。

（じゃあ、父とうさんのあの有あり様さまは一体何なんなんだ？）

　わけが解わからず、慧慈は改めて魔ま王おう化か栄えい太た郎ろうを凝ぎよ視うしする──と。

「栄太郎さん、食事が出来ましたよ」

　そう言って映えい像ぞうに入り込んでくる影──それの正体を見み極きわめた瞬しゆん間かん、慧慈は顔面から倒れた。




　ボンッとしてキュッてしてさらにボンッ！　……な肢し体たいを包むボンテージ風ふう衣いし装よう。




　ほんわかしつつも妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを醸かもし出す、赤い紅べにが引かれた唇くちびるが印いん象しよう的てきな美び貌ぼう……。




　そしてその背から生はえる、蝙こう蝠もりを思わせる翼つばさ──




「──え!?　あ、あれっ!?　お、お母かあさん!?」

　やっと立ち直ってきた得える藻もが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　確かにその女性は二人の母親、桜乃さくのの面おも影かげを残しているが……何だろう、元々若わか作づくりだった外見がさらに若く、ほとんど二〇歳さい前後にしか見えないくらいになっている。

「──あら？　まあ……慧慈に得える藻もも、そんな所でどうしたの？　そんな驚いた顔して？」

「驚くよ!?　ちょっと家を空あけたと思ったら、そこがダンジョンになってたり、お父とうさんに角つのが生えてたり！　お母さんまで若返ってたら!!」

「ふふふ……そう、若返っちゃったの。だから、ちょっと格好かつこも頑がん張ばってみたのだけど──」

			「若返ろうが何しようが、母親がそんな露ろし出ゆつ度ど高い格好でうろついてるのは息子むすことして絶対的に嫌いや過すぎるからやめてくれっっ!!」

　得藻に対してボケたことをほざいた桜乃に、慧慈は魂たましいの叫びを叩たたき付けた。

「ああ、もう、何で!?　何でこんな事じ態たいに!?　頼むから教えてくれ!!」

　血けつ涙るいを流して慟どう哭こくする慧慈に、ルーラはぽそぽそと事情を説明する。

「地上へと来て……この家に来て……接せつ触しよくしたお二人に事情を説明して、魔王としての能力を引き出してみたのだけれど……何な故ぜか、ああいう風ふうに……」

「グラさん、グラさぁぁん！　グラさんなら何か解わからないっ!?」

　彼女なら解るかもしれないが、いくら何でも地下に居るグラにまで慧慈の声は届かなかった。

　そんな息子の狂きよう乱らんと娘むすめの呆ぼう然ぜん自じ失しつを尻しり目めに、父と母は朗ろう々ろうと語る。

「慧慈、私はね……今こそ私の夢を叶かなえようと思うのですよ」

「……夢？」

　そう言われて慧慈が思い出すのは、一いち城じようの主あるじとなりたいと言っていた父の顔。いや、だが、それは……このダンジョンの元となった自宅を建てた段階で果たされたのではないか？

（……いや、まさか──）

　慧けい慈じの嫌いやな予よ感かんは、的まとを射いていた。

「一いち城じようの主あるじとなったからには、次に目め指ざすべきは一いつ国こくの主。さらにその先は一いつ界かいの主。慧慈、私はね……世界征服をしようと思うのですよ」

「何でだぁぁああああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようして頭を抱える慧慈。

　グラは懸け念ねんしていた。新たにルーラが選んだ魔ま王おう。それが魔ま物ものたちが地上を攻めるなど良しとせず、穏おだやかに平和に暮らしていくべきだと望んでいた最後の魔王と同じような平和主義者だとは限らないと。それとは真まぎ逆やくの、戦いくさを望む危険思し想そうの持ち主の場合も考えられるのだと。

（ピンポイントで大当たりだぁぁああああ！）

　しかもそれが実じつ父ぷだったり。慧慈はこのまま寝込みたくなった。

　ただ、そんなことが許されるわけがなく。というか、むしろ息子として、娘むすめとして、慧慈と得える藻もにはこれを止める責せき務むがあるというか何というか……。

「そうだ……やるしかない。俺おれたちはその為ためにここに来たんだから……！」

　決意した慧慈が腰の剣を抜く。その切きっ先さきを映えい像ぞうの中の栄えい太た郎ろうと桜乃さくのに突き付けた。

「父とうさん、母かあさんっ、二人は絶ぜつ対たい間違ってる！　世界は誰だれの物でもない！　それを奪うばう為に多くの人を、魔物をきっと苦しめる道を行こうとか……俺は認めないぞ！　ここで──止める!!」

「お、お兄にいちゃん……！」

　シリアスなことを言い出した慧慈に、得藻が顔を上げる。慧慈の雄ゆう姿しに、妹として兄の株かぶが急きゆう上昇しているようだ──

「そして──それを果たした暁あかつきに、グラさんのおっぱいを揉もませてもらうんだ、俺は!!」

「ここでそんな動どう機きを叫ぶなぁぁああああ!!」

　得藻の︽ヒートレイ︾が慧慈を撃うち抜いた。

　そんな中の良い兄妹の様よう子すを眺ながめ──栄太郎は首を横に振る。

「所詮魔王の道は、血ち塗ぬられた冥めい府ふ魔ま道どうですか……。慧慈、得藻。私の覇は道どうに立ち塞ふさがるならば、血を分けた子供とはいえ容よう赦しやしませんよ。それを承しよ知うちならば──」




　──掛かってきなさい。




　その言葉を残し、両親の映えい像ぞうは虚こ空くうに溶けた。

　……その残ざん滓しをしばらく見み詰つめ……。

「──得藻、このダンジョンを上るぞ」

　慧けい慈じが、そちらを見ぬまま横の得える藻もへ告げた。

「……敵が父とうさんと母かあさんだろうが、関係無い。俺おれにはそれでも止まれない理由がある」

「……それが先生のおっぱいだとしたら、流石さすがに幻げん滅めつするよ……」

「それが無いとは言わないが──マリーとか、グラさんとか。色んな魔ひ物とたちに会って、話を聞いて。誰だれかが魔か物れらを利用するのはよくないって……そう思ったんだよ。それをやろうっていう以上、父さんだろうと母さんだろうと俺の敵だ。倒して……絶対止める」

　お前はどうだ？　──言げん外がいにそう問われた得藻は、溜ため息いきを一つ吐つき答える。

「何かお父さんもお母さんも正しよ気うきじゃないって思えるし。なら、それを止めるのは子供であるわたしたちの役目だよね。それに……わたしも、あの娘こがお父さんたちの世界征せい服ふくの道具とかにされるのは、何か嫌いやかな？」

　ルーラをちらっと見て、得藻は頷うなずき返す。

「装そう備びもボロボロ。体力も精神力も疲ひ弊へいしてるけど……先生の所に戻ってる暇ひまは無いよね？　行こ、お兄ちゃん」

「……俺の疲弊は、主おもにお前の攻こう撃げき魔ま法ほうによるものなんだけどなっ」

　歩き出す得藻に、慧慈は苦にが笑わらいしつつ続く。




　──その刹せつ那なだった。




　ガクン！　と二人の身体からだが──否いな、揺れたのはそればかりではない。ダンジョン全体が……激しく震しん動どうする。

「な、何だ!?」

「地じ震しん!?　こんな時に……!?」

「──違うっ、これは……！」

　困こん惑わくの日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹へ、ルーラが叫んだ。

　その間にも揺れはますます激しくなり、直立していられなくなる。

「ま、魔ま王おう様が……ダンジョンを拡かく張ちようしてるの……！　多分、真ま上うえに……」

「例の『ダンジョン創そう造ぞうの魔ま法ほう』の重ね掛けを行ってるのか……!?」

　とすると、放っておけばおくほどこの迷めい宮きゆうは上へ上へと増ぞう築ちくされていく。両親の許もとへと到とう達たつするのがどんどん難しくなっていくと、そんなわけだ。

「逃がしはしないぞ、父とうさん……！　這はってでも進んで、捕つかまえてやる──」

「そ、そういう問題じゃなくてっ」

　焦あせる様よう子すのルーラに、慧けい慈じと得える藻もが訝いぶかしむ目を向けた。

「……えと、一体どういうこと？」

　得藻の問い掛けに、泣きそうな顔でルーラが答える。

「このまま増築を続けると……このダンジョン、崩くずれるかも……」







			「「──えっ？」」










「──ヤバいのう……」

　地下のダンジョンから地上へ──一時的に姿すがたを見せたグラは、遥か上空を見上げ呟つぶやいた。

　日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹の自宅のダンジョン……その塔とうは、最も早はや頂ちよう上じようが地上からは見えなくなりつつあった。数百メートルどころではない。数千メートル級の超ちよう巨きよ大だい建けん造ぞう物ぶつになりつつある……。

「あの……グランディータさん？」

　その隣となりで、赤あか毛げのやや垂たれ目め気ぎ味みな美び少女が周囲を気にしつつグラを呼んだ。

　下か半はん身しんが六ろく体たいの巨きよ犬けんが融ゆう合ごうした形ではない、人間とほぼ同じ形けい態たいに変わっているが……彼女は間違い無くスキュラのマリーだった。

　ルーラと同じく、人間に近い姿すがたへと化け身しんしているのだろう。

　そんなマリーに、こちらも人じん化かしたセクシー美び女じよ姿のグラが険しい眼差まなざしを向けた。

「何じゃ、マリー？」

「あの……素そ朴ぼくな疑問なんですが。慧けい慈じさんの自宅が変へん貌ぼうしたあのダンジョン……あんな高くまで伸びて、大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

「──大丈夫なわけなかろう」

　即そく答とうしてグラが視線を問題のダンジョンへと戻す。

「そもそも……魔ま王おうの力の源げん泉せんは地底深くの『熱き混こん沌とん』じゃぞ？　普通に考えれば解わかると思うが……より地下深く、『熱き混沌』そのものに近い位置に居るほど、魔王の力は高まるものなのじゃ。──じゃがあのダンジョンとそれを統すべる魔王は、その定じよう石せきの逆を行っておるわけじゃぞ……」

　本当に深く──溜ため息いき中ちゆうの溜息を吐ついて、グラは吐き捨てるように言った。

「あんなダンジョン、保つわけがなかろう。今はまだぎりぎりバランスを保っておるようじゃが……いずれ限界を迎えて、崩壊するわ」

「崩ほう壊かいって……」

　マリーが戦せん慄りつの目で塔とうを見上げる。

　先さき程ほども述べた通り、数千メートル級。しかも、今なお増築中。それがもし……倒れでもしたら──

「……地上には街がある。そこには当然大おお勢ぜいの人が居るわけじゃからのう……。とんでもない死者が出るぞ……！」

　奥おく歯ばをぎりっと鳴らし、グラは塔を睨にらむ。




「慧けい慈じ君、得える藻もちゃん……このままでは、本ほん気きでまずいことになるぞ……！」




　そして。

　事じ態たいを打だ開かい出来るのは、その兄妹たちの他に居ないのだ──








[image: 第四話　我が家よ今、ここに還れ]







　剣と魔ま法ほう、魔ま物ものとダンジョンが混こん在ざいする現げん代だい日に本ほん──その片かた隅すみで一つの物語が幕まくを開けた。

　季節は初しよ春しゆん。三月も終しゆう盤ばんに差し掛かったある日、新しん居きよへと引ひっ越こしてきた日ひ暮ぐれ坂ざか一いつ家か──

　その家の子供たち、四月に高校二年生となる長男慧けい慈じと、中学二年生になる妹得える藻も。二人が新たな自じ宅たくの地下に広がっていたダンジョンに落らつ下かしたのが、全ての始まりだった。

　地下のダンジョンをさ迷う中、様さま々ざまな魔物と遭そう遇ぐうした兄妹。ゴブリンやホブゴブリンに追い回されたかと思えば、スキュラの少女マリーと親しん交こうを深めて、最強のアンデッドであるリッチのグランディータから、地上へと侵しん攻こうを企くわだてている魔ま人じん……今は亡なき魔ま王おうの娘むすめを止めてほしいと頼みごとをされ──

　ようやく地上に戻ってみたら、新たな自宅が何な故ぜだかダンジョンに変へん貌ぼうしており……。

　その謎なぞを解き、そこに取り残されていたはずの両親を救きゆう出しゆつしようと突とつ入にゆうしてみれば、兄妹は離れ離れとなって得藻は激げき戦せんを繰り返し、慧慈は偶ぐう然ぜんから出会った問題の魔人ルーラに極ごく悪あくなセクハラなどかましたりして──

　得藻が交こう戦せんの果てにルーラと解わかり合ったかと思ったら……なんと兄妹の父親が新しん世せ代だいの魔王となって世界を征せい服ふくしようと目論もくろんでいた。

　流石さすがにそれは止めると父、そして父親の側に付いた母へ挑ちよう戦せん状じようを叩たたき付けた日暮坂兄妹……。

　最初にダンジョンへ落下してから、実に十数すう時間。慧慈と得藻の大だい冒ぼう険けんは、今ここに大おお詰づめを迎えようとしていた──




　巨きよ大だい塔とう型がたダンジョン……元を正せば三階建て、ヨーロピアン調の外がい観かんを持つ日暮坂家の新居であったそこを襲おそった震しん動どうは数分間かんにわたり続き──今、ようやくそれが静まった。

「……と、止まった？　……もう大だい丈じよ夫うぶ？」

「……どうだろうな？　そう思わせてまた……ってのが無いことを祈るっ」

　怖こわ々ごわと呟つぶやく得藻に、慧慈はやけくそな様よう子すで言ってのけた。

　問題の震え……それはこのダンジョンがさらなる規き模ぼに拡かく張ちようされた余よ波はなのだという。魔王と化した二人の父、日暮坂栄えい太た郎ろうは、魔王特とく有ゆうのダンジョン創そう造ぞうの魔法を使うことが出来る。それを用い、元もと々もと東とう京きようタワーもかくやの大きさであったここを余よ計けいに増ぞう築ちくしてみせたようだ。

　そのこと自体も、これからこのダンジョンを攻こう略りやくしなければならぬ慧慈たちにとって決して喜ばしいとは言えぬ事じ態たいであるのだが……それ以上に気に掛かることが今はあった。

「このまま拡張が続くと……このダンジョンは崩れるって、マジか？」

　そんな情報を聞かされ──戦せん慄りつを籠こめた目で慧慈は辺りを見回す。

　得藻がルーラと激げき闘とうを繰り広げた広ひろ間ま。確かに……彼女らの激しい魔法の撃うち合いにも耐え抜いたそこが、今は壁や床に亀き裂れつを生じさせている。先までの揺れが、この部屋の寿じゆ命みようを急速に削けずり取ったように感じられた──

「──って、ヤバい、得藻！」

「ひゃっ!?」

　壁や床に続き天てん井じようまでひび割れた瞬しゆん間かん、慧けい慈じは得える藻もを抱えて横に跳んだ。──寸すん前ぜんまで二人の居た地ち点てんに瓦が礫れきが降り注そそぐ。

　その衝しよう撃げきで陥かん没ぼつした床に慧慈は舌した打うち。

「……この部屋はもう長くないな。とりあえず出よう、得藻っ」

「──待って、お兄にいちゃん」

　得藻の手を引き駆かけ出そうとした慧慈を、当の彼女が止めた。振り返った妹の視線を追って──兄もその理由を察する。

　上から細かい天井の破は片へんが落らつ下かする中、慧慈を、得藻を見み詰つめる繊せん細さいな影があった。彼女は──ルーラ。最後の……否いな、栄えい太た郎ろうが新しん魔ま王おうとなった今、『先せん代だい』魔王と呼ぶべきだろうか？　それと配はい下かの魔ま物ものとの間に生まれた混こん血けつ児じ……スフィンクス。今は人とほぼ同じ、一一、二歳さいくらいの獣けもの耳みみ獣尻尾しつぽの少女の姿すがたに化け身しんした彼女は、緑りよく玉ぎよくを思わせる双そう眸ぼうに迷いを浮かべていた。

　そんなルーラへ、得藻が手を差し伸べる。

「ねえ──一いつ緒しよに行こ？」

　あなたと友達になりたい──死し闘とうの後にそう語った得藻の誘いに、ルーラは逡しゆん巡じゆんする表情を見せた。魔ま人じんとしての立場から言えば、彼女は得藻たちと一緒に行くのはまずい。二人は現在、ルーラの主あるじたる栄太郎に宣せん戦せん布ふ告こくをした身なのだから。

　……まあ、多少強ごう引いんに解かい釈しやくするなら、慧慈と得藻はルーラの上じよ司うしの息子むすこと娘むすめであり、ならば立たち場ば的てきに二人もルーラの上に立つ者と言えないこともない。であるからして、ルーラが兄妹と行動を共にしたところでそれを責められる謂いわれは無い……と主しゆ張ちよう出来なくもないはずなのだが、どうも酷ひどく真ま面じ目めな性格らしいルーラは、そういう風ふうに踏み出すことは出来ない模も様ようで──

「──だぁぁっ、面倒めんど臭くさい！」

「……え？　んにゃあっ!?」

「ちょ、お兄ちゃん!?」

　ルーラにつかつか近寄った慧慈が、彼女を肩に担かつぎ上げた。彼に色々……本当に色々されたせいで苦にが手て意い識しきを持つルーラ、この行為にまたもや涙なみ目だめである。ライオンのような尻尾もピンと立ち上がった。流石さすがに得藻がたしなめる──が、当の慧慈は小さく聞こえ始めた部へ屋や全体が軋きしむ音に、厳きびしい声で反はん論ろんする。

「のんびりしてると本ほん気きでまずそうだ！　自分から来るのが嫌いやだっていうのなら、君は今から俺おれたちの捕ほ虜りよだ！　あくまでも俺たちが強ごう引いんに連れて行く……！　そんなわけで得藻、お小こ言ごとは後で聞くからっ。急ぐぞ！」

　ルーラの小さな身体からだを右肩に、左手で得藻の手を握って慧慈は走り出す。力強い先せん導どうに二人の少女は従うしかなく──

　……やがて、三人が部屋から出た数秒後ごに、その広ひろ間まはひしゃげて潰つぶれた。




　塔とう型がたダンジョン、最さい上じよう階かい──

　そこはこのダンジョンを統とう括かつする存在、魔ま王おう日ひ暮ぐれ坂ざか栄えい太た郎ろうが座する玉ぎよ座くざの間となっていた。

　……まあ、日暮坂家けの新しん宅たくがベースとなっているこのダンジョン。畳たた敷みじきやカーペット敷きの部屋があったり、照明が天てん井じようのＬＥＤ電でん球きゆうであったりするわけで、ここもまたそんな脱だつ力りよく系けいの雰ふん囲い気きを踏とう襲しゆうしており……。

　フローリングの床にパステルカラーの絨じゆう毯たんが敷かれ、その上に宝ほう石せきやら貴き金きん属ぞくで絢けん爛らん豪ごう華かに飾られた場違い感満まん載さいの玉座が置かれていた。はっきり言って違い和わ感かんが半はん端ぱないが……今ここには、それにツッコむことが出来る人じん材ざいは存在しない。

　……そもそも人間ではない者ばかりだから、人（・）材は居ないとも言える。

　玉座にふんぞり返りながら丸まる太たのような腕を組み、魔王栄太郎は室内を睥へい睨げいした。鋼はがねの硬さを持つ赤しやく銅どう色いろの肌はだを有し、牡お牛うしの如ごとき角つのを頭とう部ぶから生はやしたその身体からだは……慧けい慈じ、得える藻もの前に幻げん影えいとして映された時は解わからなかったが、人類のサイズを超えて巨きよ大だい化かしている。四メートル……五メートルにも達するかもしれない。本来のひげを蓄たくわえたナイスミドル然ぜんとした雰ふん囲い気きも残っていなくはないのだが……逆にそのせいで風ふう格かくが増している感がある。

　その膝ひざの上に腰こし掛かけ、栄太郎の妻つま……今回の場合は『魔王妃ひ』と呼ぶべきかもしれない……日暮坂桜乃さくのも楽しそうに周囲を見回していた。こちらは人間サイズのままだが、その背に蝙こう蝠もりを思わせる翼つばさ。しかも実じつ年ねん齢れいは三（ピーッ）歳さいのはずなのだが、現在はどう見ても二〇歳さい前ぜん後ご。娘むすめの得藻と並んだとしても、本ほん気きで姉妹としか思われないであろう姿すがたであった。

　娘に負けない艶つややかな長い黒くろ髪かみが肢し体たいに薄うす絹ぎぬのように纏まとわり付く。まさしくボンッ、キュッ、ボンッを体たい現げんするセクシーなボディには、極きよく小しよう面積のエナメル革がわのボンテージ風ふう衣いし装よう。……何とも──お母かあ様凄すごいです！

　……が、慧慈には実に不ふひ評ようだった。第三者の視し点てんで見れば眼がん福ぷくでも、実の息子むすこから見れば母が若返っていようと何していようと、そのような有あり様さまなのは見ていて痛々しいらしい。




			　……皆も、自分の母親と置き換えて考えればきっと共きよう感かん出来るはずだ。




　ともあれ、そんな魔王と魔王妃の前に整せい然ぜんと並んで跪ひざまずくのは──魔ま物ものたち。今は自身の配はい下かに下っている彼らに、栄太郎は厳おごそかな声で呼び掛けた。

			「皆さん──ルーラさんが負けたようです」

　口くち調ようこそ元がん来らいの栄太郎と同じ丁てい寧ねいなものだが、その響ひびきは地を揺るがすような重じゆう厚こう感かんがあった。まさに魔王に相応ふさわしいとばかりに、魔物たちが打ち震える。

「ルーラさんを打ち倒した侵しん入にゆう者しやたちは、私に挑いどむつもりのようです。無む謀ぼう極まりない話ではありますが──私は忙いそがしい身。付き合っていては大だい事じな時間を浪ろう費ひしてしまいます。彼らへと始し末まつを付けるのは、貴方あなたたちにお任まかせしたいのですが……」




「「「「ならば我らにお任せを」」」」




　栄えい太た郎ろうの台詞せりふに、前へと進み出た魔ま物ものたちが居る。それらは、他の魔物たちとは一いつ線せんを画す気け配はいを纏まとっていた。

「ルーラ様は魔ま人じん……先せん代だい魔ま王おう様の娘むすめなれど」

「所しよ詮せんはまだ子供。実じつ戦せんならば敵に後れを取ることもございましょう」

「ですがオレたちはそうじゃねえ。決して魔王陛へい下かのご期待を裏うら切ぎりませんぜ」

「キャハハ、お楽しみにー！」

　四よん者しや四よん様ように自信を示す彼らに、栄太郎は大おお仰ぎように頷うなずいてみせた。

「──では、行きなさい『四し天てん王のう』。良い報しらせを期待していますよ」

　栄太郎の激げき励れいに、四天王と呼ばれた魔物たちは光こう栄えいとばかりに敬けい礼れいした──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──とりあえず、この辺りは構こう造ぞうがしっかりしてるみたいだな……まだ」

　足で床をべしべし叩たたきつつ、慧けい慈じは一ひと息いき吐つく。

　床に壁、天てん井じようが脆もろくなっているのは先さき程ほどまで居た広ひろ間まばかりではなく……ダンジョン全体に及んでいるようだった。天井の落らつ下かや壁の倒とう壊かい……それ以上に床の崩ほう壊かいの可能性せいに肝きもを冷やしつつ、慧慈たちは何とか比ひ較かく的てき構造が安定している部屋まで辿たどり着く。

「……畳たた敷みじきの和わ室しつってのが、ちょっと渋しぶいな」

「……あ……あのっ……」

　少しだけ肩の力を抜いた慧慈の耳に、怯おびえたような声が届く。未いまだ彼の肩に担かつがれたままのルーラである。

　走っている途とち中ゆうで右肩だけでは落としそうだと判はん断だんした慧慈がルーラの身体からだを横にし、両肩と首くび筋すじを使って彼女の身を支える……いわゆる柔じゆう道どうでいうところの『肩かた車ぐるま』の形に持ち替えたのだが──

「うぅ……何ど処こ触って……」

　これはちょうど、慧慈の右腕うでがルーラの股またの間を通る形になっていた。滑なめらかな太ふと股ももの感かん触しよくに思わず慧慈の顔がにやける。

「──︽フレイムアロー︾」

「うわっちぃ!?」

　そんな兄へと得える藻もが、ルーラに当たらぬよう効果範はん囲いを絞しぼった火ひ矢やの魔ま法ほうを撃うち込んだ。

「お・兄にい・ち・ゃ・ん・！　また性せい犯はん罪ざいに走るっていうなら……今度こそ焼き尽くすよ!!」

　烈れつ火かの如ごとき怒ど号ごう。変わり果てた両りよう親しん登場などあってうやむやになっていたが、慧けい慈じがルーラにした所しよ業ぎようについて怒りがぶり返してきたのか、妹様さまは大変お怒いかりである。

　……まあ、嫌いやがる少女と無む理り矢や理り一いつ緒しよに入にゆう浴よくしてあれやこれややらかしたのだから……その程てい度ど当然であろうか？

　慧慈は慌あわてて弁べん明めいした。

「違うっ、これは……コミュニケーションだ！　そう、触れ合えば心も繫がつなる！　……みたいな」

「──ひゃんっ!?」

　言って慧慈が無む実じつだとばかりに諸もろ手てを上げるが……今の状態でそんなことをやれば、慧慈の右肩がちょうどルーラのむにゃむにゃな部分に当たることになり──




【慧慈が得える藻もの火かり力よく魔ま法ほうで焼しよう却きやくされています。暫しばしお待ち下さい】




「本当に……お兄ちゃんは懲こりない男だよ！」

　地に伏し煙を上げる兄を見下ろして、得藻は救きゆう出しゆつしたルーラを抱き締めた。

　妹からの理り不ふ尽じん（？）な扱いに悔くやしさを噛かみ締めつつ、慧慈は少女二名を見上げる。じっと眺ながめ……ぽつりと一ひと言こと。

「改めて見ると……二人とも凄すごい格かつ好こうだな？」

「ひぇっ!?」「……!?」

　慧慈の指し摘てきに得藻とルーラは己おのが服装を顧かえりみ……揃そろって顔を赤せき熱ねつ化かさせた。




　ローブがズタボロの得藻、その下のブラウスやスカートも最も早はやぼろきれのような有あり様さまで……特に胸むな元もとにおいては、さらに下のブラまで破は損そんしてしまっていた。中ちゆ二うにという年ねん齢れいには不ふ相そう応おうに実った果か実じつが、今にもプルンッと零こぼれ落ちてしまいそうである。

　汗あせでやや貼はり付き気ぎ味みのボーダーショーツも、なかなかにセクシーだ。




　翡ひ翠すい色いろの法ほう衣えが穴だらけのルーラ。その下は極ごく薄うすのボディースーツを思わせるインナーなのだが……それが伝でん線せんしたようになってしまっており、いやはや艶なまめかしい様よう相そうである。

　そこから垣間かいま見みえる肢し体たいの凹おう凸とつは少ないものの、滑なめらかかつきめ細かい肌はだは何ど処こか背はい徳とく的てきな扇せん情じよ美うびを醸かもし出していた。

　恥はじらう仕し草ぐさも実に可か憐れんであり……大変男おとこ心ごころをくすぐる。




　そんな彼女たちを足あし元もとから頭のてっぺんまで見上げ──

「Ｏｈ！　Ｇｏｄｄｅｓ!!」

「──︽フレアボムズ︾！」

「──︽テンペスト︾！」

　意味不ふ明めいなことをのたまった慧けい慈じに、得える藻もとルーラから散さん弾だんのように魔ま法ほうが叩たたき込まれた。乱らん舞ぶする魔法の爆ばく弾だんと圧あつ縮しゆくされた極きよく小しよう範はん囲いの嵐あらし。慧慈が枯かれ葉のように舞う。

「〜〜〜〜！　お、思い返してみれば、こんな格かつ好こうでお父とうさんやお母かあさんとも話したんだよね……。恥はずかしい〜〜！」

「安心しろ、得藻。俺おれだって大して変わらない」

「ちょっと黙だまっててよ変へん態たい大たい将しよう！」

　腰にタオル一いつ丁ちようの上から部分鎧よろい一いつ式しきを着けた高こう位い変態の兄に、得藻は罵ば声せいを浴びせ掛けた。

　その横では少しでも肌はだの露ろし出ゆつを抑えるべく、ルーラが法ほう衣えのあちらこちらを引っ張っているが……成果は芳かんばしくない。

「うぅ……着き替がえたい……」

「──そんな君にお勧めだよ！」

　叫んで慧慈が取り出すのは、第一話にて入にゆう手しゆしたビキニアーマー。その装そう備びのあまりの面積の少なさに、ルーラの顔が爆ばく発はつした如ごとく赤みを増す。

「そんな物まだ持ってたの!?　いい加か減げんに〜、しろぉっ、︽ファイアブラスト︾!!」

　得藻お得とく意いの突き進む爆ばく炎えんが、慧慈もろとも問題のエロ装そう備びを呑のみ込んだ──が。

「──ああ!?　お兄にいちゃんはこんがり焼けたのに、肝かん心じんのビキニアーマーが燃えてない!?」

　ウェルダンな慧慈の傍かたわらで、件くだんの装備は焦こげ目一つ無く新しん品ぴん同どう然ぜんの姿すがたを保っていた。……実は案あん外がい強力な品なのかもしれない。

　忌いま々いましそうにビキニアーマーを睨にらむ得藻に、慧慈が兄として一ひと言こと。

「え、得藻……物は大切にするんだ……。それから兄も……」

「百ひや歩つぽ譲ゆずって物はともかくお兄ちゃんは嫌いや」

　断だん固こ拒否の得藻と慧慈は睨にらみ合う。……大地へと這はいつくばる兄とそれを見下ろす妹という構こう図ずが、既すでに力関かん係けいを明めい白はくに表していたが──と。

　──グォォオオオオオオオオ……ンッッ！

「「……!?」」

　突とつ如じよ響ひびき渡った咆ほう哮こうに慧慈は跳ね起き得藻は杖つえを構える。

「しまった、騒さわぎ過ぎたか……!?」

　元もとは自宅とはいえ……敵が父母だとはいえ、ここはれっきとしたダンジョンの中だ。当然、そこには魔ま物ものが跋ばつ扈こしている。騒げばそれらがこちらの居いど所ころを察さつ知ちする……考えて然しかるべきであった。

　大おお暴あばれした得藻を恐れて、魔物たちが逃げた例もある。今回のそれもそうであってほしいと慧けい慈じたちは祈ったが──

「──駄だ目めだ、足音がこっちに近付いてくる！」

　慧慈の耳はそれを捉とらえた。しかも……重量感かんがかなりある。

（もしや……大型の魔ま物ものか？）

　地下のダンジョンの方で出会ったスキュラのマリーや、ルーラの本ほん性しようのような……。

（もしそうなら……くそ、ヤバいな……）

　脆もろくなっているダンジョン内でそんな相手と戦えば……いつ自分たちが居る場所も崩ほう壊かいするか解わかったものではない。

　だが逃げようにも、この部屋は袋ふく小ろこ路うじだった。

　歯は噛がみする慧慈たちを尻しり目めに、段だん々だんと足音は迫り──ついにその魔物は入口の襖ふすまを踏み倒し、姿すがたを現す。

「何やら騒さわぐ声が聞こえると思えば……もしやルーラ様を倒したという侵しん入にゆう者しやは貴き様さまたちか!?」

　──それは、異いぎ形ようの巨きよ人じんだった。

　腰から下は大きいだけの人ひと型がただが、上じよう半はん身しんは全く違う。腕が無む数すう。瞳ひとみも無数。混こん沌とんとした形の中でそこだけはただ一つの口が大気を震わせ、ビリビリと声を紡つむぐ。

「魔ま王おう様さまに啖たん呵かを切ったと聞いてみれば──何のことはない、ただの子供ではないかっ」

　慧慈と得える藻もを眺ながめ、馬ば鹿かにするような声こわ音ね。しかし兄妹のどちらからも反はん論ろんが出ないのは、相手の放つプレッシャーが確かに強きよう烈れつだからだ。

「『ヘカトンケイル』か……！」

　慧慈が奥おく歯ばをギリッと鳴らす。

『百ひやく腕わん巨人』とも呼ばれる、些いささか強力な魔物だ。その大量の目は全ぜん方ほう位いの状況を正確に把は握あくし、多数の腕は連続攻こう撃げきを四し方ほうに向けて繰り出してくる。体たい躯くが慧慈の四倍以いじ上ようなのを見れば解るように、膂りよ力りよくも絶ぜつ大だいであり……その上怪かい物ぶつ怪物した外がい見けんの割に知ち能のうも高く、魔ま法ほうを使いこなす個こ体たいさえ居るという。

（ま、まずいな……）

　慧慈の背せ筋すじを冷ひや汗あせが流れ落ちた。

　今いま慧慈たちが居る部屋は、慧慈たちの視し点てんではそれなりの広さがあるが……ヘカトンケイルが入ればかなり圧あつ迫ぱくされる。逃げ場も無くなり、向こうが腕を振るっただけで慧慈たちは一気に薙なぎ払われてしまうようになるだろう。

（こいつに部屋に入られたら終わるっ！）

　判はん断だんした慧慈は──咄とつ嗟さにそうするしか思い付かなかった。

「──動くな！　……彼女がどうなってもいいのか!?」

「……ぅえっ!?」

「ちょ──お兄にいちゃん!?」

　慧けい慈じは……ルーラを羽は交がい絞じめにし、人ひと質じちに取る姿し勢せいを見せた。

「うむっ？　──ルーラ様!?」

　慧慈のその行動に、ヘカトンケイルもルーラの存在に気付く。入口を潜くぐろうとした中ちゆ腰うご姿しし勢せいで動きを止めた。

　慧慈はニヤリと笑う。

「そうだ……そのまま動くな。もし動けば──彼女が筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい目に遭あうぞ！」

「「ええええええええ!?」」

　少女二人の非ひ難なんする絶ぜつ叫きようが唱しよ和うわした。

「お、おに……お兄ちゃん酷ひどっ。ルーラちゃんになんてことしようと──」

　矢や継つぎ早ばやに文もん句くをぶつけようとした得える藻もを、慧慈は引き寄せて小こ声ごえで説明する。

「（仕方ないだろ、得藻っ。手段なんか選んではいられない事じ態たいだ！　明らかにあいつ……強いぞ!!）」

　慧慈は断だん言げんする。

　巨きよ人じんであることを考こう慮りよしても……目の前にてひしめく腕は筋きん肉にくの盛り上がりが大き過ぎる。慧慈は去年の夏と冬の長期休きゆ暇うか中ちゆう、アルバイトのダンジョン探たん索さくでヘカトンケイルも目もく撃げきしていたが……眼がん前ぜんに居るこいつはその時とき見た連れん中ちゆうよりも明らかに強化されている感じだった。

「ヘカトンケイル、『シグマ』……四し天てん王のうの一体……」

「……四天王？」

　ルーラの呟つぶやきを、慧慈は耳みみ聡ざとく聞き付けた。

「……魔ま王おう様さまに仕えるに当たって、私とは別に選せん出しゆつされた側そつ近きん。……強い、わ」

「それはそれは……実に魔王の王おう道どう的てきなことをやってるじゃないか、父とうさん……！」

　シグマという名らしいヘカトンケイルを見、慧慈は皮ひ肉にくげに呻うめく。

「四天王ってことは……つまり父さん、魔王の許もとに辿たどり着く為ためには、お前らを全ぜん員いん倒さないと駄だ目めってことか？」

「そう考えてもらって、相そう違いないっ」

　堂どう々どうと言い放つシグマ。ならばと慧慈も腹を括くくった様よう子すで、声を振り絞しぼる。

「それなら──余よ計けいに大人おとなしく倒されろ！　何か動きを見せたら彼女ルーラが大変なことになるぞ！」

「ええええええええええっ!?」

「だからお兄ちゃん、最低だってば！」

　声を振り絞り再び低てい俗ぞくな手段を告げる慧慈に、少女たちから非ひ難なんの声がギャーギャー迸ほとばしる。彼は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で得藻とルーラに囁ささやいた。

「（俺おれだって本ほん気きでそんな真ま似ねをする気は無い。だけど……こうでも言わないとあいつと真まっ向こうから戦うことになるぞ？　防ぼう具ぐがそんな有あり様さまで……やれるのか、得える藻も？）」

「う……」

　慧けい慈じの指し摘てきに、得藻も言葉に詰まった。万ばん全ぜんの状態なら相当な防ぼう御ぎよ力りよくを誇った、グラ贈ぞう呈ていの得藻のローブだが……ルーラとの戦いで激しく破は損そんした今、どこまで彼女を守ってくれるかは疑わしい。そんな状態でルーラも実力を認める猛も者さと戦うのは……確実に利り口こうではなかった。

「（だから、もうここは言いくるめて何とかするしかないっ。君にも従ってもらうぞ!?）」

「（う……うん……）」

　懸け念ねんはルーラがどう反応するかだったが……彼女は素直に頷うなずいてくれた。とりあえず現げん段だん階かいでは、慧慈に味み方かたしてくれる気になったようだ──正確には得藻になのだろうが。

　とにかく話がまとまった三人。シグマはその眼めに義ぎ憤ふんを灯ともさせ彼らを睨にらみ付ける。

「貴き様さま……ルーラ様に何ということを目論もくろんでいる!?　く、よく見ればルーラ様の衣いし装ようも引き裂さかれているではないか……！　それも貴様がやったのブビュッ」

　……何か、台詞せりふの最後に変な音がした。

　きょとんとして慧慈たちがシグマを見れば、いくつかの手で口のすぐ上うえ辺あたりを押さえていた。それ以外の手のひらを慧慈の方へ向けて、震え気ぎ味みの声で訴える。

「す……すまん、ちょっと待て……」

　何事かと思えば、口の上を押さえた指の隙すき間まから赤いものが垂たれていた。もしや──

「……鼻はな血ぢ、か？」

　意い外がいそうに言う慧慈から身から体だじ中ゆうの全ての目を逸そらすシグマ。……図ず星ぼしのようだ。と──

「──う、うぬ!?　見てみればそちらの娘むすめも何という格かつ好こうをしている!?　そのようなぼろ布と変わらぬ服ふく装そうで……少しは恥はじらいがないのかドビュッ！」

　……また変な音がしたと思ったら、鼻を隠かくす手の間から滴したたる鮮せん血けつの量が増した。これは得藻を見た反応である。どう言えばいいか──

「……こいつ、物もの凄すごく純じゆん情じようじゃないか？」

　呆あきれ気ぎ味みの慧慈の声。いや、確かに慧慈自じ身しんが前ぜん述じゆつした通り、今の得藻もルーラも凄すごい格かつ好こうではあるのだが──

「これくらいの女子のもろ肌はだで鼻血を出すとか……純情な中学生か？」

「シグマ、地下ではずっと修しゆ行ぎように明け暮れてたから……」

　申もうし訳わけなさげにルーラが零こぼす。

　彼女が言うにはこのヘカトンケイル、いずれ再び魔ま物ものが地上に侵しん出しゆつする日が来るとの思いの下もと、その日が来るまで地下でずっと己おのれを鍛きたえる日々を過ごしてきたのだという。……なるほど、そんな彼にとって今の状況とはまさしく望む日が来たと言えるわけだが……。

「ストイックに鍛たん錬れんに明け暮れ、禁きん欲よくの日々を過ごしてたせいで……とんでもなく女に耐たい性せいが無くなってないか？」

「やかましい！　強くなるのに女など不ふ要よう！　戦せん士しの実力はどれだけ日々技わざを磨みがいたかで決定するっ。戦士の価か値ちとは即すなわち男の価値で──」

「……………………」

　何やら崇すう高こうな俺おれ的てき戦士論ろんを語り出した巨きよ人じん。それを慧けい慈じは観察するような目で眺ながめ──

「…………（ひらり）」

「──ズビュヒュッ！」

「──い、いやんっ!?」

　──いきなりルーラの法ほう衣えの裾すそをほんの少しめくってみせた。

　突然のことだった為ため、ルーラも反応が遅れる。数すう瞬しゆんだが、その下のインナーが晒さらされた。まあ、インナーといっても前ぜん述じゆつした通りスパッツ的な物で、いくらか伝でん線せんしているといっても色いろ気け的てきには生なまパンとは比べ物にならないはずであるが……。

　……シグマの鼻はな血ぢが加か速そく的に増ぞう加かしている。慧慈が興きよ味うみ深ぶかそうにヘカトンケイルを見た後、得える藻もに呼び掛けた。

「……弱じやく点てん、見付けたか？　──得藻、頼みがあるんだが……」

「何か嫌いやな予よ感かんがするんだけど……何？」

　警けい戒かい心しんも露あらわに訊きいてくる妹に、慧慈は実に真ま面じ目めな顔で言ってのけた。




「今からあのヘカトンケイルに──スカートをめくって中を見せてやってくれないか？」




　──炎ほのおを纏まとった得藻の飛び膝ひざ蹴げりが、慧慈の眉み間けんを抉ったえぐ。

「エ、︽エンチャントフレイム︾まで使って蹴ることはないだろ……」

「蹴ることだよっ！　女の子のパンツを何だと思ってるの!?」

　攻こう撃げきに炎ほのおの威いり力よくを上うわ乗のせする補ほ助じよ魔法を用い、得藻が倒れた慧慈をぐりぐり踏む。それで表面を焦こがされながら、慧慈は真しん剣けんに訴えた。

「ルーラのスパッツを見せただけであんなにも出しゆつ血けつする奴やつだぞ？　生パンツを見せれば、それだけで出血多たり量ようで倒れるはずだ。この場の危き機きを脱する鍵かぎは、お前の白と緑みどりの細ボーダーだと俺は確かく信しんする！」

「そんな確信わたしは御ご免めんだよ!?　そんなに生パンツが大だい事じならお兄にいちゃんが見せれば!?」

「それは今いま俺がノーパンであることを知っての発言か……？　俺が腰のタオルを取ったりしたら、【しばらくお待ち下さい】テロップが流れるぞ」

「テロップを流して、そのままフェードアウトしちゃいなよ……！」

　もう何度目めになるか……睨にらみ合う兄妹。少々申もうしてしまえば、得藻のスカートもまた大だい胆たんに裂さけており、そもそもめくらなくても割と中なか身みは晒さらされているのだが……それでもめくるのとめくらないのとでは乙女おとめ的に大違いなのだろう。

　ただ──この場での睨にらみ合いは、少なからず油ゆ断だんとなった。

「──あ……！」

「──ふぇっ!?」

「──ぬぉおおおおっ!?」

　放ほう置ちしていたシグマが腕を伸ばして、慧けい慈じを掴つかんだのだ。複数の腕で完全に拘こう束そくされ、彼のスタイリッシュな身体からだが宙に浮く。慧慈も死ぬ気で足あ掻がくが……とてもではないが筋きん量りようが違い過ぎた。振り解ほどくどころかピクリとも動けない。

「し、しまった……!?　くそ、放せ！」

「隙すきを見せ過ぎだ……！　卑ひき怯ようかつ下げ劣れつな手段を使いおって──楽に死ねると思うなよ!!」

「く、得える藻も──」

　明らかに怒り狂くるっているシグマに、慧慈は妹へ目め配くばせする──

「『俺おれに構わずやれ』ってことだねっ。合がつ点てん承しよ知うちだよ！」

　──一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいも無く、慧慈ごとシグマを得藻の︽エクスプロージョン︾が呑のみ込んだ。

　真まっ赤かに咲いた紅ぐ蓮れんの花が散った後、慧慈は口から煙とともに弱々しい声を吐き出す。

「……いや……そうなんだけど……ちょっとは躊躇ってほしかった……」

　慧慈の泣き言も……今回は大おお目めに見るべきであろうか？　何せ──得藻のその爆ばく炎えん魔ま法ほうは、シグマに大した傷を負わせられなかったのだ。

「──嘘うそっ？　こいつ魔法防ぼう御ぎよ高い!?」

「その程てい度どの炎ほのおでやられるほどヤワな鍛きたえ方はしておらぬわ！」

　誇ほこるように吠ほえ、シグマは慧慈の身体からだを頭ずじ上ようへ掲かかげた。彼の両りよう腕うで両脚あし頭あたまを、それぞれ豪ごう腕わんで掴む──

「──お？　おおぉぉおおおおおお……っ!?」

　そのまま慧慈の四し肢しと頭は、別々の方向へと引っ張られた。ミシミシと骨こつ格かくが悲ひ鳴めいを上げる。

「お、お兄にいちゃん!?」

　玩おも具ちやのように壊こわされそうになっている慧慈に、流石さすがに得藻が目を見開く。とはいえ、妹にそういう反応をされても、慧慈はどうしようもなく……。

「いや、ごめ……今ちょっと本ほん気きでまず……た、助けてぃ……!!」

　かつてない悲ひ壮そうな声で慧慈がヘルプコールを上げた。

「……！　この──」

　得藻が連続で魔法を放つ。︽フレアボムズ︾に︽フレイムアロー︾、︽ファイアジャベリン︾と続くが……そのことごとくがシグマの皮ひ膚ふにて弾はじかれるに留とどまる。

「〜〜！　︽ファイアブラスト︾ッ！」

　十八番ばんの火か焔えん流りゆうが再さい度ど慧慈ごとシグマを覆おおい隠かくすが──明めい白はくにシグマよりも慧慈のダメージの方が大きく、割に合っていない。

「わははっ、仲間の方を先に殺す気か!?」

「……まあ、この機きに乗じてお兄にいちゃんを火か刑けいに処しよすのも悪くはないと思えるけど……」

　そううそぶきつつ慧けい慈じを見る得える藻も。彼はもう返事も出来ない様よう子すで、ぐったりシグマにいいようにされている。

　得藻が迷うように唇くちびるを噛かんだ──と。

「え、得藻……」

　か細く、慧慈の声。はっと得藻が顔を上げると、慧慈が消けし炭ずみ寸すん前ぜんの身でそれでも親おや指ゆびを上に立てていた。

「お……思う存ぞん分ぶんやれ……。この際さい俺おれのことは、仕方ない……！」

　普ふ段だん、大だい部分はふざけているが……こういう状況での慧慈の判はん断だんは的てき確かくだ。現状で己おのれを気にしていてはシグマを打だ破は出来ない──そう慧慈は結けつ論ろん付づける。そしていざとなれば、己が身を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわない……それが漢おとこ、慧慈の生いき様ざま！

　今度こそ本ほん気きで自分ごとやれと言う兄を前に、得藻は──

「……はああ……お兄ちゃん……っ。もう──貸し一つだからねっ！」

　意を決したように兄を、シグマを睨にらんで──得藻は自らのブラウスに手を掛ける。




　──ビッ、ビリィィイイイイイイイイッッ!!




　文も字じ通りの絹きぬを裂さく音が辺りに反はん響きようして──

　──プルンッ♥

「ぐ──ぐ、ビュヒュブヒュブガッッ!?」

　現げん役えきＪＣの瑞みず々みずしいＤカップ☆　──それの圧あつ倒とう的てき破はか壊いり力よくに、シグマの前面が紅くれないに染まった。

　誇こち張ようではなく滝たきのような鼻はな血ぢを流す百ひやく腕わん巨きよ人じんへ、顔を耳まで真まっ赤かにした得藻が杖つえを向ける。

「サービスシーンはここでお終しまいっ。さあ──片付けるよ！」

　思い切り動どう揺ようしたせいで、シグマは慧慈から手を離してしまっていた。落らつ下かし、床へと叩たたき付けられる寸すん前ぜんだった彼を、既すんでのタイミングでルーラが受け止める。

　シグマと慧慈が離れたことを見て取った得藻の全身から、魔ま法ほうを成す力……紅ぐ蓮れん色いろのマナが迸ほとばしった。




			　星よ　天に瞬またたき　夜よ空ぞら埋め尽くす星よ

			　今いま一度　地上へと降り立ち　我が力となれ

			 

			　流りゆう星せいは我が翼つばさに　惑わく星せいは我が盾たてに

			　恒こう星せいは我が剣となりて　この身に宿れ

			 

			　その力もって　我は暗き空を翔かける

			　その力振るい　我は深き海を割る

			 

			　この身は彼方かなた　何ど処こまでも

			　この意い志しは遥はるか　果てまでも

			　止まらず　阻はばまれず　貫つらぬき通す

			 

			　我　今ここに　ただ一本の矢とならん──




「この光輝ちから、燃え尽きるまで──翔け抜けよ、︽アウローラ︾!!」

　胸むな元もとを掻かき抱くように隠かくして──恒星を纏まとう得える藻もが飛ひし翔ようする。地上へと降りた灼しやく熱ねつの流星がシグマを貫いたのは、その次の瞬しゆん間かんだった。




「──今、何か音が聞こえましたね？」

「シグマが行った方向じゃねえか？」

「あれー、じゃあシグマが侵しん入にゆう者しやと戦ってる？　先さき越こされた？」

「そうかもしれませんね。彼が後れを取るとも思えませんが──」

「ま、万まんが一いち後れを取ってやがったら、オレらが代わりに片付けりゃいいさ」

「ボクらこそ四し天てん王のう最強だもんねー」

　巨きよ大だいな影が、のそりと動く──




「わ……れが……負けるとは……」

　全身に大火傷おおやけどを負い倒れ伏すシグマ。それを確かく認にんする間も惜おしい様よう子すで踵きびすを返し、得える藻もは兄の状態を見み遣やる。

「生きてる、お兄にいちゃん!?」

「な……何とか……」

　ルーラによって床に寝かされた状態で、慧けい慈じは息も絶え絶えながら返事をする。得藻の表情が、心持ちほっとしたように和やわらいだ。

　──またすぐにツンとしてしまったが。

「もう、お兄ちゃんが酷ひどい目に遭あうのはあれだよ、ルーラちゃんに酷いことした因いん果が応おう報ほう！　これで少しは懲こりて、真ま面じ目めに生きてよ!?」

「……いや、俺おれはいつだって真面目に、真しん剣けんに生きてるつもりなんだけど……」

「……何ど処こが？」

　シリアスな顔で妹に問い返されてしまった兄、日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ。これは世せ間けんが間違っているのか、それとも彼の人生が間違っているのか（確実に後こう者しやです）──

「……そ、それにしても痛い……！　全身の骨が砕くだけたみたいだ……!!」

　思い出したかのように慧慈がのたうつ。火傷やけどばかりでなく、全身が赤あか紫むらさきに腫はれ上がっていた。

「うん、でも……本当に砕けてる可能性せいもあるよね？」

「……ごめん、得える藻も。怖こわいこと言わないで」

　得藻の指し摘てきに慧慈がちょっと涙なみ目だめで返す。何にせよ、負ふし傷ようが大きかった。回復手しゆ段だんがあればいいのだが──

「──︽マキシヒーリング︾」

　──慧慈の脇わきに膝ひざを突いたルーラから、突とつ如じよ光が放たれる。木こ漏もれ日びを思わせる暖かな光が……。それが慧慈に吸い込まれると同時、彼の全身の痛みが消えた。火傷や内ない出しゆつ血けつの痕あとも消え失うせている。

「……お？」

　目を丸くし立ち上がる慧慈。腕を軽く振ってみる──動作はとてもスムーズだ。

「──おお、治なおってる!?　ルーラって治ち癒ゆ魔ま法ほうも使えるんだ！　……ん？　でも……俺おれを治療して、良かったのか？」

　慧慈が気き遣づかわしげに問う。魔ま人じん……栄えい太た郎ろうの配はい下かという立場からすれば、慧慈たちへと手を貸すのは……まずいのではないかと。

　ルーラ自身もそれは解わかっているのだろう。だが、首を横に振って告げた。

「新しい魔ま王おう様さまを求めて、ここまで来たけど。私はもう、それが正しかったのか……このまま魔王様に従って地上を蹂じゆう躙りんしていくことが正解なのか、解らないから。もし正しくなかったら、正解じゃ、なかったら……それで誰だれかが傷きず付つくのは、何だか……我が慢まん出来ないの」

「……そう、か……」

　得藻との戦いを通じ、会話を通じ、ルーラの中で何かが変わったのだろう。慧慈はポンと妹の頭を優しく叩たたく。

「流石さすが自じ慢まんの妹だよ」

「ふぇっ!?　いいいいきなり何を言い出すの、藪やぶから棒ぼうに！」

　思い切り照れる得藻に、慧慈は慈いつくしむような笑えみを向けた──と。

「……いい気になるなよ、人間」

　シグマが、苦しげながら声を上げた。戦う力が残っているのかと慧慈が剣に手を掛けるが、どうもそうではないらしい。──しかし、敗はい北ぼくを認めぬ光を目に宿し、シグマは続ける。

「我は……四し天てん王のうでは最弱だ。その意味を思い知るがいい」

「何……？」

　慧慈が問い返し掛けた──刹せつ那な。




　──────────────ッッッッ!!




「「……っ!?」」

　大気を粉ふん砕さいする如ごとき激げき音おんに、慧けい慈じと得える藻もは耳を塞ふさぐ。今のは──『雄叫おたけび』。シグマの咆ほう哮こうも遥かに凌しのぐ強きよう烈れつな……。何事かと、慧慈たちは部屋の入口を見る。

　ちょうどその瞬しゆん間かん、シグマに負けぬ巨きよ大だいな影が室内に飛び込んできた。速さは、シグマさえ問題にならない。力強く地を踏みしめる『それ』の四し肢しに、慧慈は目を剝くむ。

　大まかには、犬と言っていいのだろうか？　──否いな、慧慈自じ身しんがそれを否定する。

　例えばスキュラのマリーの下か半はん身しんは、それでも犬の形けい状じようを保っていた。だが目の前の『これ』は……針はり金がねの如ごとき毛け並なみもその上からでも解わかる筋きん肉にくも、最も早はや犬の域いきを超えている。

　凶きよう悪あく過すぎる、ただ『猛もう獣じゆう』──その表現こそが、この凶きよう暴ぼう性せい満まん載さいの生き物に相応ふさわしい。

　何より、その猛獣には鬣たてがみを生はやした三つもの頭とう部ぶがあった。尾の部分から伸びる大だい蛇じやも含むなら四つ。その八つの眼がん光こうが慧慈たちを射い抜ぬく。

「『ケルベロス』か……!!」

　真まん中なかの頭が口の端はしからチロチロと炎ほのおを零こぼすのを見、慧慈は一いつ層そう顔を険しくした。

『地じ獄ごくの番ばん犬けん』──そう称しようされる恐るべき魔まじ獣ゆうである。その巨大でありながらしなやかな肉体から解わかるように、身しん体たい能力はずば抜けて高い。三つ首＋蛇へびの頭＋四し肢しの爪つめ……それらから繰り出される連続攻こう撃げきは、ヘカトンケイルにも劣おとりはしないだろう。

　その上、各おの々おのの頭からは炎ほのおを始めとした多た様ような息吹ブレス攻撃が放たれる。非常に戦い難い魔ま物ものだ。

　さらに言えば、慧慈たちにとってはより最さい悪あくな点が一つ──

「……気を付けろ、得藻。こいつ……炎属ぞく性せいに極きよく端たんに強いんだ……！」

「ええ……!?」

　得藻の顔があからさまに蒼あおくなる。そうなるであろうことを慧慈は薄うす々うす予よ感かんしていたが……それでも確かめずにはいられなかった。

「一応、確かく認にんしておきたいんだけど……得藻、お前、炎以い外がいの魔ま法ほうは？」

「つ、使えるものもあるけど……炎属性以外は、本当に初しよ歩ほ的なものしか使えないよ……！」

　一いち連れんの慧慈たちの冒ぼう険けんは、そろそろ二〇時間を経過しようとしているが……その中で得藻が炎属性以外の魔法を使ったことは一度も無い。得藻は相当高こう位いの攻撃魔法も使えるが……それは炎属性のみに限定されるのだ。

　つまり……今まで様さま々ざまな局面で切きり札ふだとなり得てきた得藻の魔法が、ほぼ封じ込まれたわけである……。

　しかも──

「四天王……鳴めい牙が、凄せい牙が、緋ひ牙が……！」

「──えっ!?」

　ルーラの漏もらした言葉に、慧けい慈じは思わず問い返す。

「このケルベロスも……四し天てん王のうの一体なのか!?」

「……そうとも言えるし……そうじゃないとも……」

「…………？」

　よく解わからないルーラの説明に慧慈が疑問符ふを浮かべると──

「私たちはまとめてではなく、頭とう部ぶのそれぞれ一つずつで四天王の座を各かく一つ与えられているのですよ」

「つまりオレたちは、首の一つでそこのシグマと同どう等とうの力を持ってるってことだ！　け、人間如ごときに無ぶ様ざまに負けやがって……」

「まあまあ、いいじゃない。同じ四天王なんだし、仇かたきを討うってあげようよ、キャハハ！」

「──斬ざん新しんな四天王来きたよ、これ!?」

　一体で四天王の三枠わくを独どく占せんする怪かい物ぶつとは──ある意味四天王という言葉の盲もう点てんを突いている。

「……どうせなら尻尾しつぽの蛇へびも含めて、一体だけで四天王の座を独占すればいいのに」

「……自分、そこまでの域いきには達していませんから」

　皮ひ肉にく気げな得える藻もの言い分に、尻尾の蛇が律儀りちぎに返した。

「尻尾が一番、好こう感かん度ど高いな……謙けん虚きよで」

「尻尾の蛇へび……燐りん牙がだけじゃなくて。他の頭も、口で言っているほど油ゆ断だんは無いわ。彼らは人間の怖こわさをしっかり知っているから……」

　ルーラが語るには、このケルベロス、かつて人間の冒ぼう険けん者しやに徹てつ底てい的に叩たたきのめされたことがあるのだという。その屈くつ辱じよくをバネに自らを鍛きたえ上げ、四天王三さん枠わく独どく占せんなどという無む茶ちやな事じ態たいになるほどの実力を手に入れたのだと。

「鳴めい牙がたちがその名を馳はせ始めて、半年くらいしか経たってないの。その前まではケルベロスとして普通だったんだけど……急速に強くなって」

「実に効こう率りつのいいレベリングをしてきたんだな。ぜひご教きよう授じゆ願いたいねっ」

　軽かる口くちを叩たたきながら、慧慈は……シグマと遭そう遇ぐうした時とき以上の過か酷こくな状況に焦しよう燥そう感かんを募つのらせる。

（本ほん気きであの首一つ一つがシグマ並みの戦せん闘とう力りよくを持ってるとして……くそ、流石さすがにこれは詰みじゃないか……？）

　シグマ一体で……しかも弱点を見みい出だした状態であれだけ苦労したのだ。単たん純じゆん計算、シグマの三倍＋尾の蛇分ぶんの戦闘能力を有する怪かい物ぶつ相手に、弱点を見出せぬまま挑いどむ……負けフラグがあり過ぎる。

（しかも、実じつ質しつ得藻の火かり力よく無なしで──く、どうする？　どうすればいい!?）

　この戦せん況きようをひっくり返す一いつ手てを、慧慈は必ひつ死しで模も索さくする……が、明らかに策を練るには時間が足りなさ過ぎた。慧慈たちの戦闘準備を待つことなく──ケルベロスが動き出す。

　──また、ルーラを人ひと質じちに取るふりをするか？　だが、このケルベロスはシグマなどよりもずっと狡こう猾かつそうだ。果たして通じるのか……慧けい慈じの迷いが頂ちよう点てんに達する……その直ちよく前ぜん。




　──唐とう突とつに、ケルベロスがピタリと止まった。




　前後が繋つながらないその動きに、慧慈は思わずケルベロスを凝ぎよ視うしする。その視線に慧慈視し点てんで右側の首──確か鳴めい牙がと呼ばれた頭が震えた声を漏もらす。




「……な、何な故ぜこいつがここに居るんです？」




　目に見えて冷ひや汗あせを垂たらす鳴牙の口から漏れ聞こえるのは、歯の根の鳴る音か？　それは隣となりの凄せい牙がにも伝でん染せんする。

「……ちょ、待て……き、聞いてねえ……！」

　凄牙の言葉を聞きつつ、慧慈は彼らの視線が己おのれに集まっていることを察さつ知ちした。どうしたのかと思いつつ……ふと気付く。

「……あれ？　何かお前ら、何ど処こかで見た記き憶おくが──」

　慧慈が無む意い識しきに一歩前まえに踏み出す──瞬しゆん間かん、ケルベロスの巨きよ体たいが、びっくりした猫ねこのように飛び上がった。

「ピ──ピアアアアアアアアアアアアアア!!」

　緋ひ牙がが悲ひ痛つうな声を上げ、ケルベロスが大きく飛び退すさった。そのまま部屋さえも飛び出し──が、一いつ旦たん戻ってシグマを背負い、今度こそ逃げ去っていった。……案あん外がい仲間思おもいである。

　遠ざかる疾しつ駆く音おんに、慧慈たちはポカンとするしかない。

「……お兄にいちゃん、どうなってるの？」

「いや……俺おれにも何が何だか……？」

　不ふ思し議ぎそうな妹に、慧慈もそう返すしかないのだった……。




　──何はともあれ、四し天てん王のう突とつ破ぱ。

　慧慈たちはこのダンジョンの魔ま王おう、自分たちの父でもある日ひ暮ぐれ坂ざか栄えい太た郎ろうへの道を拓ひらいたのである──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──四天王が負けたと？」

「そうみたい」

　妻つま桜乃さくのからの報告に、栄えい太た郎ろうは渋しぶい顔をした。

「……シグマ君は場合によっては……と考えていましたが、まさか鳴めい牙が君たちまでとは。……慧けい慈じたちを甘く見過ぎていましたかね？」

「まあ、自じ慢まんの子供たちだもの」

　ほわほわ〜と言ってのける桜乃に、栄太郎も苦くし笑ようを返す。どういう状況であれ……子供たちの成長を実じつ感かん出来る瞬しゆん間かんというのは、親として嬉うれしいものなのだろう。──だが。

「我が野や望ぼうを阻はばもうとする以上、たとえ子供でも今は敵です。魔ま王おうとして──放っておくわけにはいきませんね」

　厳おごそかに言って、栄太郎が拳こぶしを握る。決けつ戦せんの時は、刻こく一いつ刻こくと近付いていた──




「くっ!?」「わっ!?」「きゃっ!?」

　三さん者しや三さん様ようの悲ひ鳴めいを上げる慧慈、得える藻も、ルーラ。それも仕方ない。いきなり直ちよ下つか型がた地じ震しんのような揺れが襲おそってきたのだから。

「これは……また父とうさんがダンジョンの拡かく張ちようをやってるのか!?」

「た、多た分ぶんっ。……だけど……！」

　慧慈に首しゆ肯こうしつつ、ルーラは隠かくし切れぬ焦あせりを顔に浮かべた。

　その理由も理り解かい出来る。この前の増ぞう築ちくよりもかなりダンジョンの様よう子すがヤバい。あちこちがミシミシいっている音が明確に誰だれの耳にも届く。

（本ほん気きで……このまま崩くずれるんじゃ!?）

　一いつ瞬しゆんそう覚かく悟ごした慧慈だが──幸いにもまだダンジョンは耐えてくれたようだ。揺れが終しゆう息そくしても、崩ほう壊かいはしていない。

　──各かく所しよが軋きしむ音は、止まってくれていないが……。

（もう本気で、時間が掛けられないか……？）

　慧慈がそんな思し考こうに胸を焦こがしていると──

「ルーラ様ぁ〜！」

　ふよふよこちらへ漂ただよってくる影が一つ。時じ期き外はずれにしか思えぬカボチャ頭の魔ま物もの、ジャックオーランタン。その後ろに小さな悪あく魔まインプも続いている。──慧慈たちは知らぬが、彼らはルーラの側そつ近きんのような魔物であった。

「貴方あなたたち……何な故ぜここへ？」

　大だい丈じよ夫うぶと慧慈たちへ仕し草ぐさで示して、ルーラはランタンたちへ問い掛ける。二体は少々困こまった様よう子すで、怖おず怖おずと水すい晶しよう球だま……遠とお見みの魔ま法ほう道具を掲かかげた。その中に──

『あー、うんうん。映っておるかの？』

「──グランディータ!?」

「グラさん!?」「先生!?」

　ルーラに続き、慧けい慈じと得える藻もも水すい晶しよう球だまを覗のぞいた。そこに映し出されている、襟えり足あしほどの銀ぎん髪ぱつの、色の白いセクシーな女性……骸がい骨こつの姿すがたから気き合あいを入れまくることで受じゆ肉にくしたグランディータの顔であった。

「嘘うそ、この水晶球ではグランディータとの交こう信しんなんて出来ないはず──」

『割り込ませてもらったのじゃ。ハッキングのようなものじゃよ』

　絶ぜつ句くするルーラの様よう子すから、それが相当凄すごい真ま似ねなのは慧慈たちにも察せられた。まあ、何にせよ。この状況下かでグラと話すことが出来るのは、慧慈たちにとって渡りに船だった。

「グラさん、あの……何から説明していいか、俺おれたちも戸と惑まどってるんだけど……」

『……そうじゃな。わしの方も何から訊きくべきか迷っておるところじゃが……』

　慧慈、得藻、ルーラと順じゆ繰んぐりに眺ながめて、グラは困ったように言った。

『……皆、凄い格かつ好こうじゃのう。得藻ちゃんなどおっぱいまで出ておるし──』

「うぅ……恥はずかしながら、色々あったんだよ」

　魔法の師しであるグラにまでそう言われ、得藻がよよよっ……と泣く。そんな弟で子しの様子に、「仕方ないのう」と呟つぶやいたグラは──

『少し待つんじゃぞ──︽レストレイション︾』

　彼女が結んだ魔法が、遠とお見みの水晶球を介かいして慧慈たちに降り注そそぐ。──僅わずか一いつ瞬しゆ後んご、無む惨ざんな有あり様さまであった慧慈たちの装そう備びが、ダンジョンに突とつ入にゆうした時そのままの姿に戻っていた。

「物体修しゆう復ふく魔法……！　ここまで完かん璧ぺきなものを、遠見の魔法具ぐを介かいして!?　……相変わらず嫌いやになるくらいの腕うで前まえ……」

　同時に自身の法ほう衣えも直してもらったルーラが、それでも複雑そうに水晶球の中のグラを睨にらんだ。……当のグラは、別の理由で困こん惑わく中ちゆうだったが。

『……何な故ぜ慧慈君くんは、床に突つっ伏ぷすほどに落らく胆たんしておるんじゃ？』

「だってグラさん……折せつ角かくのあれを……浪漫ロマンが……男の……」

「お兄にいちゃんは放っておいていいから」

　溜ため息いきを吐つき、得藻は慧慈の悲ひ哀あいを一いつ蹴しゆうした。

　閑かん話わき休ゆう題だい。

　改めて──グラは慧慈たちを見回す。

『何はともあれ……ルーラの件の方は、決けつ着ちやくを見たようじゃのう』

「まあ……おかげさまで」

　微笑ほほえむ慧慈の後ろで、ルーラはそっぽを向き。その横で得藻も微笑していた。

「ただ……身み内うちの恥はじを晒さらすようなんだけど──」

　慧慈は父が魔ま王おうと化していたことを、そして世界征せい服ふくを企たくらみ動いていることを説明する。

　慧慈たちがこのダンジョンに突とつ入にゆうしてからのことを一ひと通とおり聞き終えて……グラは難しい顔のままルーラへ目を遣やった。

『ルーラ、お主ぬし……慧けい慈じ君たちの父ちち上うえに、手てじ順ゆんを誤った力の引き出し方を教えたな？』

　厳きびしいグラの目め線せんに、ルーラがビクッとした。

　魔ま王おうとは、遥か地の底に存在する『熱き混こん沌とん』と呼ばれる力の塊かたまりから、その一いつ端たんを引き出せる能のう力りよく者しやであるという。グラの言った『力の引き出し方』とは、その『熱き混沌』へのアクセス方法に他ならないのであろうが──

「父とうさんたちがやってる力の引き出し方に、何か問題があるのか？　ルーラが教えたその方法が……間違ってると？」

「そんなこと……！」

　慧慈の疑いにルーラが否定の声を上げる。

「私が教えた方法は、きちんとしているわ！　八〇年、九〇年ねん代だいの魔王たちが、実際に使っていたという手段よ……！」

　世界が今のような、ダンジョンが乱らん立りつし魔ま物ものがそこに蔓延はびこる形になった発ほつ端たんの時代。当時は数多あまたに存在し、『熱き混沌』を巡り争っていたという魔王たちが用いた手段なら……多少古ふる臭くさいかもしれないが、間違っているとは確かに思えないだろう──が。

『今の『熱き混沌』は当時のそれとは異なっておる。あの頃ころのままの力の引き出し方では……『悪あく想そう念ねんのフィードバック』をもろに喰らってしまうんじゃ』

「悪想念？　フィードバック……？」

　どういうことかと慧慈は、得える藻も、ルーラと顔を見合わせる。

『……『熱き混沌』自じ体たいには、そもそも善ぜん悪あくの概がい念ねんなど無い』

　純じゆん粋すいな力の塊かたまりじゃからな、とグラは説く。

『じゃが、元が純粋であるが故ゆえに、それに接せつ触しよく、力を引き出そうとする魔王たちの影えい響きようをとても強く受けたんじゃ……』

　言われて、慧慈は思い出す。八〇、九〇年代の魔王たちには、人にん間げん社会に紛まぎれ込んで生きる他の魔王たちを狩かり出す為ために、平へい然ぜんと魔物を街まちへ放ち……場合によっては都市一つを滅ほろぼしてしまうような輩やからも居たという話を──

「……!?　ちょっと待て、グラさん！　そんな連れん中ちゆうの影響を受け続けたってことは、『熱き混沌』って……!?」

　慧慈の懸け念ねんを、グラは肯こう定ていしてみせた。

『……今の『熱き混沌』は、善悪が無かった頃のそれとは違う。接触した魔王の心の闇やみを増ぞう幅ふくし、人じん格かくすら歪ゆがめてしまう大変危き険けんな代しろ物ものじゃ。じゃから本来なら、そこから力だけを引き出す為ために、余よ計けいなものを遮しや断だんするフィルターを形けい成せいする手てじ順ゆんが必ひつ須すなんじゃが──』

　ルーラが栄えい太た郎ろうに教えた方法には、その手順が無い。だから栄太郎は、元々の温おん厚こうな気き質しつでは企たくらむこと自体が考え難い世界征せい服ふくなどを言い出すように人格が歪んでしまっているのだ。

『肉にく体たい自体が大きく変へん貌ぼうしてしまっておるのも、その延長線せん上じようじゃな。人格が歪むと同時に精せい神しんのタガも外れて、本当なら取り込むのを本ほん能のう的てきに躊躇ためらうほどの『熱き混こん沌とん』の力を……危険なほどの量のエネルギーをその身体からだに溜ため込んでしまっておるのじゃろう……』

　それは恐らく桜乃さくのの方も同どう様よう。立たち場ばとしては『魔ま王おう妃ひ』でも、能力的には彼女も『魔王』であるのだ。……まあ、ルーラは桜乃には魔王としての力の引き出し方を教えていないそうなので、彼女の方は夫の栄えい太た郎ろうから教えてもらったのかもしれない。

　何にせよ、今の事じ態たいを起こした根こん幹かん的な原因はルーラにあると。……それを自覚した彼女は目を伏せ、唇くちびるを噛かんでいる。ルーラと、そんな彼女を痛いた々いたしげに見み詰つめる得える藻もを順じゆん番ばんに見て、慧けい慈じの胸は決けつ意いを新たにする。

（ルーラの為にも、父とうさんと母かあさんを止めないとならないな……絶対にっ）

「なら──グラさん、俺おれたちはどうすればいいんだ？　どうすればこの事じ態たいを収しゆう拾しゆう出来る？」

　聡そう明めいなグラは、慧慈が求める答えを即そく答とうしてくれた。

『まず何よりも──ご両親と『熱き混沌』とを結ぶ経けい路ろを断ち切る必要があるのう』

「経路……それはどうすれば断ち切れるんだ？」

『魔王は『熱き混沌』と繋つながっておる証あかしとして、身体の何ど処こかに通常の人間には無い器き官かんを発はつ生せいさせておる。角つのとか……翼つばさとかじゃな。まずはそこを破は壊かいするんじゃ』

「……あれか」

　慧慈は思いを馳はせる。父の頭にあった角つの。母の背にあった翼つばさを。あれが二人と『熱き混沌』を繋つないでいるのだ。

　そのそれぞれを破壊する──それがまず第一の目もく標ひよう。

『その後、ご両親の体内に残っておるであろう『熱き混沌』の力を改めて吐き出させれば……ご両親は正しよ気うきに返るじゃろう。そこまで出来たなら、後はどうとでもなるわい』

　とすれば……やはり父栄太郎、母桜乃と戦うことが必要となるだろう。

「行くしかない……父さんと母さんの許もとへ」

「お二人は多た分ぶん……この塔とうの最さい上じよう階かいに居るわ。そこが玉ぎよ座くざの間まになっているから……」

　ルーラから告げられた行き先に、慧慈は天てん井じようを……その遥か上を見み据すえる。

「そこまで……どれくらい掛かるかな？」

『……相そう当とう掛かるはずじゃぞ』

　それにはグラが苦にがい声で答えた。

『決して心を折ろうというつもりは無いんじゃが……慧慈君、得藻ちゃん。そのダンジョンなのじゃが……今いま現在、その高さが雲の上にまで届きそうなんじゃよ』

「「え？」」

　増ぞう築ちくはされていると思った──だがあまりに想そう定てい外がいの強大過すぎる規き模ぼに、慧慈と得藻は一いつ緒しよになって硬こう直ちよくした。

「ま、待った待った！　俺おれたちが外から見た時で、もう東とう京きようタワーにも匹ひつ敵てきする感じだったのに……今は高さだけなら富ふ士じ山さんレベルなのか!?　どこまで伸ばすつもりなんだ、父とうさん!?」

　そもそもそこまで高くする意味が何ど処こに？　想そう像ぞうも付かない慧けい慈じに、得える藻もはさらに恐ろしげな予想を口にする。

「それより……そんなに高くしても、土ど台だいは元の……わたしたちの新しい家のままなんだよね？　た、倒れないの……？」

『……はっきり言って、倒れるじゃろう。──いや、むしろそれが狙ねらいなのかもしれん……』

「狙いって……？」

　魔ま王おうが自らのダンジョンの崩ほう壊かいを敢あえて狙う理由など、あるのだろうか？　慧慈にはそれの解答は出てこないが──

『世界征せい服ふくを狙うなら、それに見合った戦せん略りやく級きゆうの兵へい器きは必要じゃろう？　あくまでも推すい測そくの話じゃが──』

　そのグラの言葉で、流石さすがに慧慈たちも理解が出来た。これだけ大だい規き模ぼな塔とうが倒れ、その質しつ量りようが地ちひ表ようへ叩たたき付けられれば──それだけで充じゆう分ぶん戦略兵器足たり得る。

「そんな!?　この中にはまだたくさんの魔ま物ものたちが居るのに……」

　ルーラが信じられないという顔をする。仮にこのダンジョンが崩ほう壊かいしても、魔王と魔王妃ひとして圧あつ倒とう的な力を『熱き混こん沌とん』から供きよう給きゆうされている栄えい太た郎ろうと桜乃さくのは何ということも無いだろうが、他の魔物たちはどうなるか解わからない。魔物はたとえ死してもいずれは復ふつ活かつする不ふ思し議ぎ生物だが、死の過か程ていで受ける苦く痛つうは本ほん物ものだ。それを平へい然ぜんと配はい下かの魔物たちに強いるなど──

「お父とうさんもお母かあさんも……酷ひどい……」

「……っ、ふっっざけるなよ!!」

　慧慈が激げき怒どの声を上げた。その剣けん幕まくに、得藻でさえも動どう揺ように瞳ひとみが揺れる。

「お、お兄にいちゃん……？」

　慧慈は──魔物を道具のように操あやつる栄太郎の態度にももちろんだが……この塔とう型がたダンジョンさえそのように扱う今の栄太郎が許し難かった。

（ここは……ダンジョン化してても、父さんが夢見た『自分の城しろ』だろう!?）

　それを……『夢の具ぐ現げん』をゴミのように扱う今の栄太郎。彼のやっていることは、慧慈が心より尊そん敬けいする、誇らしく思う『本当の』栄太郎に対する侮ぶじ辱よくである。

「……倒すぞ、得藻。今の父さんと母さんを！　そして絶対、いつもの二人を取り戻す!!」

「お……お兄ちゃん……！」

　ここに来て本ほん物ものの勇ゆう者しやのような顔を見せる兄に、得藻は感動を通り越して絶ぜつ句くしそうである。

　気きり力よく漲みなぎる慧慈の姿すがたにグラは頼もしそうに微笑し、言った。

『万まんが一いちのことが起きぬよう、わしも外で力を尽くそう。慧慈君、得藻ちゃん──行って来い』

　ラストバトルが、始まろうとしていた──




　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──む……？」

　誰だれかがこの玉ぎよ座くざの間まに近付いてくる。それを感かん知ちし、栄えい太た郎ろうは片かた眉まゆを上げた。

「慧けい慈じたちがさっきまで居たのは……二〇階かい層そうより下でしたよね、確か？」

「そうだったはずよー」

　この塔とう型がたダンジョンの総そう階層数すうは、最も早はや数字にするのが馬ば鹿からしくなるほどである。その下も下の方に居たはずの慧慈たちがこうも短たん時間でこの最さい上じよう階かいまで上ってくるとは考え難い……栄太郎は桜乃さくのにそう確かく認にんするが──

「……いえ、来たのでしょうね。本当に、我が家の子供たちは……親の予想を超えてくる」

　実に楽しげに言う栄太郎の見る先で──慧慈が、得える藻もが、ルーラが、玉座の間への扉とびらを押し開いた。

「──来たぞ、父とうさん、母かあさん！　二人の野や望ぼう……俺おれたちで挫くじかせてもらう!!」

　凛りんと宣せん言げんする慧慈に、栄太郎は微笑すら返し……興きよ味うみ深ぶかげに訊きいた。

「参考までに……どうやってこうも短い時間でここまで上ってこられたのか、教えてくれませんか？」

（それは彼らのおかげだよ……）

　慧慈はちらりと足あし元もとを見、遥か階かい下かに置いてきたジャックオーランタンとインプを意い識しきする。

　最さい上じよう階かいのこの部屋で命めいを受けたはずの魔ま物ものが、酷ひどく迅じん速そくに下の階かい層そうに居る慧慈たちの許もとにまで来る──その秘ひ密みつは、このダンジョン内に設置されたある種の転てん移い装そう置ちにあった。本来それは、その装置を起き動どうさせる魔ま法ほうの道具を栄太郎から与えられた魔物たちにしか動かせないものなのだが……その道具を、慧慈と得藻は件くだんの二体の魔物から借り受けたのである。栄太郎に対してよりも、ルーラに報むくいる為ために力を貸してくれたあの魔物たちに、慧慈は胸きよう中ちゆうで感謝した。

（父さん……貴方あなたに勝たないとならない理由がまた増えたんだ。だから──）

「──聞きたければ力ずくでやってみなよ」

　挑ちよう発はつ気ぎ味みに言って、慧慈は剣を抜く。得藻も杖つえを構え、一歩下さがったルーラも身み構がまえた。

「……ルーラさんまで仲間に加え、私たちへと挑いどみますか。本当に慧慈も得藻も……予想外がいなことをやってのけますね」

　栄太郎が玉座より立ち上がる。シグマよりは小さいが──それを遥かに超える圧あつ迫ぱく感かんを放つ巨きよ躯くに、慧慈たちは歯を食い縛しばった。

　──けれど、一歩も引くことは無い。

「お父さん、お母さん……行くよっ」

　得藻が放った︽ファイアブラスト︾が、兄妹と父母の戦せん端たんを開いた──

「︽グラビティブラスト︾」

　得える藻もの放った紅くれないの奔ほん流りゆうに、栄えい太た郎ろうが応じた。その手より放たれた黒き濁だく流りゆうが真まし正よう面めんから紅あかき激げき流りゆうと衝しよう突とつする。──砕くだけたのは紅の方。突き進む漆しつ黒こくが慧けい慈じたちに迫る。

　素す早ばやく散さん開かい──躱かわした慧慈たちの背後で、床が豪ごう快かいな音を立ててひしゃげた。押し潰つぶされる。

「重じゆう力りよく属ぞく性せいの魔ま法ほうか……！」

　威いり力よくといい、一いつ見けんすると闇やみを放っているような見た目といい、実に魔ま王おうに相応ふさわしい。──が、それに感かん心しんしている場合ではなかった。

「︽ポイズンフォッグ︾よー」

　気が抜けるような桜乃さくのの声と同時、慧慈周しゆう辺へんに深緑色しんりよくしよくの霧きりが降りた。途と端たん、慧慈の鼻と喉のどが激げき痛つうを帯びる。

「……!?　かはっ、毒どくか！」

　直後に身体からだを襲おそった気け怠だるさに慧慈は察する。少なくとも即そく死しするような毒ではない模も様ようだが……息子むすこを殺さつ害がいする攻こう撃げきは、人じん格かくが歪ゆがめられた今でも流石さすがに躊ちゆう躇ちよしたのだろう……手足に痺しびれが走り、目が霞かすむ。戦せん闘とう不ふ能のうにするには充分な毒どく素そだと慧慈には感じられた。だが──

「︽クリアランス︾！」

　清せい廉れんなルーラの声。それと同じくらい清きよらかな力が慧慈の全身を洗った。毒や呪のろい、悪あく影えい響きようを払い落とす魔ま法ほう。慧慈を侵おかした毒を浄じよ化うかする。

「ありがとう、ルーラ！」

「お礼れいももちろんだけど、ここまでしてくれるルーラちゃんに、後でちゃんと謝ってよ！」

　礼を言う慧慈に苦く言げんを呈ていしつつ、得藻が次の魔法を発はつ動どうする。

「︽ファイアストーム︾！」

　炎ほのおが嵐あらしの如ごとく渦うず巻まき、栄太郎と桜乃を揃そろって呑のみ込んだ。肌はだを焦こがすような熱ねつ波ぱが、その外に立つ慧慈にまで伝わってくる。しかし──

「︽ブラックホール︾」

　業ごう火かの中から、栄太郎の焦あせりの無い声。瞬しゆん間かん、燃え盛っていた炎が急きゆう速そくに一点に向かって集しゆう束そくしていく。

「う、うわっ!?」「きゃっ!?」「……っ!?」

　そればかりではない。慧慈たちまでそちらへ向かって引っ張られそうになる。慧慈は床に剣を突き立て、得藻とルーラは四よつん這ばいで床にしがみ付くようにし、何とかそれに抵てい抗こうした。

　炎が周しゆ囲ういから引き剝はがされてみれば──黒い穴としか形けい容よう出来ないものが栄太郎の目の前に浮いているのが見える。それに得藻の魔法の炎は残らず吸い込まれ……完全に消え失うせた。

　万ばん物ぶつを引き寄せ、無むげ限んし小ようにまで圧あつ縮しゆくし、消しよう滅めつさせる……文も字じ通りブラックホールを生み出す重じゆう力りよく系けい高こう位い魔法。それをいとも容易たやすく操あやつる父の姿すがたに、慧慈は複雑そうに顔を歪ゆがめた。

「何で──家族で俺おれだけ魔法が使えないんだ!?」

「気にするところ、そこなの!?」

　決けつ戦せん中ちゆうに何を考えているのかと、得える藻もが白い目を向ける。

「だってさ、何だよこの疎そ外がい感かん！　正直、『実はお前は橋の下で拾ってきた子供なんだよ』って言われたような気持ちだ!!」

「じゃあそういうことでいいじゃない！　今は戦いに集中だよ!!」

　一いつ刀とう両りよう断だんの得藻の台詞せりふに若じやつ干かん心を傷きず付つけられつつ、慧けい慈じは父に向けて駆かけ出した。

「──あら？」「おやっ？」

　──ほとんど一いつ瞬しゆん、ほぼ一歩。数メートルは離れていた慧慈と栄えい太た郎ろうの距離が、それだけでゼロになる。間あいだに居た桜乃さくのが割って入ることも出来ぬ鮮あざやかな移動に、魔ま王おう魔王妃ひ共とも々ども驚きよう愕がくの顔となった。

「古こ武ぶ術じゆつで『縮しゆ地くち』と呼ばれる技ぎ法ほうですかね？　こんなもの何ど処こで学んだのですか……？」

「去年の夏のダンジョン探たん索さくバイトで！　引いん率そつのベテラン冒ぼう険けん者しやの人が使ってたのを見て習しゆう得とくした！」

「見て覚えられるものなの!?」

　むしろ、魔法を覚えるより難しいんじゃ？　……得藻がツッコミを飛ばす先で、慧慈の剣が栄太郎の拳こぶしと激げき突とつする。栄太郎の拳は重力魔法を帯びて強化されているようだが……慧慈の剣は真まっ向こうからそれと打ち合った。それどころか……押し返す！

「くっ!?　この力は……!?」

「『熱き混こん沌とん』からどれだけ力を供きよう給きゆうされてても……父とうさんがそれを使って戦うのは、今が最初だろ!?　俺おれは去年の夏休みと冬休みだけだが……それでも実じつ戦せん経験を積んでるんだ！」

　父の剛ごう拳けんを弾はじき飛ばし、慧慈が吠ほえる。

「なったばっかりの新しん米まい魔王には──負けないさ!!」

　慧慈の踊る如ごとき連続斬ぎりが、栄太郎の赤しやく銅どうの肌はだを捉とらえた──




「あの……グランディータさん？」

「何じゃ、マリー？」

　夜や天てんの下もと、黒の夜や会かい服ふくをなびかせグラが振り向く。彼女へ、今はルーラと同じく人に近い姿すがたへ化け身しんしているスキュラのマリーが問い掛けた。

「大だい丈じよ夫うぶでしょうか、慧慈さんたちは……？」

　空高くまでそびえる塔とう型がたダンジョンを見上げ、赤いロングヘアを掻かき上げるマリー。その青い瞳ひとみには、その頂いただきで戦っているはずの慧慈を心配する思いが溢あふれている。

　魔王に勝てるのか？　所しよ詮せんは一いつ介かいの高校生と中学生に過ぎない兄妹かれらが──マリーの懸け念ねんへと、グラは不ふ敵てきな笑えみを返す。

「わしは勝てると確かく信しんしておるぞ。お主ぬしが思う以上に、彼らは……強い」

「……お弟で子しさんを、本当に信しん頼らいしていますね」

「得える藻もちゃんもじゃが……それ以上に慧けい慈じ君の方をじゃのう。彼こそ……今回の事じ態たいを解決に導く切きり札ふだじゃと、わしは思っておる」

「慧慈さんが……ですかっ？」

　意い外がいそうな声を上げるマリーに、グラは悪いた戯ずらっぽく笑い掛けた。

「なあ、マリー。お主ぬしは『勇ゆう者しやの定てい義ぎ』は何か……知っておるかの？」




　塔とう型がたダンジョン、その一いつ角かくで……シグマは己おのれが目もく前ぜんの信じられぬ光こう景けいに戸と惑まどっていた。

「鳴めい牙が、凄せい牙が、緋ひ牙が……燐りん牙がまで。何をそんな怯おびえているのだ……？」

　慧慈たちから逃げ出した四し天てん王のう三さん枠わく独どく占せん中ちゆうのケルベロスは、小さい通路に巨きよ体たいを押し込めて震えていた。

「お、お前はあいつの怖こわさを知らねえから……」

　普ふ段だんの乱らん暴ぼう強気な性格が鳴りを潜ひそめた凄牙の言葉に、ふとシグマはある可能性せいを連れん想そうする。

「もしや……貴き様さまらがかつて負けた人間というのが、あの小こ僧ぞうではあるまいな？」

　その言葉に──ケルベロスの背が一ひと際きわ大きく揺れた。図ず星ぼしだと、明めい白はくに語っている。

「……そんな馬ば鹿かな……」

　シグマは信じられぬ面おも持もちで漏もらした。彼にしてみれば、事実上じよう自分を一人で撃げき破はした得藻こそ脅きよ威ういと感じるが……慧慈の方をそんな風ふうには感じない。姑こ息そくな手段を使った挙あげ句く、自分にいいように痛め付けられただけなのだから。

「……貴男あなたは『その後』には行きませんでしたからね……」

「……何？」

『その後』とはどういうことか？　鳴牙の口にした気になる内容にシグマは首を傾かしげる。

「ボクらは……夏にあいつに負けた。途とち中ゆうまではボクらの方が優ゆう勢せいだったんだ。だけど、本当にズタボロになって、その後にあいつは……」

　プルプルと震える緋牙。それに同どう意いするように燐牙もとぐろを巻く。

「怖こわい……怖い……」




「──こ……これは……!?」

　降り注そそぐ慧慈の斬ざん撃げきをいなしつつ、栄えい太た郎ろうの額ひたいには冷ひや汗あせが浮かび始めていた。

　体格的には大人おとなと子供以いじ上ようの差がある──にもかかわらず慧慈の一ひと太た刀ち一太刀がぶつかる度たびに、栄太郎の身体からだがじりじりと後ろへ押される。見た目め以上に剣が……重い。

「それに、速い。……見み間ま違ちがいじゃないわ。私と戦った時より明らかに強くなってる。まさか──」

　ルーラが注ちゆ視うしする中、栄太郎が︽グラビティブラスト︾を発はつ射しやした。光も呑のみ込む重じゆう力りよく波はが慧けい慈じを襲おそう──が、もう神かみ懸がかっているとしか表ひよう現げんのしようがない反はん応のう速度で慧慈は回かい避ひする。

「まさか──彼は、『勇ゆう者しや』なのっ？」

「そんな上じよう等とうなものであるはずないと思う」

　得える藻もからの冷静な指し摘てきだが……実のところ、ルーラが言う『勇者』とは得藻の思い浮かべていたものとは違っていた。

『魔ま王おう』が実際は特とく殊しゆ能力者しやであるように……『勇者』もまたある種の特殊能力者の総そう称しようなのである。それは──




「まあ、『火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢから』じゃな」

　あっけらかんとグラは言ってのけた。

「『窮きゆ鼠うそ猫ねこを噛かむ』でも良いが……まあとにかく、そんな能力者のことを、『勇者』と称しようするんじゃ」

「は、はあ……」

　魔王と比べればあまりの内容にマリーは口くち元もとが引き攣つる。

　しかしグラは、そんな彼女の反応を咎とがめるが如ごとく首を横に振った。

「お主ぬしの考えているほど、生なま易やさしいものでないぞ。言ってしまえばあれは……自らに喰らったダメージを、そのまま身の内へと蓄ちく積せきしていき、自じ己この力として利り用よう出来る能力者じゃ」

「……それがそんなに怖こわいものなんですか？」

「怖い」

　疑わしげなマリーに、グラは断だん言げんする。

「例えば、わしが自身の最さい強きようの攻こう撃げき魔ま法ほうを撃うち込んだとする。それで倒せれば御おんの字じじゃが、もし倒し切れぬ場合──直後にその最強の攻撃魔法＋その勇ゆう者しや自身の力が乗ったカウンターが飛んでくるんじゃ。怖くないはずあるまい」

「それは……」

　マリーにも少し理り解かい出来た。だが、それでも︽インフェルノ︾や︽アウローラ︾を操あやつる得藻を上回るほどとは──

「……蓄積が、それまで喰らい続けてきた攻撃全すべてに働くとしたら？」

「え？」

「地下でお主ぬしと戦った時の分。塔とう型がたダンジョンでルーラにのされた時の分。あと、得藻ちゃんから時とき折おりツッコミやお仕し置おきとしてかまされた魔法全ぜん部ぶ。それらの威いり力よくが全て、慧慈君の内に溜ため込まれておるとしたら？」

「そ、それは……!?」

「考えるだに、恐ろしい力になるじゃろうな」

　グラは遥か頭ずじ上よう、そこで今その力が解放されつつあることを確かく信しんする。

「ま、格かくゲーに例えれば解わかり易やすいかの。ライフがギリギリになってから、ケージがＭＡＸからの超ちよう必ひつ殺さつ技わざ。……それがどれだけのものになるか──」

　見せてやれ、慧けい慈じ君。グラは拳こぶしを天へと突き上げた。




（いける……！）

　剣を縦じゆ横うお無うむ尽じんに振るいながら、慧慈はそんな確かく信しんがどんどん大きくなっていった。

　慧慈は、先さき程ほどグラから聞いていたのである。

『慧慈君。君の父ちち君ぎみの力は、今いま現在本ほん来らいの魔ま王おうのものとは程ほど遠とおい』

『え……？』

　それはどういうことなのかと、慧慈が問うたところ──

『魔王の力の源みなもとは、地の底の『熱き混こん沌とん』じゃ。必ひつ然ぜん的に、より地下へ、『熱き混沌』へと近い方へ向かうほどより大きな力を引き出せるようになる』

　だが現在、栄えい太た郎ろうは己おのれの野や望ぼうの為ために上へ上へと……『熱き混沌』から遠ざかる手段を取っている。

『つまり、父君が引き出せる『熱き混沌』の力はどんどん小さくなっておるはずなのじゃよ。そこにきっと、付け入る隙すきがある──』

（大ありだったよ、グラさん！）

　今の栄太郎は、慧慈が予想していたより力を落としていた。確かに自じ力りきはそれでもシグマを上回っているようだが……戦せん闘とう経験が向こうと比べ圧あつ倒とう的に足りていない。慧慈でも、勝ち筋すじが見えてくる。

　栄太郎が小こ粒つぶの重じゆう力りよく球きゆうを機きか関んじ銃ゆうの如ごとく放つ。しかし、その一つ一つが慧慈には見えていた。さらにはグラから貰もらった剣の性能を鑑かんがみ、どの角度からどれだけの威いり力よくの攻こう撃げきを叩たたき込んだらそれを相そう殺さい出来るか、何とはなしに読み取れる。

（結けつ論ろん──全ぜん部ぶ打ち落とせる！）

　刹せつ那なの閃せん光こう──慧慈以い外がいにはそうとしか認にん識しき出来ない速度の剣けん閃せんが乱らん舞ぶし、全ての重力球が消しよう失しつする。

　必ひつ殺さつというほどではないにせよ──ある程てい度どの事じ態たいの打だ破はは期待して練り上げられた魔ま法ほうだ。それが不ふ発はつに終わり……明確に栄太郎の顔には焦あせりが浮かぶ。

「──今が、チャンス？」

　離れて見ていた得える藻もにもそれは読み取れた。彼女は即そく座ざに︽ヒートレイ︾を発はつ動どうさせようとする──が。

「そこまではさせないわよー」

　桜乃さくのの前に幾き何か学がく円えんが展開する方が早かった。得藻の頭ずじ上ように自然ならざる雲が広がる。降るのは強きよう酸さん性せいの雨──︽アシッドレイン︾という名の厭いやらしい攻こう撃げき魔ま法ほうだった。

「くぅ……︽ファ──」

︽ファイアウォール︾……防ぼう御ぎよ魔法を紡つむぎ上げようとする得える藻もだが──瞬しゆん間かん的てきに悟さとってしまう。このタイミングでは、間に合わない。ルーラも︽サイクロンバリケード︾の準備を進めていたが、やや遅い。

（喰らう!?）

　酸に焼かれる痛みに耐える覚かく悟ごを得藻が固め掛けた、その刹せつ那な──一いち陣じんの風が彼女を攫さらう。強ごう引いんな一いち撃げきで栄えい太た郎ろうをノックバックさせ、妹の危き機きに馳はせ参さんじた慧けい慈じ。すり抜け様ざまに桜乃さくのへも一いつ刀とう斬きり付けている。髪かみが数本、宙ちゆうを舞った。

「翼つばさを狙ねらったんだけど……流石さすがに簡単には切り落とさせてくれないか」

　抱えていた得藻を床に下ろし、慧慈は再さい度ど父と母へ向かい合った。

「本当に……慧慈、貴方あなたは──私たちの予想をことごとく超えていきますね……！」

　焦しよう燥そう感かんを漲みなぎらせ──だが何ど処こか楽しげに咆ほう哮こうする栄太郎。しかし、慧慈の胸には楽しさなど過よぎりはしない。

（一いつ気きに決めて──帰ろう、父とうさん。本当の、このダンジョンじゃない本当の我が家へ）

　剣の柄つかを握り直し、慧慈が勝負を決めようと一歩を踏み出し掛けた──瞬間。

「──少し、抑えておいて下さい」

「解わかったわー」

　後ろに引く栄太郎。前に出る桜乃さくの。母の周囲で──刺しげ激きし臭ゆうを放つ霧きりが渦うず巻まく。

「︽アシッドストーム︾よー！」

「っっ……!?」

「︽ファイアウォール︾！」

「︽サイクロンバリケード︾！」

　急きゆう襲しゆうした酸の嵐あらしを、今度は間に合った得藻とルーラの防ぼう御ぎよ魔法が遮しや断だんする。慧慈たちには酸の猛もう威いは届かないが……動くことも出来ない。その隙すきに、栄太郎が何かの魔法を発はつ動どうするのが見えた──

「っ!?」「わわっ!?」「ひゃっ……!?」

　ガクンと足あし元もとから全身を揺さぶられる。──ダンジョンの増ぞう築ちく。慧慈の背せ筋すじを悪お寒かんが稲いな妻ずまの速さで駆かけ上がった。

「まさか──」

「……慧慈。褒ほめてあげましょう。今の貴方あなたは……本当に強い。私でも……勝てないと思えるほどに。なので──奥の手を使わせて頂いただきますよ」

　ダンジョンに震しん動どうが広がって……それが急きゆう激げきに大きくなる。

「まさか──本ほん気きでダンジョンを倒す気か!?」

「気付いていましたか。ご名めい答とうです。この塔とうを倒して──それに貴方あなたたちを巻き込みましょう。そして、塔が倒れた衝しよう撃げきで地上も大変な被ひ害がいが出るはずです。そこ狙ねらって、まずはこの国での私の支配の土どじ壌ようを打ち立てましょうか」

（そんなこと……させるか！）

　そう胸の内で慧けい慈じは叫ぶが、あまりに揺れが酷ひどく、立っていることすら難しい。その上この状況でも絶え間なく桜乃の魔法は放たれてくるわけで──

（どうする？　どうすればいい!?）

「グラさん……！」

　祈るように慧慈は、彼女の名を呼んだ──




　──目の前で大きく揺れ始めた塔を睨にらんで、グラは大きく息を吐いた。

「悪い予よ感かんというものは、当たるのう……」

「グランディータさん、このままじゃ慧慈さんたちが……！」

「それどころか、ここに居ればわしらでも危険じゃわい」

　グラが周辺を見回す。地上の人々も……突とつ如じよ出現した塔型がたダンジョンが倒とう壊かいしそうになっている事実に気付き、逃げ惑まどい始めていた。

（このままでは逃げ切れんじゃろうがな……）

　時じ刻こくは既すでに深夜近ちかいこともある。塔が倒れる前に人々の避ひ難なんを終えることなど……物理的に不ふ可能だろう。

　──だから、グラは転てん移いした。次に出現するのは空くう中ちゆう。地上と塔型がたダンジョンのてっぺんが、ちょうど同じ距離になる中ちゆ間うか地んち点てん。

　一いつ緒しよに連れてきたマリーにも浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを付ふ与よしてやりながら、グラは激しくひび割れる塔に向き直った。

「さて──ではやるかのう」




　──真ま夜よ中なかの空に、白はく銀ぎんの太陽が出現した。




　……否いな、それはグラの身から湧わき出すマナの光。それが形かたち作づくる、数え切れぬ量の幾き何か学がく的てきな円えん形けいの放つ輝き……。

　それが世界に詠えい唱しようを轟とどろかせる。




			　煌きらめけ　結けつ晶しよう

			　滅ほろび行く世界に　微かすかな光を投げ掛けよ

			　囁ささやけ　風かざ音おと

			　沈みゆく世界に　優しき子こ守もり唄うたを与えよ

			 

			　繁はん栄えいの日々は　最も早はや遠く

			　栄えい光こうの輝きは　既すでに頭ずじ上ように無し

			 

			　誰だれもが歩み往ゆくのを止め

			　座して死を待つことが必然なら

			　この世界の何と厳きびしきことか……

			 

			　それを　絶ぜつ望ぼうだと断じるならば──

			 

			　ほんの束つかの間ま　全てを覆おおい隠かくせ

			　泣き疲れて眠る子供の　涙の跡あとが乾かわくまで

			　倒れ挫くじけた旅たび人びとが　再び立ち上がる時まで

			　いずれ角つの笛ぶえが鳴り響ひびき

			　この世界に真の終しゆう焉えんが訪れるとしても──

			 

			　その先にある何かを願い

			 

			　全ての生命に慈じ愛あいの眠りを与える……

			 

			　──終わる世界の最後の冬となれ




「黄たそ昏がれに溶ける日を夢見て──舞い降りよ！闇やみの彼方かなたに光あれ……︽フィンブルヴェトル︾!!」




　──時が、止まった。




　崩くずれゆこうとした塔とう型がたダンジョンが、まさにその瞬しゆん間かん、不ふ自然な姿し勢せいで停止した。

　辺りに満ちる極きよく限げんを超えた冷れい気き……絶ぜつ対たい零れい度どすら下回る低てい温おんが物体どころではない、時間も、空間も凍とう結けつさせて──塔の終わりを食い止める。

「……長くは、保もたんぞ」

　それをたった一人でやってのけたグラは、真にこの戦いに終しゆう焉えんをもたらす者へ呼び掛ける。

「やってしまえ──慧けい慈じ君くん！」




「──何ですか、これは……!?」

　突然の世界の変へん貌ぼうに、栄えい太た郎ろうは目を疑う。

　塔とう型がたダンジョンが──今まさに自分が崩くずそうとした自身の城が、白く凍いて付き、完全に停止した。魔ま王おうたる栄太郎が干かん渉しようしても、うんともすんとも言わない。

「何が──何が起こったというのですか!?」

「──グラさんだ……」

　白い息を吐きつつ、慧けい慈じは断だん言げんする。

『万まんが一いちのことが起きぬよう、わしも外で力を尽つくそう──』

「約束、守ってくれたんだ……サンキュ」

　口の中で呟つぶやいて、慧慈は剣を天に掲かかげた。次で決めると、意い志しを込めて。

「くぅ……︽ヴェノム──」

「──やらせないよ、お母かあさんっ」

「︽サイクロンバリケード︾！」

　何か魔ま法ほうを放とうとした母を、杖つえで殴なぐり付け得える藻もが止める。反はん撃げきの桜乃さくのの蹴けりも、ルーラの防ぼう御ぎよ魔法で弾はじかれた。

　桜乃は体たい勢せいを崩くずし──栄太郎は呆ぼう然ぜん自じ失しつ。今こそが、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　だから慧慈は、力強く踏み出した。

「奥おう義ぎ……発はつ動どうだ」

　それは、己おのれの『勇ゆう者しや』としての力を自覚せぬまま、慧慈が編み出した奥の手。

　去年の夏休みのバイトでケルベロスに殺され掛けて、冬休みにこのままでは駄だ目めだと真しん剣けんに発ほつ起きして、独どく自じに開発した技──




　慧慈の視し界かいの中、世界が緩かん慢まんになる。




　否いな、それは慧慈の感覚が加か速そくした証あかし。全てがスローモーションの世界の中で、ただ一人普ふ通つうに動ける慧慈が、剣を振り下ろす。

　──一回だけではない。何度も。

　加速した世界の中で、幾いく度ども。愚ぐち直よくなまでに同じ型の斬ざん撃げきを繰り返す。

　ここでは普通の速度に見える、しかし現実には恐るべき速さの連れん続ぞく斬撃は、時間を、空間を超ちよう越えつして集しゆう約やくされ──




　──万ばん物ぶつを断ち切る、世界殺ごろしの次じ元げん斬ぎりへと到とう達たつした。

　切れないものなら切れるまで。何度でも斬り付ければいい……そんなある意味馬ば鹿かげた理り論ろんの下で完成した慧慈の超ちよう必ひつ殺さつ技わざ。その名は──
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「──︽天てん剣けん絶ぜつ刀とう︾!!」




「……は？」「……え？」

　栄えい太た郎ろうと桜乃さくのが気付いた時にはもう遅い。




　恐るべき空間の断だん裂れつが、巨きよ大だいな刀とう剣けんと化して栄太郎の角つのと桜乃の翼つばさを双そう方ほうともまとめて断ち切った──







[image: エピローグ]







　鏡かがみの前でネクタイを締め、ブレザーの上うわ着ぎを羽は織おる。

「……良し」

　修しゆう了りよう式しきぶりに袖そでを通した制せい服ふくの着こなしを、慧けい慈じは自じ画が自じ賛さんした。

「いい男だ。これなら今年は……彼かの女じよ出来るんじゃないか!?」

「……無む理りだと思うよ」

　そんな慧慈に冷ひや水みずを浴びせる、制服姿すがたの妹得える藻も。膝ひざを突く慧慈に、彼女は蹴けり飛ばすような声を投げ掛けた。

「そんなことよりっ。お兄にいちゃん、急がないと間に合わない時間だよ！　一学期始しぎ業よう式しきに遅ち刻こくなんて……幸さい先さき悪わる過すぎるからっ！」

「あ、そ、そうだな！」

　慌あわてて慧慈も洗面せんめん所じよから飛び出した。廊下を駆かけ、玄げん関かんを目め指ざす。

「──おはよう、慧慈。いってらっしゃい」

「うん、行ってきます」

　ダイニングから、朝食中ちゆうの栄えい太た郎ろうが穏おだやかな声を掛けた。髭ひげを蓄たくわえナイスミドル然ぜんとした父に挨あい拶さつを返し、慧慈は得藻を引き連れ玄関から飛び出した。

「あら？　慧慈も得藻ももう出掛けるの？」

「『もう』じゃなくて遅いくらいなのっ。本当にお母かあさんは〜〜！」

　家の前を掃そう除じしていた桜乃さくのに頬ほおを膨ふくらませる得藻。彼女を促うながしつつ母にも「行ってきます」と告げた慧慈は……ある程てい度ど進んだ地ち点てんでふと後ろを振り向いた。

「お兄ちゃん！　だから遅刻するってば──」

「あ、ああ、解わかってるんだけど……」

　慧慈の視線を追い……得藻も彼の感じることを悟さとったようだ。隣となりに並び、見上げる。

「……残っちゃったもんねー……」

「……全くだ」

　日ひ暮ぐれ坂ざか家けの新しん居きよ。ヨーロピアン調ちようの三階建てだったそこは──塔とう型がたダンジョンの形けい態たいのままであった。雲の上まで突き抜けるような高さのまま……周囲からは浮いている。というよりも目立つ。

　栄太郎の角つのを、桜乃の翼つばさを慧慈が断ち切り、二人を正しよ気うきに返したわけだが……それで姿すがたの方も元に戻った両親は、魔ま王おう、魔王妃ひであった間の記き憶おくをすっぽり失っていた。

『多分……これも『熱き混こん沌とん』の悪あく影えい響きようじゃの』

　グラはそう分ぶん析せきしていた。

　それ自体は仕方がない……というか、記憶を失ってくれていた方が両親も色々とやらかしたことを気に病やまずに済むだろうと慧慈も思い、そこは得藻共とも々ども歓かん迎げいしていたのだが──

「この塔……片せなくなっちゃったんだよな」

　栄えい太た郎ろうも桜乃さくのも、記き憶おくと共にダンジョン操そう作さの魔ま法ほうも忘れてしまったのだから必ひつ然ぜん的に。

　幸いなことに……地ちじ上よう三階部ぶ分ぶんまでの構こう造ぞうはベースとなった家に準じゆん拠きよしていた。なので現在は、グラが幻げん影えい魔法で元々の姿すがたに見えるようにしてくれているのである。当然、両親にも。

「もっとも……そのことを知ってる俺おれたちには、幻影魔法が通じてないわけだが」

「うん……」

　我が家がダンジョン──そのような高校生と中学生、日に本ほんでも他に例を見ないはずだ。

「まあ、それでも慣れていくしかないんだろ」

「お父とうさんとお母かあさんにもばれないようにね」

　うっかりばれて魔ま王おうや魔王妃ひとしての記き憶おくを取り戻して──また世界征せい服ふくだとか言われるのも堪たまらない。このまま平へい穏おんが続いてほしい慧けい慈じと得える藻もであるが……。

（……きな臭くさいんだよなぁ）

　──ルーラは、グラと一いつ緒しよに地下ダンジョンへ帰っていった。もう彼女が魔王を求め、地上に出てくることは無いだろう。……しかし。

（まだ魔王を求めてる魔ま物ものたちは居る、か）

　そして一いち度ど魔王となった栄太郎たちは、彼らにとってはその求める魔王第一候こう補ほである。

（そういう連れん中ちゆうとも、接せつ触しよくさせるわけには……）

　それを食い止める為ため、慧慈は定期的に我が家の地下のダンジョンの低てい層そう部ぶを見回っていた。……実際、栄太郎たちの許もとに行こうとしている魔物と遭そう遇ぐうし、戦い追い返したのも一度や二度ではない。

「得藻……お前も暇ひまな時は手伝ってくれよ」

「……考えとくよ」

　神しん妙みような顔で得藻は返した。

　──さらに、慧慈の気を重くする話もある。

『あー、魔ま人じんな。ルーラだけではないんじゃよ。他の馬ば鹿か娘むすめたちも何かやらかすかもしれんしな。わしからも睨にらみを利かせておこう』

（本当に頼むよ、グラさん……ん？）

「あ──ああっ！」

　そこで慧慈はとんでもないことを思い出した。驚きよう愕がくに打ち震える兄を前に、得藻は目を真まん丸まるにする。

「ど、どうしたの、お兄にいちゃん!?」

「え、得藻……俺はとてつもないことを忘れていたぞ！」

　慧慈の脳のう裏りを過よぎるあの言葉──




『お願い聞いてくれたら……おっぱい揉もませてやってもいいんじゃが──』

「グラさんのおっぱい、まだ揉もませてもらってない!!」

　兄のその叫びに、得える藻もは──




			「︽ファイアァァブラストォォオオオオ︾ッ!!」




　天てん地ちを繋つなぐ火ひば柱しらを生み、兄をその中へと呑のみ込ませた。




　剣と魔ま法ほう、魔ま物ものとダンジョンが混こん在ざいする現代日に本ほん。

　その片かた隅すみでまだ物語は続いている。

　日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じと、その妹得える藻も。

　二人のダンジョンを巡る物語はまだ始まったばかりで、これから先も多くの仲間との出で逢あいを繰り返しながら続いていくのだから……。










あ・と・が・き




　……さて。えーと──

　…………………………。

　──あとがきって、どう書くんだっけ？

　あとがきの書き方をすっかり忘れていることに愕然としつつ。でも、考えてみれば元から二回しか書いたことがないことにも気が付いて。

　……うん。じゃあ、もう、深く考えずにやっていいか。




　──ということで仕切り直しです！




　お初にお目に掛かる方は始めまして。著書を手に取って頂き、ありがとうございます。

　以前にもお目に掛かったことがある方は……大変、本当に大変お久し振りでございます。

　天羽伊吹清でございます。電撃文庫の片隅で細々と生きている作家です。

　……多分、ご存じない方や既にお忘れの方が大半かと思いますので、ちょっと自己紹介させて頂きますと──第十七回の電撃小説大賞にて、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ賞を頂戴してデビューさせて頂きました。

　……はい。アニメ化もした『はたらく魔王さま！』の和ヶ原聡司先生の同期です。第十七期の中で最も鳴かず飛ばずの男と覚えて下さいね☆




　…………泣いてなんか、いませんよ？




　──まあ、そんな自虐ネタはさておいて。

　そんな自分が、本当に超久し振りに文庫を上梓させて頂くことになりました！　それがこの本、『我が家のダンジョン』となります。

　ご存じの方もいらっしゃるかもしれませんが、この作品は電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥにて連載されていたものを、一冊の本に纏めたものです。

　……なら、連載を読んでいた人間は買わなくてもいいんじゃないかと？

　そうは問屋が卸しません。連載はクライマックス直前で終わっていますから、その後の物語はこの文庫でしか読めないのです！

　……あこぎな商売とか、言わないで下さい……。

　と、とにかく、連載版では扉絵のみだったイラストも、文庫になるに当たり大増量。うらび様の描く美麗なイラストを数多く堪能出来ますので、それも必見ですよ！

　立ち読み中でまだ購入を悩んでいる方は、意を決してレジへ持って行って頂ければ幸いです。既に購入済みの方は……楽しんで頂ければ、本当に嬉しいです。




　ここまで来るのに、大変苦労致しました。

　前作にしてデビュー作である『シースルー!?』は、出ると予告した最終第三巻が出ておらず。

　今作『我が家のダンジョン』も原稿が遅れまくって多方面にご迷惑をお掛けしました。

　……ええ、全くもって、自身の力不足です。

　後から電撃小説大賞でデビューした後輩の皆さんにも追い抜かれまくっている不甲斐のない作者ですが、今年こそ心を入れ替え、精進していく所存です。

　読者の皆様方、どうぞ見捨てず見守って下されば、ありがたいです。




　それでは、ライトノベルのあとがきで定番である謝辞を。

　担当編集の清瀬様。原稿を遅らせまくりスケジュールを滅茶苦茶にするお馬鹿な筆者を、それでも見離さず導いて下さり、本当にありがとうございます。貴方が居なければ、この作品は形に出来なかったと思います。今後も見捨てずお力添え下されば、ありがたいです。……原稿は予定通りに書き上げられるよう、頑張ります。

　当作品のイラストレーター、うらび様。私めの原稿の遅れのしわ寄せがそちらに行ってしまい、本当に申し訳ありません。そんな中、秀逸なイラストでこの物語を彩って頂き、真に頭が下がる思いです。貴方の描く女性キャラたちが、執筆中の力となりました。感謝してもし足りません。……主人公の濃過ぎるキャラが、ご迷惑になっていないか心配です。

　そして何より、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥで、そして今この瞬間文庫の形でこの作品に触れて下さっている読者の皆様方。皆様が読んで下さることで、この物語は真の意味で完成致します。皆様の心の中に、この作品が何かを残すことが出来たなら、この小説を書いた甲斐がありました。最大級の喜びとなります。




　願わくは、またこの電撃文庫という舞台で皆様とお会い出来ることを願って。

　この『我が家のダンジョン』の続編か、或いはまた別の作品となるかは未定ですが……

　……こ、今度はもっと早く出版出来るように、全力を尽くします。




　それでは、そろそろページも尽きてきましたのでこの辺りで。

　皆様、天羽伊吹清、天羽伊吹清はここに居ます！　どうぞよろしくお願いします！

　再見っ!!




（バレンタインデーも近い冬のある日、某ファミレスにてこれを書きつつ……）天羽伊吹清
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天羽あもう伊い吹ぶ清きよ

色々ディスられる街、名古屋在住。長らく雌伏の時を過ごしたが、今、再び電撃文庫に出現！　新たなる天羽伊吹清ワールドを胸に飛び立つ!!
……誰あんたとかは言わないで、本当に……。
が、頑張ります。
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イラスト／うらび

ひきこもり見習いな自分ですが昨年引っ越しをして、心機一転、作業しやすい環境をあれこれと整えだした結果、今では以前よりさらにひきこもれるようになりました！







    本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

    


    電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

    http://dengekibunko.dengeki.com/

    ※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

    


    ファンレターあて先

    〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

    アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

    「天羽伊吹清先生」係

    「うらび先生」係

    


    


    


    
      初出

    

      プロローグ／「電撃文庫MAGAZINE Vol.33」（2013年9月号）

      「第一話　引っ越し先に地下迷宮？」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.34」（2013年11月号）

      「第二話　そして我が家もダンジョンに!?」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.35」（2014年1月号）

      「第三話　炎を風の決戦！　そして……」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.36」（2014年3月号）

      


      文庫収録にあたり、加筆、修正しています。

      


      「第四話　我が家よ今、ここに還れ」、エピローグ／書き下ろし
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我わが家やのダンジョン








天羽あもう伊い吹ぶ清きよ
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